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序章

　

　バルベール北方国境線 第10
 軍団 軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 。

「むう、『越冬用の食料が足りないから無償でいくらか分けてくれ』ってか。３日前に大金受け取ってホクホクしてたくせに、いきなり『タダで食い物寄越せ』って、頭おかしいだろ……たかるにしても、もう少し考えて嘘つけよ……」

　石造りの薄暗い部屋の中、
鎧
 よろい

 姿の男が１人、机に向かっていた。

　年は20
 代後半といったところだろうか。

　快活そうな顔立ちと短く切りそろえられた赤毛が、彼のさっぱりとした性格をよく表している。

　彼は手にした書類を読み終えると、それを２つある
書類
 ゴミ

 の山に投げた。

　片方は燃やせる
書類
 ゴミ

 。

　もう片方は燃やせない
書類
 ゴミ

 だ。

「カイレン様」

　ぶつぶつ文句を言いながら仕分け作業をしていると、部屋の入口から涼やかな声が響いた。

「
鍵
 かぎ

 は開いてるよ」

　男――カイレン――は書類を投げ続けながら、入口にかけられた布製の
簾
 すだれ

 に声をかける。

「
簾
 すだれ

 に
鍵
 かぎ

 は付けられませんよ」

「こりゃ一本取られた」

「取ってません」

　そう突っ込みながら部屋に入ってきたのは、小柄な若い女だった。

　紺色の軍服を着込み、手には束ねた書類を持っている。

　三つ編みにされた長い金髪と、理知的な顔立ちが印象的だ。

「首都から辞令が届きました。
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 の対応が済み次第、アルカディア方面へ転属し、現地の軍に合流せよとのことです」

　カイレンは女から書類を受け取りながら、顔をしかめた。

「今度はアルカディアか。ていうか、転属命令は前に２回も断っただろ。今の軍団はそのままで、ラッカとラースの軍団を直属にしてくれない限り、俺はここから動かないって」

「許可が下りました。ラッカ将軍の第13
 軍団とラース将軍の第14
 軍団も、我々が転属してから半年以内には合流できるようにするとのことです」

「……それマジで言ってる？」

「マジで言ってます」

　即答する女に、カイレンは受け取ったばかりの書類に目を通す。

　そして、いかにも嫌そうな表情を浮かべた。

「うお、本当に許可されてやがる……まさか俺の要求を丸呑みしてくるとは、元老院は気でもふれたのだろうか」

「いえ、そんなことはないでしょう」

「ほう、ティティスさんの見解をお聞かせ願えるかな？」

　茶化すようにうながすと、女――ティティス――はまったく表情を変えずに口を開いた。

「元老院は、開戦後早期に決着をつける気なのではないでしょうか。前回のような戦力の
逐
 ちく

 
次
 じ

 投入や出し惜しみを反省し、初めから全力で攻撃するつもりなのかと。カイレン様と気心の知れたお二人の軍の合流を許可したのは、そのための下準備かと思います」

「もしそうだとしたら朗報だな。やつらもようやく、足の引っ張り合いをしてる場合じゃないってことに気づいたか」

　うんうん、とカイレンは
頷
 うなず

 く。

「だけど、元老院が煙たがっている俺に手柄を立てさせるような真似をするかな？　今までの転属命令は俺を手持ちの軍団から引き
剥
 は

 がして、手足をもいだ状態にするつもりに見えたから、意地でも受けるかって突っぱねてたんだけど」

「交代した執政官の意向が大きく作用しているのかと思います。味方同士で揉める前に、有能なものはちゃんと使って、外敵を完全に排除する方向に決まったのでは？」

「なるほど、元老院じゃなくて執政官か」

　カイレンは納得したように
頷
 うなず

 く。

　執政官とは、国の政務と軍務を統括する最高職のことだ。

　独裁を防ぐ目的で、定員は２名となっている。

「そういえば、執政官は４月に別のやつらに代わったんだったか。前任のやつらはかなりのやり手だったみたいだけど、今度のやつらもまともだといいな」

「市民からの人気が高い人たちが任命されたみたいですから、まともだと思いますよ。戦時中と同じ真似をしたら、それこそ暴動が起きますから」

　戦時中の執政官は、元老院の操り人形といっても過言ではなかった。

　自国の戦力を過大評価し、他国の戦力を過小評価していた元老院の指示をそのまま実行し、結果的に大損害を被ったうえに、目的未達成という
醜
 しゆう

 
態
 たい

 を
晒
 さら

 してしまった。

　元老院は執政官ともども市民から大いに批判され、かなりの数の元老院議員が責任をとるかたちで辞任した。

　辞任しなければ内乱が起きかねないほど、当時のバルベール国内は
混
 こん

 
沌
 とん

 としていたのだ。

「新しい執政官の１人は平民からのたたき上げですが、頭も切れて物怖じしない性格とのことです。元老院に対しても遠慮なくものを言うので、市民から人気があります」

「そりゃ根性のあるやつだな。俺なら暗殺が怖くてそんなことできないわ」

　ぶるっと身を震わせるカイレンに、ティティスは首を
傾
 かし

 げた。

「暗殺なんてしたら、今度こそ元老院が吊るし上げられますよ。まず大丈夫でしょう」

「そりゃあ、任期中は大丈夫だろうけどさ」

「……」

　言わんとすることを察し、ティティスは顔をしかめた。

「それはいいとして、俺たちの相手はアルカディアか。あいつらやたらと強そうだから、あんまり相手にしたくないんだよなあ」

「珍しく弱気ですね」

「うん」

　カイレンは素直に
頷
 うなず

 き、手元にあった資料の１つを差し出した。

　ティティスはそれを受け取って目を落とすと、少し驚いたような表情になった。

「少し調べたんだけどさ、あいつら４年前から、内政そっちのけでイステール領の国境沿いに
砦
 とりで

 を作ってるみたいなんだ。相当力を入れているのか、このままいくと休戦協定の期限切れまでにすごいものが完成しそうなんだよな。
砦
 とりで

 というか巨大な
城
 じよう

 
塞
 さい

 都市みたいな規模だし、それが完全にでき上がると、たまったものじゃない」

「これを我々に攻略させようということでしょうか？」

「まあ、そうだろうな。でも、ただでさえやばそうな地形なのに、
城
 じよう

 
塞
 さい

 都市のおまけ付きだからなあ。敵の将軍にはとんでもないのがいるみたいだし、まともに戦ったら苦しいんじゃないかな」

　弱気な発言をするカイレンに、ティティスは珍しい物でも見るような視線を向けた。

　いつもならば、どんなに苦しい時でも、「まあ、何とかなるさ」と言ってあっけらかんとしているからだ。

　そして言葉どおりに何とかしてしまうのだが、今日は様子が違っていた。

「勝てる気がしませんか？」

「いや、勝てるよ。というか国自体の地力が全然違うし、よほどのことがない限り圧勝できるんじゃないかな」

「……おっしゃっていることが、先ほどとは正反対なのですが」

「大規模な軍制改革、大幅な装備の新調、複数の新兵器の導入、
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 との和平協定。そしてこの時期に、俺への転属命令と指揮権の拡充か。使えるものは全部使うつもりだな」

　まるでひとりごとのように、カイレンが
漏
 も

 らす。

「新兵器？」

　ティティスは首を
傾
 かし

 げた。

　新兵器が開発されたといった話は、今までに１度も聞いたことがなかったからだ。

「まあ、そのうち分かるさ。詳しくは言えないんだ。ごめんな」

「いえ……というか、いつの間にアルカディアのことを調べていたんですか。転属命令のこと、私より先に知ってました？」

「いや、最近の状況からして、くるかなーって少し思ってただけだよ。念のため、先に調べてただけ。こんなに早く転属命令がくるとは思わなかったけど」

「……そうですか」

「そんな顔するなよ。本当だって」

　暗い顔で足元に視線を落とすティティスに、カイレンは慌てて弁解する。

「分かっています。あの、もしよろしければ１つお聞きしたいのですが」

「ん、何かな？」

「この資料の内容と先ほどのお話を合わせると、私にはどう考えても彼ら相手に圧勝できるとは思えません。早期決着を望むなら、元老院にさらなる兵力の増強を申し出るべきでは」

「兵力は多いに越したことはないけど、現地の軍もいることだし、これ以上の
増
 ぞう

 
援
 えん

 
要
 よう

 
請
 せい

 は受けてもらえない気がするけどな……まあ、好きにしてくれていいよ」

「かしこまりました。さらなる
増
 ぞう

 
援
 えん

 を
要
 よう

 
請
 せい

 いたします」

　ティティスは一礼すると、静かに部屋を出て行った。

　その背を見送り、カイレンは深くため息をつく。

「きっと嫌な戦いになるな……まったく、毎回毎回、こんな手ばっかりだ」

　心底うんざりしたように、吐き捨てた。





　

第１章　
餅
 もち

 は
餅
 もち

 屋

　

　日本に戻った
一
 かず

 
良
 ら

 は、携帯電話のインターネットで調べた『有限会社グンマー牧場』の入口へとやってきていた。

　門をくぐり、あたりで草を
食
 は

 んでいる牛を眺めながらてくてくと歩く。

　すると、観光客用の売店らしきものが見えてきた。

　売店の従業員に
堆
 たい

 
肥
 ひ

 販売のことを尋ね、電話で牧場主を呼び出してもらう。

　ほどなくして、若い男がやってきた。

「こんにちは。
堆
 たい

 
肥
 ひ

 をいくらか分けてもらおうと思ってやってきたんですが」

「
堆
 たい

 
肥
 ひ

 ですね。１トンあたり３０００円で送料は別になりますが、どれくらいご入用でしょう？」

「とりあえず50
 トンほど。明日中に運んでもらえるとありがたいんですけど、できますか？　ここから車で数十分の距離なんですけど」

　今回仕入れた
堆
 たい

 
肥
 ひ

 は、アイザックに用意させた３０００もの布袋に詰めた状態でイステリアに運ぶ予定である。

　１袋あたり15
 キロは入る計算なので、50
 トンも買えば十分だろう。

　もし余るようならば、グリセア村の畑にでも使ってもらえばいい。

　袋詰めせずにイステリアへ運んでしまってもいいとは思うが、万が一
堆
 たい

 
肥
 ひ

 が
零
 こぼ

 れ落ちると、イステリアへ向かう街道で野草が異常成長する可能性がある。

　袋自体もイステリアで作らせたものを使うので、一見普通の土を袋に詰めて運んでいるようにしか見えないだろう。

「ご、50
 トンですか。それだとかなりの量になるので、明日の朝一番で運ぶように手配しておきます」

「ありがとうございます。よろしくお願いしますね」

　農家との取引で牧場主は対応に慣れているのか、実にスムーズに交渉がまとまった。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 の住所が書かれたメモと、輸送費を含めた
堆
 たい

 
肥
 ひ

 の代金を牧場主に現金で手渡す。

「ネットで見た時に思ったんですが、ずいぶんとたくさん
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を作ってるんですね。値段もすごく安くて驚きましたよ」

「ええ、これだけの数の牛を飼育してますと、
糞
 ふん

 の量もすごいですからね。強制的に増える副産物ってところです」

「なるほど……
堆
 たい

 
肥
 ひ

 の作り方ってどんなものなんですか？　ちょっと興味があって」

「えっと、まず牛舎の中に
藁
 わら

 をたくさん
撒
 ま

 いておくんです。そこに牛が
糞
 ふん

 をして、歩き回ると
藁
 わら

 と
糞
 ふん

 がぐちゃぐちゃに混ざります。それをショベルローダーで回収して一箇所に集めて、水や米ぬかを混ぜて
発
 はつ

 
酵
 こう

 させて……」

　そんなこんなで少しの間牧場主と雑談をし、次の目的地へと向かうべく売店を後にした。

　

　牧場を出てから数時間後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は県内のとある建設会社の会議コーナーにいた。

　対面では、この会社の制服を着た中年の男が、
険
 けわ

 しい表情でテーブルに広げられた大量の書類に目を向けている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 側のテーブルの上には男の名刺が置かれており、男の名前の隣には『係長』と役職名が記載されていた。

　広げられた書類は、イステリアから持ってきた河川工事に関する書類のコピーである。

　この建設会社に来る途中にあったコンビニで、手持ちの書類をすべてコピーしてきたのだ。

「あのですね、いきなりこんな物持ってきて、治水工事計画書を作ってくれなんて言われても困るんですよ」

　係長は書類から顔を上げると、実に不愉快そうな表情で口を開いた。

「だいたい、実際に工事を行わないのに工事計画書なんて作ってどうするっていうんですか。しかも、使う技術は指定したもののみに限定すると先ほどおっしゃいましたが、ここに書いてある物を見る限り、古代文明の技術だけを使った工事を計画しろっていうことですよね？」

「いや、いきなり変な依頼をして本当に申し訳ないです。ですが、どうしてもこれらの地形の治水工事計画書が必要なんです。何とか引き受けてはもらえませんか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が頭を下げながらそう頼むと、係長はため息をつきながら椅子の背もたれによりかかる。

　その雰囲気から、『困ったやつだ』と
一
 かず

 
良
 ら

 のことを考えている様がひしひしと伝わってくる。

「
志
 し

 
野
 の

 さん、こういうことは古代の技術を研究しているような大学の先生とかにお願いするべきですよ。実際に土木工事を行っている会社に計画書を依頼するなんて、普通に考えておかしいとは思いませんか？」

「それはそうなのですが、やはり
詳
 しよう

 
細
 さい

 な計画を行うとなると、常に実際の工事に
携
 たずさ

 わっている方たちにお願いしたほうが、より正確なものができるんじゃないかと思いまして……それに、ちょっと理由がありまして、あまり時間がないのです。工事にかかる期間にもよりますが、なるべく早く計画書が必要でして……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、係長の顔にいぶかしむような表情が浮かんだ。

「なるべく早くって……実際に工事を行わないのに、どうして早く計画書が必要だっていうんですか。計画書を使って、何か論文でも書くんですか？」

「あー、えっと、それはですね……」

「おい、何か面白そうな話をしてるじゃないか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えに
窮
 きゆう

 していると、いつの間に近づいてきたのか、白髪の年配の男が背後から話しかけてきた。

「お、こりゃあ大昔の工事図面か？　見たことのない文字が書いてあるが、ずいぶんとしっかりした図面じゃないか」

　男は「ちょっと失礼」と言って
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に腰かけると、興味深げに書類を眺め始めた。

「なになに、使用する道具と技術は以下のものに限定……ふむ、この内容だと、紀元前２０００年くらいの中東とかヨーロッパあたりの技術レベルってところか。ずいぶんと規模がでかいな。どこの国だ？」

「あ、あの、取締役、この件に関しましては私が対応しますので……」

　ふむふむと
頷
 うなず

 きながら書類を読んでいく男に、先に
一
 かず

 
良
 ら

 と話をしていた係長が困惑した様子で声をかける。

　この男は、どうやらこの会社の取締役らしい。かなりの重役だ。

「対応って、お前のさっきの話しぶりだと
請
 う

 ける気がまったくないように聞こえたぞ。お客さんが仕事持ってきてくれた上に頭まで下げてくれてるってのに、あの態度はいったい何だ」

「し、しかしですね、いくらなんでも内容が……いつの時代のものかも分からないような図面を持ってきて、実際に工事もしないのに昔の方法のみを使った工事計画書を作れなどと……」

「バカ野郎!!
 」

　係長がそう言いかけると、取締役が額に青筋を浮かべながら、すさまじい
剣
 けん

 
幕
 まく

 で
怒
 ど

 
鳴
 な

 った。

　
怒
 ど

 
鳴
 な

 られた係長はもとより、取締役の隣にいた
一
 かず

 
良
 ら

 も思わず身をすくめる。

「工事をやろうがやるまいが、このお客さんの依頼内容は俺らの領分だろうが！　しみったれた理由こしらえて仕事選んでるんじゃねえ!!
 　後は俺が引き受けるから、お前はもう自分の仕事に戻れ!!
 」

　取締役は一息にまくし立てると、
蹴
 け

 り出さん勢いで係長を会議コーナーから追い出した。

　会議コーナーからのぞく通路からは、取締役の馬鹿でかい
怒
 ど

 
鳴
 な

 り声を耳にした通りすがりの社員たちが、何事かといった視線を向けてきている。

「え、えっと……それでは、この件は引き受けていただけるんですかね？」

　嵐のように過ぎ去った展開に
若
 じやつ

 
干
 かん

 動揺しながらも、
一
 かず

 
良
 ら

 は、
憤
 ふん

 
慨
 がい

 した様子で「まったく最近のやつらは……」とぶつぶつ言う取締役に声をかける。

　取締役はすぐに表情を
和
 やわ

 らげると、
一
 かず

 
良
 ら

 にニッと笑って見せた。

「おうよ、詳しく話を聞いてみないことにはどんなものか分からんが、やってできないことはないだろ」

「おお、それはよかった！　では、作成していただきたい工事計画書の内容なんですが……」

「その前にちょっと教えてくれ。この図面はどこの国の物なんだ？　古代ギリシャにしては規模が合わないし、かといってカルタゴやアッシリアあたりとも似ても似つかないように思えるし……恥ずかしながら、どこの国なのか検討もつかないんだ」

　取締役は
眉
 み

 
間
 けん

 に
皺
 しわ

 を寄せながらも、実に興味深げな視線を図面に送っている。

　その
瞳
 ひとみ

 は好奇心に満ちており、まるで大好きな
玩具
 おもちや

 を買い与えられた子供のようだ。

「あ、それらはですね、全部偽物の図面なんですよ」

　そう答えると、取締役は少し驚いたような表情をした。

「ほう、これらは全部作り物なのか」

「ええ、作り物の古代図面を基にして、街中を通る河川の治水工事計画を行いたいんです。その図面の内容だと、降雨量によっては一部の堤防が
決
 けつ

 
壊
 かい

 してしまう構造になっていまして、それらを改善するための計画書をあなた方に作っていただきたいのですよ」

「……んん？　そりゃまたずいぶんと変わった……ああ！　そういうことか！　なるほどなるほど」

　不思議そうな表情をしていた取締役は、何か合点がいったのか、手を打って
頷
 うなず

 きだした。

「しかし、何だって国の研究機関の名前で仕事の依頼を持ってこなかったんだ？　こんな物を個人名で持ってきたって、普通気づかないだろ」

「え？　あの、国の研究機関って、いったい何の話ですか？」

　何の話をし始めたのかさっぱり分からず、
一
 かず

 
良
 ら

 は取締役に問い返す。

「ん、いや、だからあれだろ。これは元々俺に持ってくる話だったんだろ？」

「え？」

「だから、俺が元国土交通省河川局の……」

「……あ！　そういった
類
 たぐい

 のものではなくてですね、これは私が個人的にやっているものでして……いわば趣味みたいなものなんですよ」

　何かを察した
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、取締役の顔に少し焦ったような表情が浮かんだ。

「そ、そうか。いや、変なことを言って申し訳ない。今言ったことは忘れてくれ」

「こちらこそ、変なお願いをしてしまって申し訳ないです。ぜひ、よろしくお願いします」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言って頭を下げると、つられて取締役も頭を下げた。

　何やら妙なやり取りが行われたが、その真意が何なのかについての
詳
 しよう

 
細
 さい

 は
省
 はぶ

 く。

　大人の世界には、色々とあるのだ。

　

　工事計画の打ち合わせを始めてから数時間後。

　必要な説明を
粗
 あら

 
方
 かた

 終えて、２人は一息ついていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の対面では、取締役が写真を眺めながら、お茶をすすっている。

　写真はすべて
一
 かず

 
良
 ら

 がイステリアで撮影したものであり、写っているものは河川や土手のものばかりだ。

　過去に増水して土手が
決
 けつ

 
壊
 かい

 した箇所や、高台から河川を引きの絵で撮ったものなどである。

「最近のＣＧってやつは本当に本物そっくりだな。これじゃ実際に撮った写真と見分けがつかないぞ」

「そうですねえ。技術の進歩ってのはすごいものです」

　渡した写真は、すべてＣＧ合成で作ったものだと説明してある。

　取締役は写真の内容に驚きの声を上げつつも、それがＣＧであるということをまったく疑ってはいないようだ。

　彼はかなりの年配に見えるので、
余
 よ

 
計
 けい

 にそういったことには
疎
 うと

 いのかもしれない。

「しかし、この写真に所々写っている
鎧
 よろい

 姿の兵士とか、石造りの建物とか、本当に見事なできだな。これも全部ＣＧなのか？」

「ああ、それらは一部に本物の建物や人間を使ったもので、本物とＣＧを合成したものなんですよ」

　いかにもそれっぽい適当な説明をする
一
 かず

 
良
 ら

 に、取締役は「ほうほう」と
頷
 うなず

 いた。

　そうしてしばらく写真を眺めると、テーブルに写真を置いて
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

「さて、そろそろ金と納期の話もしておくか。これだけの分量になると、計画書の作成にもそれなりに時間がかかるが、どれくらいの工数をもらえるんだ？」

「そうですね……実際に工事を行うという設定で計画書を作ってもらいたいので、雨季が始まるという設定の来年の５月までに何とかなるように計画を立ててもらいたいです。工数は……」

「おいおい、いくらなんでも来年の５月までなんてのは無茶苦茶だろう。これだけの規模だと、工事には年単位の時間が必要だぞ」

　取締役は渋い表情で指摘した。

　今は８月中旬なので、来年の５月までに工事を終えるとなると、計画書の作成と工事に使える期間は８ヶ月程度しかない。

　ちなみに、先ほどから出ている『工数』という単語は、工事計画書の作成にかかる作業量のことである。

　今回のやり取りの場合、作業に使える時間はどれくらいもらえるのか、と取締役は聞いているのだ。

「あ、いや、この洪水の起きた箇所の改修工事だけでもって意味です。他の工事は雨季が終わってから手をつけるので、まずは次の雨季に洪水が発生するかもしれないと思われる部分だけをお願いします」

「ん、そういうことか。なら、
脆
 もろ

 い箇所を優先的に完全改修して、間に合わないような場所は一時的な補強工事だな」

「えっと、土木工学は素人でして、どれくらい工数が必要なのかは分からないのですが……とりあえず、１ｈあたりこれくらいの金額で、全体工数はこんなものではどうでしょうか」

　以前勤めていた会社での外注設計依頼の経験を元に、多少盛った金額をメモ帳に記載して提示する。

『ｈ』とは時間のことであり、『全体で○○ｈ』とは、計画書作成に取締役が使用できる時間は○○時間までということだ。

「おいおい、いくらなんでもそれは出しすぎだろう。その７割でいいよ。飛び込み案件だから、これでも少し高いけどな。で、計画書の納期は、雨季までに特定箇所の工事が間に合う範囲でいいんだな？　特定箇所優先で計画書を作ることになるから、何回かに分けて受け渡しって形になるが」

「ええ、それでお願いします。あと、工事を行う際に、計画書を見ながらであれば古代の人間でも工事が行えるようにしたいんです。イラストや構造の説明を多めに記載していただけるとありがたいのですが……」

「ずいぶんと凝った話だな……まあ、何とかやっておくよ。どうせ俺は
暇
 ひま

 な身分だし、こういう時代がかった話は大好きだ。あと、今提示してもらった工数は
暫
 ざん

 
定
 てい

 
的
 てき

 なものにしてくれ。俺もこういう特殊な仕事は初めてだから、はみ出るかもしれん。倍ってことにはならないとは思うが」

「分かりました。なら、元の倍までなら工数を使ってもらってかまいません」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、取締役は驚いたような表情をした。

「えらく気前がいいじゃないか。それだとかなりの金額になるが、本当に払えるのか？」

「払えますよ。何なら今すぐ、前金として半分振り込んでもかまいませんが」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が涼しい顔で言うと、取締役は苦笑しながら、いやいや、と首を振った。

「いや、疑うようなことを言ってすまなかった。だが、仕事前に半分ももらえないよ。でも、おたくから仕事を受けるのは初めてだし、前金はもらっておく必要はあるか」

「それなら、とりあえず全体工数の１割分を振り込みましょうか？」

「そうだな、それで頼むとするか」

　取締役は
頷
 うなず

 くと、会議コーナーの端にあった
棚
 たな

 から『受注依頼書』と印刷された紙を取り出した。

　そこに、
一
 かず

 
良
 ら

 から
請
 う

 け負った仕事内容を走り書きで記載し、発注者の欄には
一
 かず

 
良
 ら

 の名前を記入する。

「ちょっと生産管理部に話をつけてくるから、そのまま待っていてくれ。なるべく早く戻ってくるから」

　取締役はそう言うと、会議コーナーを出て行った。

　

　それからさらに数時間後。

　話をまとめて会社を出る頃には、辺りはすっかり暗くなっていた。

「つ、疲れた……でも、あの人が受けてくれて助かったなあ……」

　治水工事計画書の作成を依頼するにあたり、
請
 う

 け負ってくれる業者が見つかるまで手当たり次第に建築会社を回るつもりだった。

　最初に係長に突っぱねられそうになった時点では、この会社への依頼を半ば
諦
 あきら

 めかけていた。

　だが、元国土交通省河川局勤めの取締役がやってきて助かった。

　おそらく、あの取締役は形だけ
籍
 せき

 を会社に置いているような身分で、毎日
暇
 ひま

 なのだろう。

　とはいえ、元国土交通省勤めというならば、エリートの秀才に違いない。

　大昔の建築技術などにも興味があるようなので、きっとしっかりとした工事計画書を作ってくれるはずだ。

「さて、今日はもうホテルに行くか。買出しとかは明日でいいや」

　本日行う残りの予定は明日へと繰り越して休むことにしようと、ナビを操作して最寄りのビジネスホテルを検索する。

　ナビに従って車を走らせていると、前方に大型の電気店があることに気がついた。

「……電気屋、か」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は車の速度を落としながら少し考えるような表情でつぶやくと、ハンドルを切って駐車場へと入っていった。

　

　様々な家電が所狭しと展示された店内で、
一
 かず

 
良
 ら

 は目の前に並ぶ冷蔵庫を眺めていた。

　目の前に置かれた家庭用冷蔵庫は、１人暮らし用の小さな物から大家族用の大型の物まで、様々な種類がある。

「これが使えればな……でも、あっちで使うには発電機が必要だし……」

　冷蔵庫に張られているスペック表を読みながら、イステリアでの食生活を思い返す。

　栄養源はすべて缶詰やレトルトで、カロリーはともかくとして栄養的には問題があっただろう。

　味に関してはナルソンが提供してくれる豪勢な食事で満足することはできていたのだが、満腹感を得ることができないため、食べていて何とも微妙な感覚を味わっていた。

「ひょっとして、あっちの食べ物を俺が食べると、
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 するカロリーよりも消化に使うカロリーのほうが多かったりするのかな……」

　数日前にルーソン邸で低血糖症を起こした時は、出された料理を大量に食べた後だった。

　それを考えると、
一
 かず

 
良
 ら

 にとってあちらの世界の食べ物は、いくら食べてもカロリーを消費するだけで、本来ならば食べないでいたほうが身体にいいのかもしれない。

　ダイエットしたいという人にとっては、
美味
 おい

 しいうえに
痩
 や

 せることもできるという夢のような食べ物なのだが。

　あちらの世界の作物を使えば、カロリーゼロなうえに食べれば食べるほど
痩
 や

 せるポテトチップスといった、革命的なスナック菓子も作れるかもしれない。

　ともあれ、食事に関してはかなり注意しなければならない。

　何らかの理由でイステリアを離れられない事態が発生した場合も想定し、できる限りたくさんの食料を持って行きたいところである。

「冷蔵庫をお探しですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が頭を悩ませていると、その様子を見ていた店員が声をかけてきた。

「いや、ちょっと見てるだけなんで……」

「そうでしたか。どうですか、こちらの冷蔵庫。最近出たばかりの最新型で、大容量なうえに年間消費電力もかなり低いんですよ。その上パワーもすごいんです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の
台詞
 せりふ

 を聞いているんだか聞いていないんだか、店員は勝手に商品の説明を始めてしまう。

「食べ物をたくさん詰め込んでも、全体的にむらなく冷やしてくれるのでお勧めですよ！　それでいてこの消費電力ですからね。今一押しの商品です」

「あの、こういった家電を発電機で動かす場合って、どれくらいの時間使えるものなんですかね？　発電機にもよるとは思うんですけど」

　勝手にペラペラと話し始めた店員に、どうせならと発電機に関しても聞いてしまうことにした。同じ話をされるのなら、こちらが欲しい情報を話してもらったほうがいい。

「そうですね……確か18
 時間くらいは連続運転できる物があったと思います。当店でも取り扱っていますよ」

「18
 時間か……燃料はどれくらい必要なんです？」

「えっと、燃料はガソリンで、20
 リットルは必要だったかと……あの、発電機をお探しなのですか？」

　18
 時間も連続稼動するのであれば、冷蔵庫やその他の家電を使うにしても問題はないだろう。

　だが、何ヶ月も使用し続ける場合には、かなりの量のガソリンが必要となってしまう。

　あちこちのガソリンスタンドでガソリンを小分けにして買い込み、ドラム缶に詰めて持っていってしまえば不可能ではないのだが。

　ちなみに日本の場合、ガソリンの一定以上の買い溜めによる保管は、各市町村に届出をしなければ違法となってしまう。当然だが、イステリアにはそんな法律は存在しない。

　――力業でガソリンを大量に買い込んで、ナルソンさんの
屋
 や

 
敷
 しき

 の一部屋を
隔
 かく

 
離
 り

 して冷蔵庫を設置するっていうなら可能か。ガソリンは外に小屋でも作ってもらえば……何かあってガソリン入りのドラム缶に引火したら、ナルソンさんの
屋
 や

 
敷
 しき

 が炎上するけど。

「お客様？」

「あ、すみません。この冷蔵庫ください」

「ありがとうございます！　発電機はいかがなさいますか？」

「発電電力が大きくて、連続稼働時間が一番長いやつください」

「毎度あり！　その他にもパソコンやテレビ、洗濯機もございますが！」

「いらないです」

「失礼しました！」

「あ、やっぱりノートパソコンもください。表計算ソフトついてるやつ」

「喜んで！」

　そんなこんなで、
一
 かず

 
良
 ら

 は予定になかった品物をいくつか購入すると、翌日の配送を依頼して電気屋を後にしたのだった。

　

　次の日の朝。

　ビジネスホテルの朝食バイキングですさまじい量の朝食を腹に収めた
一
 かず

 
良
 ら

 は、いつも通っているホームセンターへと向かった。

　屋外の石灰が売られているコーナーで品定めをしていると、
一
 かず

 
良
 ら

 を発見した店員が近寄ってきた。以前より何度か
一
 かず

 
良
 ら

 に声をかけてきている、主任店員である。

「
志
 し

 
野
 の

 様、ご来店ありがとうございます。本日は何をお探しでしょうか？」

「お久しぶりです。モルタルを自分で作りたくて、石灰を探してるんです。どれを使えばいいんですかね？」

「それでしたら、こちらの消石灰がよろしいかと。どれくらいご入用でしょうか？」

「んー……これの在庫って、お店にはどれくらいあります？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう問うと、主任店員の顔に緊張が走った。

「２トンあります！」

「全部ください」

「かしこまりました！」

　昨夜も聞いたような元気な返事を耳に受けながら、発送依頼書に
屋
 や

 
敷
 しき

 の住所を記載する。

　以前はホームセンターのトラックを借りて自分で積んで運んでいたのだが、さすがに２トンもの荷物を自力で
屋
 や

 
敷
 しき

 まで運ぶ気力はない。

「あと、ガソリン
携
 けい

 
行
 こう

 
缶
 かん

 ってあります？」

「何点か店内にございます。ご案内致しましょうか？」

「あ、自分で行くからいいです」

　主任店員をその場に残し、店内に入る。

　店内にはたくさんの品物が陳列されており、日用品から工具まで、ありとあらゆる道具が所狭しと並んでいた。少し歩くと、ガソリン
携
 けい

 
行
 こう

 
缶
 かん

 はすぐに見つかった。

「20
 リットルのが２つもあれば十分かな。あとドラム缶も買わないといけないのか」

　ドラム缶はどこに売っているのかと、
一
 かず

 
良
 ら

 はキョロキョロと周囲を見渡す。

　すると、昨日購入した発電機と同じものが鎮座しているのを発見した。

「お、昨日買ったやつと同じ型か」

　何気なしに発電機の下へと歩き、張られているスペック表を見る。

　すると、そのスペック表の隣には『低騒音仕様　長時間発電』と書かれた張り紙がしてあった。

「……やべ、発電機が出す音のことを全然考えてなかったな」

　発電機は内燃機関を用いて電気を起こすため、発生する騒音もかなりのものである。

　今まで冷蔵庫を使うことしか頭になかったため、騒音についてはまったく考えていなかった。

　日本で使うならともかくとして、物静かなイステリアのナルソン邸で爆音を響かせながら発電機を使ったら、なんだなんだと人が集まってきてしまうかもしれない。

　購入した発電機は低騒音仕様であるらしいが、はたしてどれほどの騒音を発するのだろうか。

　スペック表を見てみると、『騒音レベル55
 ～85
 ｄＢＡ』との記載があった。

「発電機をお探しですか？」

　スペック表を眺めていると、店員が声をかけてきた。

「ええ、これの騒音ってどれくらいなものか知りたいんですけど、試しに動かしてもらうことってできますか？」

「できますよ。少々お待ちください」

　店員は発電機の前に屈み込むと電源を入れて発電機を起動する。

　するとすぐに、断続的なエンジン音が発電機から響きだした。かなりやかましい。

「これが定格使用時で、こっちが４分の１負荷での使用音です」

　店員がスイッチを操作して発電機の負荷を切り替えると、今度はかなり静かになった。

　この状態ならば、周りを壁で囲うか、少し深めの穴を掘って発電機を設置すれば、それほど音が響くことはないかもしれない。

　ただ、周囲を囲った状態で発電機を使うというのは少々危険な気がする。

「なるほど……分かりました。ありがとうございます」

「はい、また何かありましたら、お声がけください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は去っていく店員を見送ると、しばしその場で考え込んだ。

　発電機はあちこちに持ち運びもできて便利な代物ではあるが、イステリアで常用するには、燃料や騒音の問題がある。

　何かで必要になった時のために持って行っておくのはいいかもしれないが、何か別の方法で冷蔵庫などの家電を使えるようにしたいところだ。

「他の発電方法っていうと……」

　少し考えた後、ポケットから携帯電話を取り出す。そして、以前水車を購入した工務店へと電話をかけた。数コールして電話がとられ、社長の愛想のいい声が響く。

「もしもし、１ヶ月ほど前に水車を購入した
志
 し

 
野
 の

 と申しますが……」

「おお、
志
 し

 
野
 の

 さんですか！　お久しぶりです！　水車の具合はどうですか？」

「とても調子良く動いてますよ。
揚
 よう

 
水
 すい

 量もすごいし、本当に役に立ってます」

「それはよかった。あれは自信作だったんですよ。それで、本日はどのようなご用件で？」

「また水車を購入したいんですけど、ちょっと特殊な水車でして……発電機能がある水車を探してるんですけど、何かいいのないですか？」

「発電水車ですか。以前ご購入していただいた水車に近い形の発電水車はありますが、あまり発電量はないんですよねえ……。水車の形にこだわらないのであれば、
勾
 こう

 
配
 ばい

 や水流を利用して、タービンを回す形で発電する水力発電機ならあるんですが……」

「え、そんなものがあるんですか」

「ありますよ。ただ、自社製品では、以前ご購入していただいたような下掛け水車型の発電水車しか取り扱ってないんです。もしそれらの水力発電機をご購入いただけるのであれば、当社でメーカーからの仕入れや
搬
 はん

 
入
 にゆう

 を代行できますが」

「ぜひお願いしたいです。それらのカタログってそちらにありますか？　あるなら今から行って決めてしまいたいんですけど」

「ありますよ。それでは、カタログを用意してお待ちしておりますので」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　電話を切った
一
 かず

 
良
 ら

 は、工務店から得られた情報に小おどりした。

　納入がいつになるのかは分からないが、水力発電機さえあればイステリアでも快適な生活を送ることができるだろう。

　発電機や家電といった、異世界の技術とは
隔
 かく

 
絶
 ぜつ

 した技術で作られた品物ならば、真似して作ろうとしても絶対に作ることはできない。

　水車や、その動力を利用した製材機などの、構造さえ分かれば
試
 し

 
行
 こう

 
錯
 さく

 
誤
 ご

 で何とか作れるようなレベルの道具とはわけが違う。

　とはいえ、人目に触れて騒がれても困るので、置き場所は考えなければならないが。

「さて、一応ドラム缶も用意しておくか。発電機も使えるようにしておいたほうが何かと便利だろうし」

　そうつぶやきながら歩き出そうとした時、携帯電話の着信音が鳴った。

「ん？　誰だ……やべ、グンマー牧場の配送業者だ。もう
堆
 たい

 
肥
 ひ

 がきたのか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が慌てて電話に出ると、案の定、グンマー牧場から
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を運んできたがどこに置けばいいのかという問い合わせだった。

　とりあえず庭に山積みにしてくれと指示して電話を切ると、間を置かずに再び着信。

「げ、電気屋もきたのか。午前
搬
 はん

 
入
 にゆう

 になんてするんじゃなかった……てか、今日中にやらないといけないこと多すぎだろ」

　電話に対応しながら近場にいる店員を呼び寄せ、ドラム缶を購入する
旨
 むね

 を伝える。

　そして、両手にガソリン
携
 けい

 
行
 こう

 
缶
 かん

 をぶらさげ、肩と頬で携帯電話を挟んで通話しながら、ばたばたとレジへ向かうのだった。

　

　それから数時間後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は傾きかけた太陽の日差しを浴びながら、山積みになった
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を前に仁王立ちしていた。

　
堆
 たい

 
肥
 ひ

 の脇には石灰の袋も詰まれており、家の玄関近くには
梱
 こん

 
包
 ぽう

 されたままの冷蔵庫と発電機、それにノートパソコンや大量の食料品が置かれていた。

　車の中にも大量の食料品や医薬品、イステリアでの換金用に購入した宝石や、目覚まし時計や
石
 せつ

 
鹸
 けん

 といった日用品など、様々な品物が満載されている。

　もちろん冷凍食品や冷凍野菜も購入済みであり、大型の保冷ボックスの中にドライアイスと一緒に入っている。

　今からこれらの大量の品物を、すべて異世界へと運び出さねばならないのだ。

　かなりの重労働が予想されるが、今回は力強いパートナーがいる。

「さあいくぞ、ミニショベル。お前がいれば俺は戦える」

　
堆
 たい

 
肥
 ひ

 の山の前には、中古建機屋にて即金で購入したミニショベルカーが待機していた。

　その隣には、最大積載量５００キロでダンプ機能まで備えた農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車（運転席と荷台のついた動力付き小型
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車）も待機している。

　庭の隅では、今まで散々働かされてきたリアカーが
一
 かず

 
良
 ら

 たちを見守ってくれている。

　今の
一
 かず

 
良
 ら

 は、誰にも負ける気がしなかった。

　忙しすぎて頭が回らず、かなりハイな状態になっているが、そんなことは関係ない。

　なぜだかよく分からないが、わくわくが止まらなかった。

　ミニショベルカーに乗り込んでエンジンをかけ、取り扱い説明書を読みながらレバーを操作する。操作に合わせて、アーム部分が唸りを上げて動き回った。

　慎重に操作し、
堆
 たい

 
肥
 ひ

 の山からひとすくいする。

　そのまま車体を回転させ、農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車の台車部分に
堆
 たい

 
肥
 ひ

 をあけた。

　
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だった。

　多少
堆
 たい

 
肥
 ひ

 がバケットから
零
 こぼ

 れ落ちたり、すくい取った
堆
 たい

 
肥
 ひ

 が少なかったりなどといったことはあったが、そんなことはどうでもよかった。

　肉体を
酷
 こく

 
使
 し

 しなくても物を
運
 うん

 
搬
 ぱん

 できる。

　その事実を目の当たりにして、
一
 かず

 
良
 ら

 は感動に打ち震えた。

　今日という日ほど、科学の力に感謝したことはなかっただろう。

　その
瞳
 ひとみ

 に、キラリと光るものが湧き出てきた。

　

　そんなこんなで、
一
 かず

 
良
 ら

 は今、総重量が50
 トンもある
堆
 たい

 
肥
 ひ

 をすべてグリセア村へ運ぶべく、初めて扱うミニショベルカーを
駆
 く

 
使
 し

 して
奮
 ふん

 
闘
 とう

 していた。

　現在時刻は午後の４時過ぎ。

　本日中にすべての荷物を
運
 うん

 
搬
 ぱん

 するのは絶望的な状況ではあるが、嘆いていても誰も
一
 かず

 
良
 ら

 の代わりなどやってはくれない。

　空元気を放出し尽した後は、ちくしょう、ちくしょう、と
怨
 えん

 
嗟
 さ

 の言葉を吐き出しながら、口を半開きにして
虚
 うつ

 ろな目で作業を続ける以外に選択肢はないのだ。

　農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車には計りの機能はついていないので、積み込む
堆
 たい

 
肥
 ひ

 の量は目分量である。

　欲張って大量に積み込んでも、
運
 うん

 
搬
 ぱん

 中に振動でこぼれたりしてはもったいない。

　ある程度の量を積み込めたと判断すると、ミニショベルカーを降りて農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車に乗車した。

「よし！　いざ往かんグリセア村！　あと何往復するかなんて考えちゃダメだ！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はエンジンをかけると、
屋
 や

 
敷
 しき

 に向かって前進した。

　ガソリンエンジンのけたたましい爆音を響かせながら、
屋
 や

 
敷
 しき

 の玄関に設置された鉄製スロープの上をスイスイと昇る。

　農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車はキャタピラ式なため、坂道で
滑
 すべ

 るような心配がまったくない。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 の畳はすべて
剥
 は

 がしてあり、一面に敷かれた鉄板の上をぐんぐん進んだ。

　異世界への敷居を
跨
 また

 ぎ、石畳の通路へと抜ける。

　爆音を響かせながら少しの間雑木林の中を走ると、見慣れたグリセア村の風景が目に飛び込んできた。

　村人たちはエンジン音を聞きつけていたらしく、すでに雑木林の入口に集まり始めていた。

「やーやー、皆さん、本日もやたらと暑いですね！」

「カ、カズラ様！　それはいったい何なのですか!?
 」

　運転しながら片手を挙げて
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をするハイテンションな
一
 かず

 
良
 ら

 に、村人たちは
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の眼差しを向けている。

　それもそうだろう。今まではリアカーを引いてせっせと荷物を運んできていた
一
 かず

 
良
 ら

 が、急に爆音を
撒
 ま

 き散らしながら、
謎
 なぞ

 の巨大な乗り物に乗って現れたのだ。

　どうぞ驚いてくださいと言っているようなものだ。

「あー、これはですね、神の国で使われている、重たいものを運ぶことのできる乗り物なんですよ。今から積荷を降ろすんで、ちょっと離れててもらっていいですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は村人たちを離れさせると、ダンプ機能で荷台部分を斜めにし、肥料を降ろした。

「あと１００回くらい、この量の肥料を運んできます。このあたりに積み上げてしまいたいんで、何人かこの場に残って手伝ってもらってもいいですか？」

「わ、分かりました」

「カズラさん！」

　日本へ戻ろうとハンドルを切りかけた時、村の方からバレッタが駆け寄ってきた。

　バレッタも例に
漏
 も

 れず、
一
 かず

 
良
 ら

 が乗っている農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車を目にして
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の表情を見せている。

　本で自動車などの存在は知っているはずなのだが、やはり写真で見るのと現物を見るのとではインパクトが違うのだろう。

「バレッタさん……」

　駆け寄ってきたバレッタを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 は先ほどまでのハイテンションから急にトーンダウンしてしまった。

　２日前のバレッタとの一件で、どう話しかけたらいいのか分からなくなっているのだ。

　だが、バレッタからは暗い雰囲気はすでに消えており、普段どおりの様子に戻っているように見える。

　その背後には、昨日バレッタのケアを頼んだニィナの姿もあった。ニィナは
一
 かず

 
良
 ら

 と目が合うと、苦笑いして
頷
 うなず

 いて見せる。

　どんな話をしたのかは分からないが、どうやら上手くいったらしい。

「カズラさん、それは……肥料、ですか？」

「ええ、これらをすべてイステリアに運ぶ予定なんです。
壊
 かい

 
滅
 めつ

 しかかっているイステリアの
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯を何とか蘇らせようと思って。とりあえず50
 トンほど用意したんで、上手くいくと思います」

「ご、50
 トンですか。ずいぶん持ってきましたね……でも、水も何とかしないといけないと思うんですけど、水車もたくさん持ってきたんですか？」

「いえ、水車はすでにイステリアで量産させています。部品をいくつかのグループに分けて、街の職人を使って作らせるようにと指示しておいたんです」

　数日前に、
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアに水車の部品製造の手配を行うように指示を出しておいた。

　ジルコニアが指示どおりに動いていれば、今頃は必要な部品の量産が始まっているだろう。

「量産ですか……そうですね、街の職人を総動員すれば、一気にたくさんの水車が作れてしまいそうです」

「ええ、図面はこの村で水車を作った時の物を流用できたんで、かなり助かりました」

　ジルコニアに渡した図面は、以前グリセア村で作った水車２号機のものだ。そのため、材料はすべてこちらの世界の物でこと足りる。

　こんなことになるとは予期していなかったが、村で新たに水車を作っておいて本当に良かった。

「バレッタさんのほうはどうですか？　何やら工事が始まっているみたいですが」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言いながら、村の方に目を向けた。

　遠目であまりよくは見えないが、村のあちこちに木材が積み上げられ、
柵
 さく

 や見張り塔の建設が始まっているようだ。

「はい、村の皆に協力してもらって、一昨日カズラさんに見てもらった内容で工事を始めました。まずは村全体を
柵
 さく

 で囲って、その後に見張り塔を建設する予定です」

「なるほどなるほど……あ、石灰もちゃんと用意してきたんで、後で持ってきますね。２トンほど用意したんで、多分足りるとは思うんですが」

「わ、ありがとうございます！　それだけあれば、きっと大丈夫です！」

　いつもと変わらない元気な調子で返すバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 はほっと胸を撫で下ろした。

　もし、バレッタがずっと沈んだ調子でいたらどうしようと、かなり心配していたのだ。

「他にも何か必要な物があったら言ってくださいね。さて、残りの荷物を取りに戻りますかね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタに笑顔を見せると、皆に見送られながら再び日本の
屋
 や

 
敷
 しき

 へと向かうのだった。

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を日本から運び込んでいる頃。

　大量の荷馬車や荷車を連れた一団が、グリセア村の入口に到着した。

　一団を率いているのはジルコニアで、
護
 ご

 
衛
 えい

 として２００名近い近衛兵が周囲を固めている。

　近衛兵たちはほとんどが重装備の歩兵であり、騎兵は
偵
 てい

 
察
 さつ

 用に数名が
随
 ずい

 
伴
 はん

 しているだけだった。

　この世界の軍隊の編成は、このような形のものが一般的だ。

　先日
一
 かず

 
良
 ら

 が同行したような、ほぼすべてが騎兵という部隊編成はきわめて
稀
 まれ

 なものである。

　ジルコニアはナルソン邸にいる時のようなゆったりとした服装ではなく、青銅製の
鎧
 よろい

 をまとい、背には円盾を背負っていて、腰には短剣と長剣を挿している。

　普段の柔らかな印象とは対照的で、とても
凛
 り

 
々
 り

 しい出で立ちだ。

「ジルコニア様、行軍お疲れ様でした。部隊の指揮権をお返しいたします」

「ご苦労様。……あの音は何かしら？」

　出迎えたアイザックから指揮権の返上を受けながら、ジルコニアはグリセア村へ視線を向ける。

　村の奥からは、何やら不思議な異音が響き渡っていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が運転する、農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車のエンジン音だ。

「それが、先ほどから急に聞こえ出しまして……カズラ様に許可も得ずに村へ入るのは、はばかられるので……」

「そう。でも、村に入ることくらいかまわないんじゃない？　村の統治は続けてもいいって言われているのだし。といっても、例の件を知っている者以外は、入らないほうがいいとは思うけど」

「そう……ですね。分かりました、村へ行って、誰かに話を聞いて参ります」

　アイザックは少し考える素振りを見せた後、納得した様子で
頷
 うなず

 いた。

　相当
一
 かず

 
良
 ら

 に気を使っているらしい。

　ちなみに、例の件とは、『
一
 かず

 
良
 ら

 がグレイシオールであるという事実』という意味だ。

「お願いね。あと、カズラさんに用意するよう指示されていた布袋も持ってきたわ。あの荷馬車に積んであるから、ついでに運んでくれる？」

「かしこまりました」

　アイザックは一礼すると、ジルコニアが指した荷馬車へと駆けていった。

　ジルコニアはアイザックが荷馬車を率いて村へと入っていったことを確認してから、背後に控える一団に野営の準備の指示を出す。

　近衛兵や従者たちは、慌しい様子で野営の準備を開始した。

　先に村の入口で野営をしていた者たちもこちらに駆け寄ってきて、手伝いを始めている。

「オーティス」

「はっ」

　近衛兵に混じって待機していた護衛兵のオーティスは、名を呼ばれるとジルコニアの下へ駆け寄った。

「野盗の死体が埋まっている場所まで案内して」

「死体の埋まっている場所……ですか？」

　何も説明を受けずに同行していたオーティスは、その命令に思わず聞き返した。

　野盗の死体の埋葬は、オーティスも村人に混じって行ったので、もちろん場所は知っている。

　だが、そんな場所へ行って、いったい何をするというのか。

「そうよ。場所は分かる？」

「分かりますが、そのような場所へ行っていったい何を……まさか」

　
酷
 ひど

 く嫌な予想が頭に浮かび、オーティスは思わず息をのんだ。

　ジルコニアは
一
 いち

 
瞥
 べつ

 すると、オーティスが予想した最悪の
台詞
 せりふ

 を口にする。

「決まっているでしょう。死体を掘り起こすのよ」





　

第２章　魅力的な提案

　

　太陽が傾き、大地が夕暮れ色に染まる中、ジルコニアとオーティスはこぶし大の石が積み上げられた地面を見つめていた。

　この下に、野盗の死体が埋まっているのだ。

「ここね？」

「……はい」

　何とも嫌そうな表情をするオーティスにかまわず、ジルコニアは持ってきた
鍬
 くわ

 を
傍
 かたわ

 らに置くと、地面の上の石を拾って除けた。

　そして、再び
鍬
 くわ

 を
掴
 つか

 んで振り上げると、淡々と地面を掘り始める。

　ジルコニア自ら掘っているのに自分は何もしないというわけにもいかず、オーティスも嫌々ながら
鍬
 くわ

 を使って地面を掘り始めた。

　しばらく掘り続けていると、オーティスの
鍬
 くわ

 の先が何かに当たった。

「……死体にぶつかったようです」

「そのようね。引っ張り出しましょうか」

　ジルコニアは
鍬
 くわ

 を置くと、腰に下げていた手袋を着け、地面に屈みこんで土を払う。

　死体の上に被されていた土がいくらか取り除かれ、人間の足が姿を現した。

　ジルコニアは死体の足を両手で
掴
 つか

 むと、力任せに墓の外へと引きずり出す。

　途端に、辺りにはすさまじい
腐
 ふ

 
敗
 はい

 
臭
 しゆう

 が充満した。

「首がないわね。この穴に入れられている死体の数は？」

「ぜ、全部で10
 体です」

　あまりの
腐
 ふ

 
敗
 はい

 
臭
 しゆう

 に思わず鼻と口を押さえながら、オーティスは
呻
 うめ

 くように答えた。

　込み上げてくる吐き気を抑えることで精いっぱいなのだ。

　それに比べ、ジルコニアは表情一つ変えず、首の切断面に付着した土を払っている。

「……」

　ジルコニアは切断面を見て数秒動きを止めたが、すぐに立ち上がると再び墓穴に入った。

　先ほどと同様に手で土を払い、現れた死体を墓穴から引きずり出す。

　それを何度もオーティスとともに繰り返し、墓穴の前には10
 体の死体が並べられた。

「……耐えられないなら先に戻っていいのよ。後は私がやるから」

「いえ、大丈夫です。ジルコニア様は平気なのですか？」

　ジルコニアはきょとんとした表情をすると、少し苦笑して見せた。

「あまり平気じゃないわね。今にも吐きそうよ。でも、朝から何も食べないでおいたから、
貴方
 あなた

 よりはマシかしら」

「そ、そうですか」

　それなら自分にも食事を抜くように言っておいてくれと、オーティスは内心毒づいた。

　だが、たとえ食事を抜いていたとしても、とてもではないがジルコニアのように淡々と死体調査をこなす自信はない。

　その後も並べられた死体の傷口を確認するジルコニアは、その中の一つに目を留めた。

「これは……」

　死体の腕を触りながら、ジルコニアはつぶやいた。

　その死体の右腕は、手首の部分が奇妙に変形していたのだ。

　何かものすごい力で潰されたかのような、不自然な破壊のされ方をしていた。

　それは、バレッタが手首を握りつぶした野盗の死体だった。

　ジルコニアはしばらく潰れた手首を見つめると、小さく息を吐いて立ち上がった。

「もういいわ。死体を埋め直しましょう」

　そう言うと、再び墓穴に死体を戻し始めた。

　

　ジルコニアは死体を埋め直した後、彼女専用の天幕の中で死臭の染み付いた衣服を脱ぎ、
清
 せい

 
潔
 けつ

 な衣服に着替え直した。

　そして休む間もなくグリセア村に入ったのだが、村の中に広がる異常な光景に目を疑った。

「なに……これ……」

　グリセア村の畑には、今まで見たこともないような巨大な葉と
蔓
 つる

 を持った
芋
 いも

 と、通常の数倍の大きさに成長した葉物野菜が育っていた。
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　まるで、何か魔法でも使ってそのまま巨大化させたかのような、とても現実とは思えないような大きさの野菜が所狭しと生えている。

　数日前にアイザックが持ち帰った報告書の内容よりも、目の前に生えている野菜は遥かに大きかった。

　ジルコニアは思わず
芋
 いも

 の前にしゃがみ込み、葉を手で触ってみた。

　葉は巨大で分厚く、ジルコニアが知る
芋
 いも

 の葉とはまるで別物である。

　
蔓
 つる

 は大人の親指ほどの太さがあり、長さも尋常ではない。ものすごい迫力だ。

　しばらく
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 とした様子で畑の作物を眺めていたが、突如村の奥から異音が響いてきたことに気がつき、その方向へ目を向けた。

　巨大化した野菜のせいで今まで忘れてしまっていたが、村に到着した際に響いていた異音は、先ほどから止まっていた。

　ジルコニアは
芋
 いも

 の葉から手を離すと立ち上がり、異音がした方向へと歩き出した。

　

　ジルコニアが雑木林の入口に到着すると、そこにはたくさんの村人が集まっていた。

　村人たちは２人１組で役割分担をし、布袋の口を広げる者とシャベルを使って
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を袋詰めする者とに分かれている。

　そこへ、農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車に乗った
一
 かず

 
良
 ら

 が、爆音を響かせながら現れた。

「あれ、ジルコニアさんも来てたんですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言いながら、ダンプ機能を操作して
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を地面に降ろした。

　そのあまりに衝撃的な光景に、ジルコニアはかけられた声にも反応できず、エンジン音を響かせる農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車をただ
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と眺める。

「ジルコニア様、これは農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車といって、重い物でも一度に運ぶことができる神の国の道具とのことです。驚いたことに、この道具はラタなどで引かなくても、御者の操作で自由に動かすことができるらしいですよ」

「そ、そうなの……すごいわね……」

　村人に混じって
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を布袋に詰めていたアイザックが、ジルコニアに気づいて道具の説明をしてくれた。

　ジルコニアは何とか返事を返しつつも、目は農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車に
釘
 くぎ

 
付
 づ

 けである。

「カズラさん、この、農業用……ええと」

「農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車です」

「農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車は、いったいどれくらいの速さで動くことができるのですか？」

「速さですか？　ええっと……確か最大でも時速10
 キロ程度だから……だいたい人が軽く走る程度の速さですね。大して速くは動けないです」

「軽く走る程度……ですか」

「ええ。なので、あまり戦場での運用には向いていませんね」

　その
台詞
 せりふ

 に、ジルコニアは思わず驚いた表情で
一
 かず

 
良
 ら

 へと目を移した。

　そして目が合うと、少し慌てた様子で胸の前で手を振ってみせる。

「い、いえ、そういうつもりでは……」

「おや、そうでしたか。それは失礼しました」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそんな様子のジルコニアを見て、内心「図星だろ」と突っ込みをいれつつも、形ばかりの謝罪を述べた。

　ナルソン邸で
一
 かず

 
良
 ら

 が初めてジルコニアと面会した際、彼女は真っ先に軍事的な助言を求めてきたのだ。

　その後に話した内容からも、ジルコニアの関心が軍事的なものに集中していることを
一
 かず

 
良
 ら

 は何となく察していた。

　この農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車を見て、そういった考えにジルコニアが行き着くのは当然だろうと考えた。

「カズラ様、あとどれくらい
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を持ってくる予定ですか？」

　焦った様子のジルコニアに助け舟を出すつもりか、アイザックが横から質問した。

「えっと…、これでまだ２割ぐらいなので……ざっと残りはこれの４倍ほど、でしょうか」

　してやったりな気分に軽く浸っていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、アイザックの質問で現実へ引き戻され、死んだ魚のような目になった。

　当初見せていた空元気は、すでに使い切ってしまったらしい。

　苦行の始まりである。

「よ、４倍ですか。今日中には終わりそうにないですね」

「そうですね……暗くなったら休みましょうね……」

　
堆
 たい

 
肥
 ひ

 以外にも荷物はあるんだけどね、と
一
 かず

 
良
 ら

 はぼそりとつぶやくと、再び爆音を響かせながら雑木林の奥へと消えていった。

　

　それから数時間後。

　日の入りとともに作業を中断して解散し、各々は野営地や村の各家へ戻った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 もバレッタとともにバリン邸に戻り、いつものようにバリン親子と３人で
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 を囲む。

　夕飯はすでにバリンが用意してくれていた。

「カズラさん、お疲れ様でした。たくさん食べてくださいね」

「ありがとうございます。おお、魚のほぐし身入りの混ぜご飯ですか。こりゃ
美味
 うま

 そうだ」

　混ぜご飯の盛られた
椀
 わん

 をバレッタから受け取り、
一
 かず

 
良
 ら

 は嬉しそうに頬を緩めた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の対面では、調子の戻ったバレッタに安心したのか、バリンがほっとした表情を見せている。

　夕食のメニューは、魚の混ぜご飯、野菜の吸い物、
芋
 いも

 の煮物、ゆで卵、そしてデザートにパイナップルの缶詰だ。

　吸い物に使われている野菜は、村で採れたものと
一
 かず

 
良
 ら

 が日本から持ってきた冷凍野菜が半々で入っている。

　村の作物のみを使ったメニューは、根切り鳥が産んだ卵を使ったゆで卵と、
芋
 いも

 の煮物の２品だけだ。

　混ぜご飯に入っている魚は、バリンが昼間のうちに川で捕ってきたものらしい。

「そういえば、私がいない間に村の野菜はずいぶんと大きくなりましたね。ちょっと怖いくらいの成長っぷりですよ」

　村に帰ってきた時から気になっていた巨大農作物について口にすると、バレッタとバリンは同時に
頷
 うなず

 いた。

「ようやく成長速度は
鈍
 にぶ

 くなってきたように見えるんですけど、いまだに大きくなり続けているんです」

「え、まだ大きくなってるんですか？」

「たぶん、あと一回りは大きくなるんじゃないかなって……
芋
 いも

 なんて、今では実の１つ１つが赤ん坊の頭くらいの大きさになってます。この
芋
 いも

 の煮物も、３人分作ったのに実の半分しか使ってないんですよ」

「うげ、まるでお化けみたいな大きさですね……てか、こんな短期間でそこまで大きくなるものなのか……」

　20
 日以上前に
芋
 いも

 を掘り起こした時は、
芋
 いも

 の大きさはスーパーで売られているＭサイズの
鶏
 けい

 
卵
 らん

 くらいだった。

　それが、今では赤ん坊の頭ほどの大きさになっているという。

　これは、じっと
芋
 いも

 を眺めていたら、じわじわ大きくなっているのが視認できるのではないかと思えるほどの成長っぷりだ。

　成長速度に
芋
 いも

 の皮が負けて、亀裂が入らないのが不思議なくらいである。

　以前バレッタから聞いた話では、この
芋
 いも

 は１つの苗に５つは実をつけるらしい。

　もし実の数が増えていなかったとしても、
芋
 いも

 畑の土の下は、巨大な
芋
 いも

 がひしめき合った状態になっているはずだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
芋
 いも

 の煮物をスプーンですくうと、口に入れようとして動きを止めた。

　そして、スプーンに乗った
芋
 いも

 をまじまじと見つめる。

「どうかしましたか？」

「ええ、ちょっと気になることが……」

　小首を
傾
 かし

 げるバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は真剣な表情で口を開いた。

「……私がこれを食べて、もし満腹感を感じることができたとしたら、これって私が持ってきた食べ物と同じ性質を持つってことになるのかなって」

「同じ性質……」

　バレッタはその意味を察してはっとした表情になった。

　もし、
一
 かず

 
良
 ら

 の持ってきた肥料を使って育てた野菜が、日本の食べ物と同じ効能を発揮するようになっていたとしたら、どうなるか。

「食べることによって、疲れにくくなったり力持ちになる性質ってことですよね？」

「ええ。もしそういった性質を持つようになっているとしたら、村で採れた作物の使い方にはかなり気をつけないと……やばい、約束してしまった穀倉地帯の復活はどうしよう。
堆
 たい

 
肥
 ひ

 をばらまくわけにはいかないぞ」

　もし村の作物が日本の食べ物と同等の効能を発揮するようになっているとしたら、イステリアに税として村で採れた作物を納めるのもまずい。

　口にした人間は劇的な体力回復の
恩
 おん

 
恵
 けい

 を得た後に、肉体の強化まで成されてしまうことになるからだ。

　ただ、村人たちに日本の食べ物を与えた経験から、食べ物を
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 してすぐに肉体が強化されるわけではないということは分かっている。

　村人たちが「疲れにくくなった」「以前より重たいものを運べるようになった」と
訴
 うつた

 えだしたのは、
一
 かず

 
良
 ら

 が食べ物を与えるようになってから２週間以上が経過してからである。

　また、バレッタやロズルーたちとイステリアへ徒歩で
赴
 おもむ

 いた際、一行に同行していたロズルーの娘のミュラは、ある程度歩くと疲労した様子を見せていた。

　このことから考えて、肉体の強化が開始されるのは、日本の食べ物を継続して
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 してから、ある程度の日数が必要であることが分かる。

　個人差はあるのかもしれないが、食べてすぐに肉体が強化されるということはないだろう。

「カズラさん、今お腹は空いてますか？」

「腹ペコです」

「なら、お
芋
 いも

 とゆで卵をいくつか食べて、少し様子を見てみませんか？　満腹感を覚えたら、食べ物の性質が変化しているってことですから」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタの提案に
頷
 うなず

 くと、スプーンに乗った
芋
 いも

 を口に入れた。

　口に入れた
芋
 いも

 の煮物を、ゆっくりと
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 して飲み込む。

　特に調味料などで味付けはされていないが、煮られることで
芋
 いも

 の持つ甘みが引き出されていた。薄味だが、そのほのかな独特の甘みがとても
美味
 うま

 い。

　日本の作物で例えるならば、調味料を加えずに煮た里芋といったところだろうか。

　続けて何個か
芋
 いも

 を腹に収めると、ゆで卵を２つ取り、床で叩いて
殻
 から

 にヒビを入れた。

　
殻
 から

 を剥き、何も付けずに口に放り込む。

　味は日本の
鶏
 けい

 
卵
 らん

 で作ったゆで卵とほとんど変わらず、食感もまるっきり一緒だ。

「……ふう、これだけ食べればいいかな。あ、２人とも先に食べててください。私のことは気にしなくていいですから」

「えっと……じゃあ、いただきますね」

　その様子をじっと見ていた２人は、
一
 かず

 
良
 ら

 にうながされて食事に手を付けた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はポケットから携帯電話を取り出して電源を入れ、タイマーをセットする。

　セットした時間は30
 分後だ。

「そういえば、庭に植えたハーブの様子はどうですか？　私たちがイステリアに行っている間に、枯れていたりはしませんでしたか？」

　何もせずに２人の食事風景を見ているのも
暇
 ひま

 なので、以前庭に植えたハーブの話題をバレッタに振った。

　ハーブを植えてから20
 日は経過しているはずなので、種から植えたものも大部分は芽を出しているはずだ。

「村の皆が世話をしてくれていたみたいで、私たちが帰ってきた時も元気に育ってましたよ。ただ……」

「ただ？」

　少し考えるような表情を見せるバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 が問い返す。

「本で読んだ内容よりも、種から育てたハーブの成長が少し遅いように見えるんです」

「え、そうなんですか？」

「ええ、ハーブの世話をしてくれていた人に聞いた話だと、芽が出る期間は本に書いてある内容と同じでした。でも、その後の成長が何だか遅いみたいで……」

「それって、肥料を与えた鉢も、肥料を与えていない鉢や地面に直植えしたものと同じように成長が遅いってことですか？」

「肥料を与えたハーブのほうが、与えていないハーブよりも
若
 じやつ

 
干
 かん

 大きくなっているみたいですけど、成長が遅いことには変わりないですね」

　それを聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 は腕組みして頭をひねった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
屋
 や

 
敷
 しき

 でハーブの世話をしていた時は、特に成長が遅いといったようには感じなかった。

　ただ、その頃はいくつかのハーブが芽を出し始めたばかりの頃だったので、まだ芽が出ていないものがほとんどだった。

「生えてくる雑草だって、気づいた時にちょこちょこ抜いてるんですけど……何がいけないんでしょうか……」

「うーん……苗で持ってきたハーブはどんな感じです？」

「苗も大きさはあまり変わってないです。でも、青々として元気そうですよ」

「てことは、別に病気になってるってわけじゃないのか」

　もしや、こちらの世界特有の病気に感染してしまっているのかとも考えた。だが、成長が遅いだけで枯れたり変色したりしていないのなら、病気の線は薄い気がする。

　まさか、日本の
屋
 や

 
敷
 しき

 からこちらの世界に来る際に、何か特殊な効果がハーブにかかってしまったとでもいうのだろうか。

「元気だけど成長しないってよく分からないな……肥料も与えているのに、何で育たないんだろうか」

「よく分からないんですよね……とりあえず、このまま育てて様子を見てみることにします。それで原因が分かればいいんですけど」

　その後しばらく議論を交わしたが、結局これといった原因は思いつかなかった。

　その間、バリンは２人の会話に口を挟まずに、黙々と食事を続けていた。

　そうこうしているうちに30
 分ほどが経過し、携帯電話のアラームが鳴った。

「あ、時間みたいですね。お腹の具合はどうですか？」

　バレッタに問われ、
一
 かず

 
良
 ら

 は自分の腹を擦った。

　大きく息を吐き、やれやれと笑ってみせる。

「腹ペコのままです。これなら、イステリアで
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を使っても大丈夫かな……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、２人はほっとした表情を見せた。

　だが、ほっとしたのも束の間、バレッタが何やら思いついたような表情で口を開く。

「あ、でも、もしかしたらカズラさん以外の人が食べたら、何か効果が出たりするかも……結論を出すには、まだ早いような気がします」

「む、確かに。でも、それを判断するには誰かにこの
芋
 いも

 とか卵を食べてもらわないと……でも、村の人じゃダメですよね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は再び腕を組んで考え込んだ。

　作物の効能を手っ取り早く判断するには、誰かにこの
芋
 いも

 や卵を食べてもらい、その前後に何か運動をするなりして体力を消耗してもらえばいい。

　その後、消耗した体力がすぐに回復するようであれば、作物の効能が変化していると判断できる。

　ただし、この村の人間はすでに肉体が強化されてしまっているので、判断は難しいだろう。

　誰か別の、まだ肉体が強化されていない者にこれらの食べ物を食べてもらえばいいわけだが、村人以外なら誰でもいいというわけにはいかない。

　万が一、体力回復などの効能が発揮された場合、それについて言いふらすような人物では困るのだ。

　となると、今近くにいて協力を
仰
 あお

 げる人物は、ジルコニア、アイザック、ハベルのうちの誰かである。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が顔を上げてバリンとバレッタを見ると、２人とも同じ人物が頭に浮かんだらしく、
一
 かず

 
良
 ら

 と同時に口を開いた。

「アイザックさんか」

「アイザックさんですね」

「アイザックさんでしょうなあ」

　満場一致だった。

　

　それから数十分後。

　夕食を済ませた
一
 かず

 
良
 ら

 は、村の入口に急造された野営陣地を訪れていた。

　陣地内にはたくさんの天幕が張られ、辺りには何やら
美味
 おい

 しそうな香りが漂っている。

　野営地も夕食時のようだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は布に包まれたタッパーを持参しており、中には
屋
 や

 
敷
 しき

 から持ってきた
芋
 いも

 とゆで卵が入っていた。

　これを、今からアイザックに食べさせようというわけだ。

　付近にいた近衛兵にアイザックを呼びに行かせると、すぐにアイザックが駆け足でやってきた。

「カズラ様、お待たせいたしました」

「急に呼び出してすみません。ちょっと協力していただきたいことがありまして……場所を変えましょうか」

「では、私の天幕へ参りましょう。こちらです」

　陣地内を少し歩き、アイザックが使う天幕へと移動する。

　天幕の大きさは６畳ほどで、
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の入ったランタンが天井の柱から吊り下げられていた。

　中央に置かれた長机の上には、羽ペンと皮紙の書類が何枚か置かれている。

　つい先ほどまで、アイザックは事務仕事をしていたようだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は長机の上の書類を端に避けると、その上にタッパーを置き、フタを開けた。

「……
芋
 いも

 と卵、ですか？」

「ええ、差し入れです」

「はあ、ありがとうございます」

　タッパーに目を向けながら礼を述べるアイザックに、特に疑っているような様子はない。

「それで、私がお手伝いさせていただくこととは？」

「えっと、まずはそれらを食べてみてはもらえませんか？　けっこういけますよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、アイザックはきょとんとした表情をした。

「えっ、今すぐにですか？」

「ええ、今すぐに」

　アイザックは何が何やら分からないといった様子だったが、タッパーを手に取ると手を服の裾で軽く
拭
 ぬぐ

 ってから、指で
芋
 いも

 をつまんで口に入れた。

「……うん、
美味
 おい

 しいです」

「それはよかった。そのまま全部食べてください」

「ぜ、全部ですか？」

「全部です」

　いきなり差し入れた食べ物を全部食べろと言われ、アイザックは
釈
 しやく

 
然
 ぜん

 としない様子だったが、言われるがままに
芋
 いも

 と卵を次々に口に入れ、数分ですべてを腹に収めた。

　かなりの量の
芋
 いも

 と卵を腹に収め、アイザックは軽く息を吐くと、
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向ける。

「ごちそうさまでした。とても
美味
 おい

 しかったです」

「よかったです。さて、協力してもらいたいことなのですが」

「はい、何でもお申し付けください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が話を切り出すと、アイザックは姿勢を正して
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

「アイザックさんは、体力には自信がありますか？」

「体力ですか？」

「ええ。見たところ、かなり
鍛
 きた

 えているように見えますが」

「それなりに
鍛
 きた

 えておりますので、普通の兵士よりは体力があると自負しておりますが……」

「おお、さすがですね。じゃあ、ちょっと頑張ってもらわないといけないかな」

「あ、あの、いったい何の話をしているのですか？」

　
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情をするアイザックに、
一
 かず

 
良
 ら

 はかまわず話を続ける。

「今から、ここで筋トレをしてもらいたいんです」

「え、筋トレ……ですか？」

「ええ、筋トレです。……あ、筋トレって意味分かりますかね？」

「それは分かりますが……今からここで、腕立てや腹筋をすればいいのですか？」

　つい日本で話しているのと同じ感覚で『筋トレ』という単語を使ってしまったが、意味は通じているらしい。

　今までの経験上、単語によって通じたり通じなかったりするものがあるようだが、その差がいまいち分からない。

「そうです。それもなるべく負荷をかけるかたちで、限界までやってください。だいたい２時間くらい……ええと、１刻くらいの間、ヘロヘロになるまで続けて欲しいんですけど」

　以前、死にかけているバリンにリポＤを与えた時は、その効果が出るまでに約２時間はかかっていた。

　それと同じタイミングで先ほど食べさせた食べ物の効果が出るのかは分からないが、とりあえずは２時間もおけば十分だろう。

　その時に効果が出なかったとしても、また明日の朝になってからアイザックに体の調子を聞けば、効能が出ているか否かが分かるはずだ。

「えっ、そんなにですか!?
 」

「うん」

　２時間ぶっ通しで限界まで筋トレをしろという意味不明な命令に、アイザックは驚いた様子で問い返した。

　だが、真顔で
頷
 うなず

 く
一
 かず

 
良
 ら

 を見て、やらざるをえないと覚悟を決めた。

　アイザックの中では、
一
 かず

 
良
 ら

 はグレイシオールであると確定されているのだ。

　口答えなどできるはずがない。

「わ、分かりました。では、始めます」

「お願いします。時間になったら音が鳴るようにしておきますね」

　アイザックは天幕内の地面に手を付いて、きびきびと腕立て伏せを始めた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は椅子に腰かけると、携帯電話のタイマーを２時間後にセットした。

　

　それから２時間後。

　腕組みをした姿勢で居眠りをしていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、携帯電話のアラーム音で目を
醒
 さ

 ました。

　昼間の作業でかなり疲労していたらしく、気づかぬうちに眠ってしまったらしい。

「はあっ、はあっ、お、終わり、ですかっ？」

　寝ぼけ眼で声のする方向に目を向けると、上半身裸で汗だくのアイザックが、いつの間にか地面に敷いたらしい敷き布の上に大の字で倒れこんでいた。

　ぜいぜいと息切れをしており、
一
 かず

 
良
 ら

 が眠り込んでいる間もサボらずに筋トレを続けていたらしい。さすがアイザックだ。

「あ、すみません、いつの間にか寝ちゃって……だ、大丈夫ですか？」

「な、何とか……」

　アイザックはふらふらになりながらも何とか起き上がり、隅にあるベッドに腰をかけた。いまだ息切れは収まっておらず、かなりしんどそうだ。

　天幕内はアイザックの引き締まった体から出た熱気で蒸れており、少し汗臭い。

「えっと、体調のほうは……相当お疲れのようですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は疲労具合を聞こうと口を開きかけ、やめた。

　アイザックはどう見てもバテバテで、
疲
 ひ

 
労
 ろう

 
困
 こん

 
憊
 ぱい

 なのは明らかだ。

　どうやら、村の作物を食べても体力回復の効果はないらしい。

　後は、明日の朝にでも体の具合を聞けば、それで検証はお終いだ。

「も、もう、これ以上は無理です。申し訳ございません」

　何とか息を整えながら、アイザックは謝罪した。

　まだ何かやらされると思っているらしい。

「いえ、もう十分です。ありがとうございました。ゆっくり休んでください」

「はい……あの、これにはいったいどんな意味が……」

「あー、えっとですね……」

　当然の質問を投げかけてくるアイザックに、
一
 かず

 
良
 ら

 は何と答えようか少し考えた。

　だが、素直に
趣
 しゆ

 
旨
 し

 を説明するわけにもいかない。

　かといって、アイザックの体力がどんなものか見てみたかった、などと言うのも不自然すぎる。

　第一、
一
 かず

 
良
 ら

 は居眠りをしていたのだ。

　そんなことを言えるはずがない。

「ちょっと理由があって、今は言えないんですよ。あと、私がここに来てからのことは他言無用でお願いします。ハベルさんやジルコニアさんにも言ってはいけませんよ」

「……分かりました。絶対に誰にも話しません」

　乱れた呼吸を何とか整えながら、アイザックは真剣な表情で
頷
 うなず

 いた。素直で助かる。

「では、私はこれで失礼します。また明日の朝にお会いしましょう」

「はい。では、また明日に」

　立ち上がって深々と礼をするアイザックに見送られながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は天幕を後にした。

　

「あら？」

　野営陣地内をアイザックの天幕に向かって歩いていたジルコニアは、目的の天幕から出てきた
一
 かず

 
良
 ら

 の姿に目を留めた。

　こんな夜中に、アイザックに何の用だろうか。

　何か緊急の用事でもあったのかと頭をひねりつつも天幕まで歩くと、中に入った。

「アイザック、昼間の村の様子なんだけ……ど……」

　入室の声がけもせずに天幕の中に入ったジルコニアは、目に飛び込んできた光景に固まった。

「あ、ジルコニア様……どうかなさいましたか？」

　アイザックはいまだに上半身裸で、ベッドに腰かけたまま布タオルで身体の汗を拭き取っていた。

　地面には布が敷かれ、所々が汗で湿っている。

　それに加え、アイザックの発した熱気でむわっとしていた。

　ジルコニアはすぐさま天幕から顔を出し、先ほど見かけた人物の背をもう一度確認した。

　村の方向へ歩いていく後ろ姿は、どう見ても
一
 かず

 
良
 ら

 のものである。

「ジルコニア様？」

　その行動を不思議そうに見ながらアイザックが声をかけると、ジルコニアはゆっくりと天幕内に顔を引っ込めた。

　アイザックに向き直り、顔を真っ赤にしながら視線を足元に落とす。

「そ、その……誰にも、言わないから……」

　かすれるような声でそうつぶやくと、回れ右して天幕の出口に手をかけた。

「……えっ!?
 　ちょ、違います！　違いますから!!
 　待ってください!!
 」

　アイザックは一瞬
唖
 あ

 
然
 ぜん

 としたが、すぐにその言葉の意味に気づくと慌ててジルコニアの腕を
掴
 つか

 んだ。

「ひっ！　だ、誰にも言わないから！　絶対に誰にも言わないから!!
 」

「だから違うんですって！　どんな勘違いをしているんですか!?
 」

「絶対リーゼには言わないから！　全部忘れるから!!
 」

「だから！　落ち着いて私の話を聞いてください!!
 」

　
掴
 つか

 まれた手を振りほどこうと、涙目で暴れるジルコニア。

　何とか彼女を落ち着かせようとアイザックがその肩を
掴
 つか

 んだ時、天幕の入口が揺れた。

「アイザック様、打ち合わせをしたいことが……え？」

　天幕から顔をのぞかせたハベルは、その光景を見て固まった。

　上半身裸で汗だくのアイザックが、涙目のジルコニアに
掴
 つか

 みかかっているのだ。

「ハ、ハベル……助けて……」

「……アイザック様、見損ないました。大人しくお
縄
 なわ

 についてください」

「ああもう、勘弁してくれ……」

　心底げんなりした様子で、アイザックは肩を落とした。

　その後、アイザックは誤解を解こうと
奮
 ふん

 
闘
 とう

 したのだが、ことの
顛
 てん

 
末
 まつ

 を
一
 かず

 
良
 ら

 に口止めされていたために上手く説明できず、ぐだぐだな感じで解散となってしまった。

　最終的にハベルは何となく察してくれた様子だったが、ジルコニアは何を言っても
菩
 ぼ

 
薩
 さつ

 のような表情で、「分かってる」とか「いいのよ」などとしか口にしなかった。

　

　次の日の朝。

　朝食を済ませた
一
 かず

 
良
 ら

 は、アイザックの様子を見るために野営地へとやってきた。

　昨夜と同じように近場の近衛兵にアイザックを呼びに行かせると、すぐにアイザックが駆け足でやってきた。

「カズラ様、おはようございます……」

「おはようございます。あの、どうかしたんですか？　顔色が悪いみたいですけど……昨日の疲れがまだ残っているんですか？」

　アイザックは昨晩とは違い、どうも表情に活力がない。

　すべてを
諦
 あきら

 めた目というか何というか、端的に言えば目が死んでいた。

「まだ少し疲れは残っていますが……それよりも、昨晩の件なのですが、ジルコニア様に誤解されてしまいました」

「誤解？　何をですか？」

　きょとんとした表情を浮かべる
一
 かず

 
良
 ら

 に、アイザックはげんなりした表情で口を開いた。

「昨晩、カズラ様が私の天幕を出た後、ジルコニア様が私の天幕にやってきたんです」

「うお、ニアミスだったのか」

　危うく食べ物の効能を調べている現場をジルコニアに見られるところだったのかと、
一
 かず

 
良
 ら

 は冷や汗をかいた。

　あの状況をジルコニアに見られていたら、上手く
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すことは難しかっただろう。

　何のためにそんなことをしたのかと、勘ぐられてしまっていたはずだ。

　アイザックは
一
 かず

 
良
 ら

 に申し訳なさそうな視線を送りつつ、続きを口にした。

「ですが、その時私は上半身裸のままでして……カズラ様が天幕を出て行ったところをジルコニア様は見ていたようで、その……」

「……ん？　ちょっと話が見えてこないんですけど。それがどうかしたんですか？」

　ものすごく言いにくそうに話すアイザックに、
一
 かず

 
良
 ら

 は
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情で問い返した。

「……カズラ様が、私と、その……性行為をしたと勘違いしているのです」

「なっ!?
 」

　アイザックの言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 は仰天した。

「ちょ、ちょっとまって、アイザックさんは否定したんですよね!?
 」

「もちろんです。ですが、天幕内でのことは誰にも言うなとカズラ様に指示されておりましたので……あの状況では、上手い言い訳が何もできず……申し訳ございません」

　何とも
酷
 ひど

 い展開に、
一
 かず

 
良
 ら

 はその場で頭を抱えた。

　今すぐジルコニアを呼び出して誤解だと弁明したいところだが、それにはジルコニアが納得するような説明をせねばならない。

　だが、それをしてしまうと、ジルコニアとアイザックに食べ物の効能を調査していたことがばれてしまう。

　他に何かいい言い訳が思いつけばいいのだが、ジルコニアの目撃した状況があまりにも
酷
 ひど

 すぎる。

　もし
一
 かず

 
良
 ら

 がジルコニアの立場だったとしても、同じような勘違いをしてしまうに違いない。

　取りえる対応策は２つある。

　１つ目の対応策は、正直に食べ物の効能調査の件をジルコニアに話し、誤解を解いてもらうということ。

　この場合、ジルコニアの誤解を解くことはできるが、
一
 かず

 
良
 ら

 の持ってきた食べ物に特殊効果があることがばれてしまう。

　何か適当にでっち上げた別の説明をして納得させることができればいいのだが、下手な説明をすると後々まずいことにもなりかねない。

　もし、
一
 かず

 
良
 ら

 のでっちあげた説明をジルコニアが納得せずに、アイザックにその時の状況を詳しく問いただした場合、事前に食べさせた
芋
 いも

 や卵のことに疑問を抱く可能性が出てくる。

　かといって、
芋
 いも

 や卵のことは話すなとアイザックに指示すれば、それこそ
藪
 やぶ

 
蛇
 へび

 になってしまう。

　アイザックの人柄は信用に値するようにも思えるが、
一
 かず

 
良
 ら

 はまだアイザックとの付きあいが浅すぎる。

　そのため、アイザックが食べ物の効能のことを知った場合、それをジルコニアやナルソンに報告してしまうのではないかという疑念を持っていた。

　アイザックは軍人であるため、
一
 かず

 
良
 ら

 が持っている食べ物の発揮する効果を知れば、何とかして軍事利用しようとするのではという考えを捨てきれない。

　２つ目の対応策は、このまま誤解を解かず放置するということ。

　もはや対応策と言えるような手段ではないが、これならば
一
 かず

 
良
 ら

 に男色の気があり、アイザックと関係を持っているとジルコニアが誤解したままになるだけだ。

　正直、もう食べ物のことなどばれてしまってもいいから疑惑を解消してしまいたいのだが、後々のことを考えるとそうもいかない。

　ここは、涙を飲んで誤解されたままの状況を受け入れるしかない。

　アイザックにとっては、とんだ災難だが。

「カズラ様、何とかジルコニア様の誤解を……」

「……アイザックさん」

　頭を抱えたまま
一
 かず

 
良
 ら

 がアイザックの名を呼ぶと、彼は期待を込めた視線を返す。

「大変申し訳ないのですが、ジルコニアさんの誤解を解く手段がありません。そのうち何とかするので、今は放っておきましょう」

「そんなあ」

　アイザックの希望は、無残にも打ち砕かれた。

　

　２人が村の入口で打ちひしがれている頃。

　ジルコニアは自身の天幕の中で椅子に腰かけ、机に広げられた書類に目を落としていた。

　書類は、野盗を
尋
 じん

 
問
 もん

 した際の供述書である。

　その隅には、昨日掘り起こした野盗の死体の調査結果も書き込まれていた。

「神の祝福、か」

　ジルコニアはひとりごちりながら、野盗を
尋
 じん

 
問
 もん

 した時のことを思い出していた。

　野盗たちは、最初は自身の立場を少しでも優位に立たせようと、「すべて話す代わりに身の安全は保証してくれ」といった発言を繰り返していた。

　だが、あらかじめ用意していた
拷
 ごう

 
問
 もん

 器具を使い、問答無用で全員の指を１本切り落とすと途端に素直になった。

　それぞれ別室で
尋
 じん

 
問
 もん

 されていた３人の発言内容は一致していた。だが、数回の質問の後で念のために、「違う回答をしたものがいた」と嘘をついて、再び全員の指を１本切断した。

　その後の野盗たちはなおのこと素直になり、切断された指の激痛に
呻
 うめ

 きながらも、すらすらと質問に答えてくれた。

　野盗が供述した内容は、昨日ジルコニアが調査した死体の状況と一致していた。

　野盗
曰
 いわ

 く、グリセア村の住民は化け物であるらしい。

　村人たちは、全員がとても人間とは思えないような速さで動くことができ、野盗たちを一瞬のうちに殺害したという。

　特に村長親子と
対
 たい

 
峙
 じ

 したという２人は、その時の状況を思い出して
戦
 せん

 
慄
 りつ

 した様子を見せていた。

　バリンは
屋
 や

 
敷
 しき

 に踏み込んだ野盗のうち、同時に４人と素手で
対
 たい

 
峙
 じ

 したらしい。

　そして、斬りかかってきた野盗の
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を冗談のような速さで避け、剣が振り下ろされた時にはその野盗の腕を
掴
 つか

 んでいたらしい。

　そのまま一気に腕をへし折って剣を奪い取ると、すぐさまその野盗を斬り殺し、次の瞬間にはもう１人の野盗の首を半ばで切断したという。

　さらに、殺した野盗の死体を投げつけて、それをまともに食らった野盗は居間の端から端まで吹き飛ばされて
昏
 こん

 
倒
 とう

 した。

　残った野盗もあっという間に胴体を半ばまで切断され、殺されてしまったとのことだ。

　バリンの娘であるバレッタも、野盗の１人に押し倒されながらも、野盗の手首を
掴
 つか

 むと簡単に握りつぶし、そのまま一撃で殴り倒してしまったらしい。

　にわかには信じられない供述に、野盗たちが大げさに話しているのではないかと考えていたのだが、昨日の死体調査で考えを改めた。

「……あの時に、この力があれば」

　自らの過去を思い起こし、ジルコニアの
瞳
 ひとみ

 が激しい憎悪に染まった。

　４年前までの戦争では、アルカディアは終始消極的な戦い方をせざるをえなかった。

　バルベールの国力は圧倒的であり、小国であるアルカディアは一度大敗してしまうと後が続かないからだ。

　開戦当初から休戦直前まで、ナルソン率いる主力部隊は『英雄の丘』と呼ばれる国境付近の有利な地形に防衛陣地を構築し、徹底的に受身の戦闘を継続した。

　ジルコニアの主な役割は、複数の小部隊を率いての奇襲と
撹
 かく

 
乱
 らん

 だった。

　山越えをして山岳地帯からバルベール国内に侵入し、奇襲と退却を繰り返した。

　輸送部隊の襲撃、村の破壊、畑への放火など、やれることは何でもやった。

　ジルコニアが指揮官として大部隊を率い、正面から敵と戦うことも何度かあった。

　だがそれは、ナルソンから与えられた情報の下、圧倒的有利な状況での戦闘に限られていた。

　
老
 ろう

 
練
 れん

 な副将を付けられ、対する敵はたいして重要でもない村落に駐留する小部隊が主だった。

　結果、当然のように連戦連勝。

　いつの間にか、ジルコニアは『常勝将軍』と
渾
 あだ

 
名
 な

 されるようになった。

　後から知ったことだが、『常勝将軍』という
渾
 あだ

 
名
 な

 は、ナルソンが配下の者を使って故意に広めさせたものらしい。

　その他にも、ジルコニアの出生の
噂
 うわさ

 話や、実際よりも
誇
 こ

 
張
 ちよう

 した戦果、あったかどうかも定かではない勝ち戦の情報などが国中に流されていた。

　ジルコニアは、対バルベールのための旗印にされていた。

　国民の戦意高揚のためのプロパガンダである。

　ナルソンは初めから、そうするつもりでジルコニアを妻に迎えたのだろう。

　だが、そんなことはジルコニアにとってどうでもよかった。

　バルベールを相手に戦うこと。

　それが、彼女の最大にして唯一の目的なのだ。

「……何を考えているんだか」

　もしあの時、自分たちにもこのような力が宿っていれば。

　あのような歯がゆい戦い方をせずとも、正面からの戦闘で敵の主力を粉砕できただろう。

　逆にバルベールに侵攻し、彼の地を彼ら自身の血で染め上げることもできたに違いない。

　どうして、グレイシオールはもっと早く自分たちの下へ現れてくれなかったのか。

　そう考えている自分に気づき、ジルコニアは深く息を吐いて立ち上がった。

　過ぎ去ってしまったことを、あれこれと考えても仕方がない。

　今こうして、グレイシオールが自分たちを救いにきてくれたことを、素直に喜ぶべきだろう。

　しかも、彼は言い伝えよりも遥かに強大な力を持っているのだ。

　彼の協力さえあれば、次の戦争でバルベールを打ち破ることも夢ではない。

　彼がもっと肩入れを続けるよう、あらゆる手を講じなければ。

　ジルコニアは考えをまとめると、天幕を後にした。

　

　その日の夕方。

　太陽が山の向こうに半分ほど身を隠し、辺りが薄暗くなり始める。

　雑木林の入口には、数十名の村人に混じり、ジルコニアとアイザックの姿があった。

　彼らは地面に小山のように積まれた
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を、２人１組でせっせと布袋に詰め込んでいる。

　すでに近くには大量の
堆
 たい

 
肥
 ひ

 袋が積み上げられており、もう数十分も作業を行えば、作業を終えることができるだろう。

　
堆
 たい

 
肥
 ひ

 袋の隣には、ガソリン入りのドラム缶やガソリン
携
 けい

 
行
 こう

 
缶
 かん

 、山積みになった石灰の袋、さらには大小様々な大量のダンボール箱が置かれている。

　今この場に
一
 かず

 
良
 ら

 はおらず、日本へ最後の大荷物である冷蔵庫を取りに向かっていた。

　ハベルは少し離れた場所で、村人が運んでくる
堆
 たい

 
肥
 ひ

 袋を受け取っては、荷馬車の奥に積め込んでいた。

「それにしてもすごい量ね……いったい何が入っているのかしら」

　ジルコニアは村人から借りたシャベルを地面に突き刺して一息つくと、山積みのダンボール群に目を向けた。

　それに釣られて、アイザックもダンボールに目を向ける。

「今朝、カズラ様に教えていただいたのですが、あの箱の中身はカズラ様が普段神の国で口にしている食べ物や、以前拝見させていただいたランタンなどの道具らしいですよ。できるだけ丁寧に運ぶようにと指示されました」

「ふーん……道具はともかくとして、食べ物までこんなに持って行くなんて……私たちの出した料理は口に合わなかったのかしら」

「そうですね……この間試食した缶詰は、かなり濃い味付けでしたからね。我々が普段食べているものでは、カズラ様には薄味に感じられてしまうのかもしれません」

「確かに、少し濃い味付けだったわね……後で料理の味付けについて、カズラさんに相談してみないと」

　イステリアで食卓を囲んでいた時は、
一
 かず

 
良
 ら

 は出された料理に特に不満な様子は見せていなかった。

　だが、これほど大量に食料を持参されてしまうと、ジルコニアたちを気遣ってそうふるまっていたのではと考えてしまう。

「ハベルの
屋
 や

 
敷
 しき

 にカズラ様がご宿泊された際は、出された料理を非常に気に入っていた様子だったと聞いております。料理に関しては、ハベルに相談するのがいいかと」

「あら、そうだったの。それなら、後でハベルに相談しようかしら。いっそのこと、その時料理を作っていた者をこっちに引き取らせてもらえると助かるのだけど」

「それが一番手っ取り早いですね」

　２人がそんな話をしていると、雑木林の奥から爆音が響き始めた。

　数分して、農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車に乗った
一
 かず

 
良
 ら

 が雑木林の奥から姿を現した。

　荷台には大きな長方形の箱がロープで
縛
 しば

 り付けられて積まれている。

　箱の下には振動を吸収させるためか、毛布が何枚か敷かれていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は雑木林の入口に到着すると、エンジンを切って運転席から降りた。

「あー、やっと終わった」

「カズラさん、お疲れ様でした。はい、お水です」

　するとすぐに、バレッタが水の入った皮袋を持って
一
 かず

 
良
 ら

 の下へ駆け寄った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は礼を言ってそれを受け取ると、喉を鳴らして水を飲む。

　その光景を見て、ジルコニアが小声でアイザックに話しかけた。

「前々から思っていたのだけど、カズラさんはあの娘を気に入っているようね？」

「そのようですね。イステリアで野盗による襲撃の知らせを聞いた時も、第一声がバレッタさんの安否の確認でしたから」

「……うーん」

　何か思うところがあるのか、ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタを遠巻きに眺めながら、首を
傾
 かし

 げる。

　アイザックはジルコニアの考えていることを察したのか、やれやれといった様子でため息をつくと、いっぱいになった布袋の口を
縛
 しば

 った。

「ジルコニア様、私は袋を馬車に運んでまいります」

「ということはどちらでも……あ、分かったわ。私も後から行くから」

　一礼して去って行くアイザックを見送ると、ジルコニアはバレッタと談笑する
一
 かず

 
良
 ら

 の下へ歩み寄った。

「カズラさん、荷物はそれで全部ですか？」

「ええ、ようやくすべて運び終わりました。後は、これらを荷馬車に積み込むだけですね。ですが、そろそろ暗くなってきましたし、続きは明日にして今日はもう休みましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が運び込んだ大量の荷物の重量は、
堆
 たい

 
肥
 ひ

 や石灰を含めると全部で52
 トンほどである。村人総出で積み込みを行えば、１時間もあれば終えることができるだろう。

　だが、今日はすでに日が落ちかけているので、続きを行うのは明日の朝が良さそうだ。

　ちなみに、持ち込んだ
堆
 たい

 
肥
 ひ

 は全部で50
 トンだが、布袋に詰めることができたのはおよそ45
 トンほどだった。

　余ってしまった
堆
 たい

 
肥
 ひ

 は、このままグリセア村で使うことになっている。

「分かりました。明日は荷馬車をここまで運び入れようと思いますが、御者を村に入れることはできません。なので、何人かの村人に馬車の
牽
 けん

 
引
 いん

 を手伝わせたいのですが」

　本来ならば御者に命じて馬車を運び入れたいのだが、村内の景観は作物の巨大化によってすさまじいことになっている。

　それらを村人以外に見せるわけにはいかないので、村内に馬車を運ぶとなると、どうしても人手が足りないのだ。

「では、私のほうから村の皆さんには言っておきます。明日の朝、そちらへ向かうようにお願いしておきますから」

「ありがとうございます。では、我々は野営地に戻らせていただきますね」

　ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 に礼を述べると、作業を続けるアイザックたちの下へと歩いていった。

　

　それから数時間後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタと並んで
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 の前に座り、ハーブティーを飲みながら談笑していた。

　２人の前には精油の入った
小
 こ

 
瓶
 びん

 が数十本並べられ、それらの効能が記載されたフルカラーの専門書が広げられていた。

　現在、バリンは
屋
 や

 
敷
 しき

 にはおらず、雑木林に置きっぱなしになった荷物の警備をしに行っている。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 に戻ってくるのは深夜を回ってからと言っていたので、それまで
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは
屋
 や

 
敷
 しき

 に２人きりだ。

「精油ってすごいんですね。こんなにたくさん効能があるなんて……」

　専門書に記載された精油の効能を読みながら、バレッタがしきりに感心する。

　専門書にはたくさんの精油の効能が記載されており、ブレンドして使う場合の参考レシピも紹介されている。

　その他にも、様々な使い方や、精油の精製方法などが記載されていた。

「精油自体の種類も多いですし、色々試してみると面白いですよ。ただ、こちらの世界の人に対する効き具合がいまいちよく分からないんですよね……」

　今まで
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきた食べ物やリポＤなどの効能を考えれば、精油も通常では考えられないほどのすさまじい効能を発揮してもおかしくはない。

　だが、今までに精油はアイザックとマリーに使ってみたことはあるものの、その効果がどの程度出ているのかはよく分からなかった。

　へこんでいた様子のアイザックに
抗
 こう

 
鬱
 うつ

 作用や
鎮
 ちん

 
静
 せい

 作用のあるラベンダーの精油を使った時は、ものの数分で持ち直したように見えた。

　だが、その時は一緒に
抗
 こう

 
鬱
 うつ

 作用やリラックス作用のあるハーブティーを飲ませていたうえに、
一
 かず

 
良
 ら

 自身もアイザックを気遣って色々と話していたので、どれが効いたのかがよく分からない。

　馬車酔いしてしまったマリーに精油を使った時は、彼女はすぐに気分を持ち直して元気になっていた。

　だが、その効能と作用にかかるまでの時間は、日本で精油を使った時と同じである。

　元々即効性のある使い方であったため、効くのは当たり前なのだが、効き具合まではよく分からなかった。

「食べ物とか栄養ドリンクは、効果が出るまでに２時間くらいかかるみたいですけど、精油はどうなんでしょうね……消化して栄養を取り込むわけじゃないから、効果の出方も違ったりするんでしょうか」

「どうだろ……もし精油がどれも即効性で効能も大きなものになっているとしたら、使い方によってはかなり便利ですね。使い方を誤ると大変なことになりそうですけど」

「あの、今ここで私に使って試してみませんか？　それならすぐに判別が付くように思うんですけど」

　自らを被検体とした実験を申し出るバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は少し考えた後で
頷
 うなず

 いた。

　別に毒薬を使うわけではないので、特に悪影響が出るといったことはないだろう。

　ただ、バレッタはすでに食べ物によって身体能力が強化されてしまっている。

　そのため、今から行う実験で得られる結果は、強化済みの人間に対する効能として分けて考えねばならない。

　とはいえ、もしバレッタに精油がすさまじい効能を発揮したならば、身体能力が強化されていない人間に対しても同等以上の効能が期待できるはずだ。

　実験を行うだけの意義は十分にある。

「そうですね。そしたら、そこにある物の中から何か好きなのを選んでみてください。どんな香りがするのかは本に載ってますから、それを参考にしてもらえると」

「分かりました。どれにしようかな……」

　バレッタはぱらぱらと本を捲りながら、効能と香りを流し読みする。

　そして、気になった精油を見つけたのか、精油瓶の中から１本をつまみ上げた。

「これにしてみます。ここに１滴垂らせばいいんでしたっけ」

「あ、垂らす前に水も少し入れないとダメですよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は土間に下りると、隅に置いてある瓶の中から
柄
 ひ

 
杓
 しやく

 で水をすくい、キャンドル式のアロマポットの受け皿に水を注いだ。

　受け皿が水で満たされると、バレッタはそこに精油を一滴だけ垂らす。

　そして、ポットの下部に設置してある
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 にライターで火を点けた。

　しばらくすると、受け皿の水が
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の火で熱されて気化し、辺りに精油の甘い香りが漂い始めた。

「ん、これは……なんだろ。分からないや」

　甘い香りに鼻をひくつかせ、
一
 かず

 
良
 ら

 は精油の種類を当てようと試みた。

　だが、あまり使ったことのない精油であるらしく、それが何なのかが分からない。

「クラリセージを使ってみました。もし食べ物みたいにすごい効能を発揮するなら、私はとてもリラックスした気分になると思います。あと、眠くもなるのかな……」

「へー、そういう効果があるのか」

　香りを
嗅
 か

 いですぐに効果が発揮されるわけではないらしく、今のところバレッタの様子に変化はない。

「この瓶、お
洒落
 しやれ

 ですよね。花の写真がすごく
綺
 き

 
麗
 れい

 です」

　バレッタは精油瓶を手の上で転がした。

　ラベルには、クラリセージの花の写真がプリントされている。

「
遮
 しや

 
光
 こう

 瓶そのままだと地味なんで、ラベルで差別化を図ってるんでしょうね。精油を使うのって女性が多いみたいなんで、デザインも
綺
 き

 
麗
 れい

 なものが多いような気がします」

　手の中の精油瓶をじっと見つめていたバレッタは、顔を上げると
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

「精油もそうですけど、日本には珍しい物がたくさんありますよね。カズラさんが乗ってきた農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車なんて、初めて見た時は本当にびっくりしました」

「こっちの世界だと、乗り物はラタとか馬車しかないですもんね。……やっぱり、あれに乗ってきたのはちょっとやりすぎだったかな。ジルコニアさんなんて目が点になってたし」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、バレッタはくすっと笑みを
漏
 も

 らした。

「そうですね。でも、あれほどの量の肥料をリアカーで運ぶのは大変ですから……そういえば、あの時ジルコニア様と戦場での運用について話していたみたいですけど、軍事関係の支援もしているんですか？」

「軍事については手を出してないですね。ジルコニアさんたちは支援して欲しい様子ですけど、まだこの国の内情が何も分かってないんで」

　バレッタはそれを聞くと、少し間を置いてから
頷
 うなず

 いた。

「……そうですよね、簡単に手を出せる話じゃないですよね」

「下手に手を出すと取り返しがつかなくなりそうなんで、まだ様子見ですね。できればあまり関わりたくないですけど」

「戦争が再開されるのかも分からないですもんね。このまま戦争が起きないなら、カズラさんが関わる必要もないですし」

　そんな話をしながら約10
 分が経過しようとした頃、バレッタの様子に変化が見られた。

「ん……ちょっと眠くなってきたかも……」

　バレッタはそう言うと、少しとろんとした眼差しで
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

　その表情は
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 で燃える
薪
 まき

 の炎に照らされているせいか、
微
 かす

 かに赤く、妙な色っぽさを感じる。

「効いてきましたか。眠気は強烈ですか？」

「それほど強烈ってわけではないですけど、何て言ったらいいのかな……今横になったら、すぐに気持ちよく眠れるだろうなって感覚です。なんかこう、ほっこりした感覚っていうか」

　バレッタから体と精神状態の変化を聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 は
傍
 かたわ

 らに置いてあった大学ノートを開いた。

　ボールペンでバレッタが体感している効能と、効果が出るまでにかかった時間をさらさらとメモ書きする。

「なるほどなるほど。ということは、前にアイザックさんに精油を使った時はそれなりに効いていたってことか……個人差とかもあるのかな」

　アイザックにラベンダーの精油を使った時は、もっと急激に様子が変化していた。

　だが、バレッタに現れた症状がこの程度のものならば、精油の効能のみであそこまでの変化が起こったとは考えにくい。

　体が強化されているかされていないかの違いもあるかもしれないので、今この場で完全に決めつけることはできないのだが。

　どちらにせよ、こちらの世界の人間には、精油も少々強めの効果を発揮するようだ。

　濃度や使用頻度によっては、また違った結果が得られるかもしれない。

「カズラさん……１つ、お願いがあります」

　ふむふむと
頷
 うなず

 きながら大学ノートにメモ書きをしていると、その様子をじっと見ていたバレッタが声をかけてきた。

「ん、何ですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が顔を向けると、バレッタはもじもじとした様子で目をそらした。

　なんだろうかと少し待っていると、意を決した様子で
一
 かず

 
良
 ら

 を見る。

「この前みたいに、ぎゅってして欲しいです」

　そう言い切ると、見る間に顔を赤くしてうつむいてしまった。

　突如発せられた衝撃的な一言に、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず手に持っていたボールペンを取り落として固まった。

　聞き間違いなんじゃないかと自身の耳を疑い、まじまじとバレッタを見つめてしまう。

　バレッタは手をぎゅっと握り、自身の
膝
 ひざ

 に目を落としている。

　よほど恥ずかしかったのか、
目
 め

 
尻
 じり

 には薄っすらと涙が浮かんでいた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の耳に、急激に
早
 はや

 
鐘
 がね

 を打ち始めた自身の心臓の音が響いてきた。

　２人の距離は、ほんの数十センチしか空いていない。

　手を伸ばせば、すぐにでも触れることのできる距離だ。

　――マジか!?
 　そうなのか!?
 　これはそういうことなのか!?


　
一
 かず

 
良
 ら

 は内心
酷
 ひど

 く動揺し、何を言えばいいのか頭の中が真っ白になった。

「……」

　何も答えない
一
 かず

 
良
 ら

 に何を感じたのか、バレッタが涙目で目を向けてきた。

　今にも泣き出してしまいそうだ。

「……おいで」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタの肩を抱いて引き寄せると、その小さな身体を優しく抱き締めた。

　バレッタはかなり緊張しているのか、抱き締められた瞬間、びくっと肩を震わせて身体を強張らせた。

　だが、時間が経つにつれて次第に力が抜け、しばらくすると完全に力を抜いて
一
 かず

 
良
 ら

 の胸にその身を預けた。

　そして、どちらとも何を話すでもなく、そのまま数分が経過した。

「カズラさん……」

　体勢の維持が苦しくなり、バレッタに声をかけようかと
一
 かず

 
良
 ら

 が悩み始めていると、不意にバレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 の名を呼んだ。

「うん？」

「……」

　返事をしたが、反応が返ってこない。

　しばらく待っても何の反応もないので、
一
 かず

 
良
 ら

 はもしやと思い、バレッタの肩に手を添えて顔をのぞき込んだ。

「……ですよねー」

　いつの間に眠ってしまったのか、バレッタはすやすやと寝息を立てていた。

　その表情は実に幸せそうであり、見ているこちらも思わず頬を緩めてしまうような、実に満ち足りたものだった。
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一
 かず

 
良
 ら

 はまるで漫画のようなお約束的展開に苦笑しながら頭をかくと、さてどうするべきかとしばし考えた。

　そして、バレッタをその場に静かに横たえると、布団の準備をするべくバレッタの部屋へと向かうのだった。

　

　次の日の昼。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自室に運び込んだ数十個のダンボール箱のフタを開け、バレッタに中身の説明をしていた。

　中身は缶詰やリポＤなどの食料品と、包帯や消毒液などの医療品だ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が数ヶ月の間グリセア村に戻ってくることができなかったとしても大丈夫なようにと、かなり多めに用意してある。

　さらに、ダンボール箱の隣には、精米された米の入った袋が山のように積まれている。

　これだけあれば、もし
一
 かず

 
良
 ら

 が長期間村に戻ってくることができなくなったとしても、かなりの期間を持たせることができるだろう。

　最近では村の作物が大量に収穫できるようになったので、村の食糧問題は解決している。

　だが、村に対する食糧支援を中止してしまうと、せっかく強化された村人の身体能力が元に戻ってしまうかもしれないという
懸
 け

 
念
 ねん

 があった。

　まだ推測の段階だが、
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきた食べ物を村人たちが食べなくなった場合、身体能力は徐々に元に戻ってしまうのではないかと
一
 かず

 
良
 ら

 は考えていた。

　先日の野盗による襲撃のような出来事が再び起こらないとも限らないので、村人たちの身体能力はこのままの状態を維持させておくのが望ましい。

　何らかの理由で
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきた食料を使い切ってしまったとしても、村の食料自給率は１００％を優に超えている。
飢
 う

 えに関しての心配はいらないだろう。

　また、身体能力が強化済みの人間が、こちらの世界の食べ物だけを
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 し続けた場合でも
飢
 う

 えることはないということは、先日アイザックの部隊に同行した際のバリンとバレッタの様子から明らかになっている。

　気をつけるべきは、外部からの襲撃だけなのだ。

「すごい量ですね……しばらくは戻ってこられないんですか？」

　積み上げられた物資に目を見張りながらも、バレッタは少し不安そうにしている。

「いや、10
 日後にはまた戻ってくるつもりですよ。日本の工務店に発注している水力発電機を回収しないといけないんで」

「えっ!?
 　イステリアに発電機を持っていくんですか!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、バレッタは驚いて声を上げた。

「うん。冷蔵庫とかの電化製品をあっちで使おうかと思って。冷蔵庫が使えれば、日本の
生
 せい

 
鮮
 せん

 食品もある程度持ち込めるから便利かなって思ったんです。他にも、発電機さえあれば電動工具とかパソコンとかも使えるなって思って」

「そ、そうですか。ずいぶんと思い切りましたね……でも、大丈夫でしょうか」

　電化製品と聞いて、バレッタは不安そうな声を
漏
 も

 らした。

　そのようなオーバーテクノロジーの
塊
 かたまり

 を持って行って、もし誰かに見られでもしたらと心配しているのだ。

「まあ、ナルソンさんたちに協力してもらって、他の人には見せないようにするから大丈夫ですよ。私の持っている物を他の人に見られたくないのはナルソンさんたちも同じはずですから、進んで手伝ってくれるはずです」

　万が一ナルソンたち以外の人物に見られたとしても、少し見た程度では何に使う物なのかすら理解できないはずだ。

　イステリアに自動車で突入するといった
突
 とつ

 
飛
 ぴ

 な真似でもするのなら話は別だが、据え置き型の発電機や冷蔵庫ならば、もし何かの拍子で盗み見られても「何やら奇妙な箱があるぞ」といった感想に留まるだろう。

　ただし、冷蔵庫を開けて中身を見られたり、起動中のノートパソコンや電動工具を見られたりしたら騒ぎになりかねない。それらの使用場所には、十分注意が必要だ。

「そう……ですね。ナルソン様のご協力があれば……。あの、昨日カズラさんが最後に運んできた大きな箱ってもしかして……」

「うん、あれに冷蔵庫が入ってます。冷凍野菜とかもたくさん持ってきたんで、イステリアに行ってからもそれなりにマシな食生活が送れそうですよ」

　今後の食生活について自信ありげに答える
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタは
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情をした。

「えっ、でも、発電機は10
 日後に日本から持ってくるんですよね？　それまでの間は冷蔵庫が使えないから、凍らせてある野菜は溶けちゃうんじゃないですか？」

「あ、それは平気です。今回持っていく荷物の中に、ガソリン式の発電機も入ってますから。ガソリンもドラム缶２本分ちょっとあるんで、しばらくの間は持つはずです」

「そ、そうですか」

　あまりにも思い切った行動を取ろうとしている
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタは少々心配になった。

　だが、領主であるナルソンが味方である以上、ある程度の無茶は許容範囲なのだろう。

　ナルソンは是が非でも
一
 かず

 
良
 ら

 の支援を得たいはずなので、
一
 かず

 
良
 ら

 の言うことには絶対に逆らわないはずだ。

　むしろ、今後の
一
 かず

 
良
 ら

 の心証も考えて、自ら進んであれこれと協力を申し出るだろう。

　それに、
一
 かず

 
良
 ら

 はことを起こすと決めるとかなり思い切った行動に出る。そのことは、今までの村での行動で実証済みである。

　もう少し自重したほうが、と思わなくもないのだが、それも今さらだ。

「それと、もし他にも何か必要になったり困ったことが起こったりしたら、いつでも私に知らせてくださいね。すぐに戻ってきますから」

「はい、ありがとうございます」

　バレッタは笑顔で礼を述べながらも、胸が締め付けられるような寂しさを覚えていた。

　あと数十分もすれば、
一
 かず

 
良
 ら

 は再びイステリアへ行ってしまう。

　次に会えるのは10
 日後であり、おそらくその後も長期にわたってイステリアへ行きっきりになってしまうだろう。

　少しでも気を緩めれば目に涙が浮かんでしまいそうになるが、ばれないようにぐっと
堪
 こら

 えて笑顔を作る。何度も何度も、
一
 かず

 
良
 ら

 の前で
醜
 しゆう

 
態
 たい

 を
晒
 さら

 すわけにはいかない。

「でも、村のことは大丈夫ですから、カズラさんは支援に集中してください。カズラさんの力がどうしても必要になった時は、ちゃんと連絡しますから」

　バレッタがそう言うと、
一
 かず

 
良
 ら

 は少し驚いたような表情を見せた。

　だが、すぐに、「うん」と笑顔で
頷
 うなず

 いた。

　

　それから数十分後。

　出立準備を整えた
一
 かず

 
良
 ら

 は、村の入口で村人たちに別れの
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をしていた。

　イステリアへ行ってしまう
一
 かず

 
良
 ら

 を不安そうな表情で見つめている者も何人かいたが、大半のものは笑顔を見せていた。

　皆、一度はイステリアへ行ってしまった
一
 かず

 
良
 ら

 が無事に戻ってきたことにより、多少なりとも安心しているのだろう。

　それに加え、先ほどジルコニアは、村人全員の前で演説を行った。

　演説の内容は、
一
 かず

 
良
 ら

 がイステリアで行う支援の内容と、現在のイステール領内で発生している
飢
 き

 
饉
 きん

 の概況、加えて、
一
 かず

 
良
 ら

 の身の安全はイステール家が保証するので安心して欲しいといった
旨
 むね

 だった。

　普通、数十万人もの民草をまとめる貴族が、このような寒村の村人を相手取って自ら演説を行うなどありえないことである。

　演説を聴く村人たちは多少なりとも緊張した様子だったが、ジルコニアの説明に一応は納得したようだった。

　また、次は10
 日後に村へ帰ってくると先に宣言してあるということも、村人たちには安心できる要素であったに違いない。

　グリセア村の人々にとって、すでに
一
 かず

 
良
 ら

 は救世の神であるとともに心の
拠
 よ

 りどころになっており、なくてはならない存在なのだ。

「それでは、行ってきますね。10
 日後には戻ってきますが、もしその間に何かあったらすぐに連絡を寄越してください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は村人たちにそう伝えると、傍に控えていたアイザックに連れられて馬車へと向かう。

　馬車の傍にはマリーが待機しており、帰りも一緒に乗って行くようだ。

「カズラさん！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が馬車に乗り込もうとした時、バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 の下に駆け寄ってきた。

「ん、どうしました？」

　バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 の前に立つと、
一
 かず

 
良
 ら

 を真っすぐ見上げて目を合わせた。

「私、頑張ります。だから……」

　バレッタはそこまで言うと、何かを言いかけた口を閉じ、いったん
一
 かず

 
良
 ら

 の胸元に視線を落とした。

　そして、再び
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げる。

「うん？」

　続きをうながすように
一
 かず

 
良
 ら

 が
微笑
 ほほえ

 んで見せると、バレッタは少し寂しそうに苦笑した。

「……いえ、何でもないです。お体に気をつけて、あまり無理はしないでくださいね」

「うん。バレッタさんも、あまり無理はしないでくださいね。勉強が楽しいからって、夜更かししてはダメですよ？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が冗談めかしてそう言うと、バレッタはくすりと
微笑
 ほほえ

 んだ。

「それはちょっと約束できないです」

「こらこら、背が伸びなくなっても知らないぞ」

「いいですよ、別に小さくたって困りませんから」

「この分からず屋め」

　その頭をくしゃくしゃっと撫でると、バレッタはくすぐったそうに目を細めた。

　表情から寂しそうな影が消えたことを確認し、頭から手を離す。

「では、また10
 日後に。それまで、元気で」

「はい。カズラさんも、どうかお元気で」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタに
微笑
 ほほえ

 むと、アイザックが扉を開けて待機する馬車へと乗り込んで行った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 に続いて、マリーも
一
 かず

 
良
 ら

 の手を借りて馬車に乗り込む。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが馬車に乗り終えると、ジルコニアの号令の下、護衛の近衛兵３００名を含んだ総勢１０００人近い大部隊は、ゆっくりとイステリアへ向けて移動を開始した。

　バレッタは去っていく部隊を見送りながら、

「だから……待っていてください」

　と、小さな声でつぶやいた。

　

　部隊が移動を開始してから数十分が経過した頃。

　ジルコニアは部隊の先頭をラタに乗って進みながら、隣に呼び寄せたハベルと話をしていた。

　話の内容は、以前ルーソン邸で
一
 かず

 
良
 ら

 に出された料理についてである。

「カズラ様にお出しした料理ですか？」

「ええ。前にカズラさんをあなたの
屋
 や

 
敷
 しき

 に泊めた時、どんなものを出したのか教えてもらえる？」

「あの時はカズラ様の好みが分からなかったので、その時に手に入った食材で用意することのできたすべての料理を作らせました。かなりの量になってしまいましたが、そのかいあって、カズラ様も満足しておられるようでした」

「用意できたすべてって……急な指示に、よくあなたの家の料理人は対応できたわね。そんなにたくさん食材を
備
 び

 
蓄
 ちく

 してあるの？」

　ハベルの答えを聞いて、ジルコニアは少し驚いたように問い返した。

　ジルコニアがアイザックから聞いた話では、
一
 かず

 
良
 ら

 のルーソン邸での宿泊は急な話であり、何の事前準備もできていないはずだった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がナルソン邸に
滞
 たい

 
在
 ざい

 している間、ジルコニアたちも料理には気を使って、毎食違った趣向のものを提供していた。

　だが、今回
一
 かず

 
良
 ら

 が用意した大量の食料から推測するに、ジルコニアたちがあれこれ考えて出した料理の数々は、
一
 かず

 
良
 ら

 の舌を満足させるには至らなかったのだろう。

　それにもかかわらず、
一
 かず

 
良
 ら

 が納得するような料理を一度目の食事で提供できたルーソン家の料理人とは、いったいどれほど腕がいいのだろうか。

「そこまでたくさんの食材を
備
 び

 
蓄
 ちく

 しているわけではありませんが、父の趣向で肉や野菜などは常に一定量を確保するようにしていますね。あと、あの時は近場の商人などに使いを出して、新鮮な肉や芋虫を買いに走らせました」

「そう……」

　ジルコニアは少しの間考えると、本題を切り出すべく口を開いた。

「ハベル、その時にカズラさんに出した料理を作っていた料理人を、１人私のところに譲ってもらえないかしら。もちろん、それ相応のお金は出すわ」

「料理人を、ですか？」

「ええ。どうも、カズラさんには私たちの
屋
 や

 
敷
 しき

 で出す料理が口に合わないみたいなの。色々と趣向を変えて出してはいたんだけど、どれもダメだったみたいで」

　不思議そうに問い返すハベルに、ジルコニアは理由を説明する。

　この説明の仕方では、自分の
屋
 や

 
敷
 しき

 の料理人がルーソン家の料理人よりも
劣
 おと

 っていると宣言しているようなものなのだが、それをジルコニアはまったく気にしている様子がない。

　プライドの高い貴族ならば絶対に言い出せなかっただろうが、あいにくジルコニアにはそのようなプライドは存在しない。

　今必要とされるものを、最善最短の手段で手に入れることができればそれでいいのだ。

　ジルコニアの説明を聞き、ハベルは少しの間
沈
 ちん

 
黙
 もく

 して考え込んだ後、口を開いた。

「分かりました。では、その時カズラ様が特に気に入っていた料理を作った者を紹介いたします。まだ歳は若いですが、料理の腕はかなりのものです。カズラ様との面識もあるので、適任かと思います」

「まあ、それは良かったわ。その料理人は何歳なの？」

「13
 歳です。名をマリーと言いまして、今カズラ様と一緒に馬車に乗っている者がそうです。職業は料理人ではなく、
屋
 や

 
敷
 しき

 の
侍
 じ

 
女
 じよ

 ですね。今回は私の従者として部隊に同行させました」

「それはずいぶん若いわね……でも、カズラさんと一緒に馬車に乗っているということは、カズラさんはその娘を気に入っているってことかしら」

　ジルコニアの独り言のようなつぶやきに、ハベルは特に表情も変えずに黙っている。

　ジルコニアはその
沈
 ちん

 
黙
 もく

 を肯定と受け取ったのか、よし、と
頷
 うなず

 いた。

「じゃあ、その娘を譲ってもらえるかしら？　お金は言い値でいいから」

「はい。ですが、マリーは私の父であるノールが所有する
奴
 ど

 
隷
 れい

 なのです。なので、所有権の話は父にしていただけると助かるのですが……」

「あら、そうなの。じゃあ、イステリアに戻ったら私が直接話をつけに行くわね」

　
奴
 ど

 
隷
 れい

 という単語にもまったく反応せずに、ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 の食事問題という
懸
 け

 
念
 ねん

 が解消してほっとした様子を見せていた。

　ハベルはそんなジルコニアの様子を横目で見ながら、そっと小さく息をついた。

　

　移動を開始してから数時間後。

　部隊は行軍の足を止め、野営の準備を開始した。

　空はすでに夕焼け色に染まっており、あと２時間もすれば辺りは
闇
 やみ

 に包まれるだろう。

　マリーは
一
 かず

 
良
 ら

 に断ってから馬車を降りると、自身も野営の準備を手伝うためにどこかへ駆けていった。

「カズラ様、長時間お疲れ様でした」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が馬車を降りて背伸びをしていると、付近に作られた即席の馬留めにラタを繋ぎ終えたハベルが歩み寄ってきた。

　途中挟んだ数回の休憩を除けば、ハベルはずっとラタに乗りっ放しのはずなのだが、その表情からはまったく疲れが感じられない。

　むしろ昨日よりも元気に見えるほどで、いつもより表情も明るく見えた。

「ハベルさんもお疲れ様です。私は馬車なので身体は楽ですけど、ハベルさんはずっと騎乗しっぱなしですから疲れているんじゃないですか？」

「いえ、この程度なら、今まで部隊で行っていた訓練に比べれば楽なものです。少しお
尻
 しり

 は痛みますけどね」

「そうなんですか。やはりプロの軍人は違うんだな……部隊といえば、ハベルさんはアイザックさんと一緒に貴族出身者だけで編成された部隊を率いていたんでしたっけ？」

　以前、ハベルがグリセア村にアイザックとともにやってきた時は、１００名からなる貴族出身者のみで編成された部隊を率いていた。

　最近では
一
 かず

 
良
 ら

 の傍に付きっきりなのだが、今まで率いていた部隊での仕事は放っておいてもいいのだろうか。

「はい、第１士官練兵隊という部隊の副官をしていました」

「ああ、やっぱりあの人たちは士官候補生だったんですか。最近ハベルさんにはずっと私を手伝ってもらってますけど、部隊のほうには顔を出さなくても平気なんですか？」

「それは大丈夫です。ちょうど１年間の基礎体力訓練を終える時期でもあったので、練兵隊の者たちには少し予定を繰り上げさせて、今は別の部隊で訓練を行わせています。今頃は
地
 じ

 
獄
 ごく

 を見ているんじゃないですかね」

「え、そんなにきつい訓練なんですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が問い返すと、ハベルは自身の受けた訓練を思い出したのか、少し顔を
顰
 しか

 めた。

「きついなんてものじゃないですよ。私は４年前まで行われていた戦争で実戦を数ヶ月間経験していますが、生き死にを抜きにして考えれば実戦のほうがマシなくらいです。規律を少しでも乱せば貴族であることなど関係なしにぶん殴られますし、練度が低いうちは毎日家畜の
餌
 えさ

 みたいなものしか食べさせてもらえないですし」

「うお、そりゃすごいところだ……殴られるのも嫌だけど、毎日家畜の
餌
 えさ

 ってのもきついな……」

「それに、彼らは私やアイザック様の指揮する部隊に所属していたこの１年間は、自分の家や自身で借りた宿などから軍部へ出勤していたのですが、２年目からは強制的に軍の宿舎で共同生活ですからね。何でもかんでも身の回りのことを使用人に任せていたような連中だと、相当
堪
 こた

 えるはずですよ」

　どうやら、イステリアの軍隊が士官候補生に対して行う訓練は、いくつかの工程に分かれているらしい。

　最初の１年は体力作りで、２年目からが本番ということなのだろう。

　貴族という身分の者はもっと気楽な生活を送っているものなのだろうと
一
 かず

 
良
 ら

 は考えていたのだが、この世界、少なくともイステール領ではそんなことはないようだ。

　だが、考えてみれば、かなりの上級貴族と思われるアイザックやハベルですら、毎日朝早くから軍部に出勤して、夜遅くまで働いているのだ。

　それを踏まえれば、彼らの部下であった他の貴族たちも、それ相応に苦労するのは当然なのだろう。

「宿舎で共同生活ってことは、従者を連れて行くことはできないんですか？」

「基本的に従者の同伴は禁止ですね。ただ、部隊指揮官の判断にもよりますが、長距離行軍訓練などで何日も街を離れる時は連れて行けることになっています。ただし、それにかかる費用は自分持ちですが」

「へえ……甘やかされて育った貴族とかだと相当辛いでしょうね。耐えられなくなって辞めてしまいそうだ」

「そうですね、辞めてしまう者も毎年何人か出ます。ですが、
怪
 け

 
我
 が

 などの仕方のない理由以外で辞めると不名誉除隊扱いになるので、家の
威
 い

 
信
 しん

 に傷を付けることになるんです。なので、よほどの覚悟がない限りは除隊なんてできないですね。除隊して帰っても鼻つまみ者扱いですから」

「お、恐ろしいところだ……」

　訓練に耐えられなくて辞めたくなっても辞められないとあっては、最悪自殺者でも出てしまうような
酷
 ひど

 い環境にも思える。

　逆に言えば、そのような環境をくぐり抜けた者たちは、相当な根性を備えることになるのだろう。

「軍に所属するのは強制なんですか？」

「いえ、士官は全員志願制です。とはいっても、たいていの貴族の家では長男以外は何人か軍に勤めさせるのが当たり前なので、本人が嫌がっても無理矢理入隊させられるってことはよくあります。軍人への
憧
 あこが

 れや身分に
惹
 ひ

 かれて自ら志願する者もそれなりにいますが、現実の
過
 か

 
酷
 こく

 さを知って後悔する者が大半ですね」

「てことは、半ば強制みたいなものか。ハベルさんは親に入れられたクチですか？」

「いえ、私は自ら父に願い出て軍に入隊しました。アイザック様もそうですね」

「おお、それは立派ですね。何で志願をしたんです？」

　その問いに、ハベルは少し照れくさそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「守りたいものが、あるので」

　――ん？　ハベルさんってこんなふうに笑ったりもするのか。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は今まで何日かハベルと行動をともにしてきたが、今のような表情を見たことは一度もなかった。

　いつもどこか１歩引いているというか、
一
 かず

 
良
 ら

 を気にかけて気を張っているような状態に見えて、感情が表に出た表情をあまり見たことがなかった。

　営業スマイルのようなものは毎日見せてくれていたし、
一
 かず

 
良
 ら

 を退屈させないように気遣って、色々と話しかけてくれてはいたのだが。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はハベルの言う『守りたいもの』というものが何なのか気になったが、あまり根掘り葉掘り聞いても悪い気がしたので、「そうなんですか」と
頷
 うなず

 くに留めておいた。

「もし軍の訓練に興味がおありでしたら、後ほど私が兵舎や訓練場をご案内致しましょうか？」

　――うは、マジか！　これはぜひ見学に行きたいけど、どうしようかな……。

　ハベルの申し出に、
一
 かず

 
良
 ら

 はすさまじく興味を
惹
 ひ

 かれていた。

　だが、ここで軍隊に興味があるような様子を見せると、ジルコニアあたりが大喜びで軍事面について相談を持ちかけてくるかもしれない。

　今のところ、
一
 かず

 
良
 ら

 はイステール領に軍事面での支援を行うつもりはまったくない。

　その理由は、この国の内情や外交状況、それに軍の規模や国自体の性格を、ほとんど
把
 は

 
握
 あく

 していないに等しいからだ。

　国の実情を何も知らない状態で、ナルソンたちの意見のみを
鵜
 う

 
呑
 の

 みにして軍事的な支援を行うなど、危なっかしくてとてもできない。

　それに、今優先すべきは食糧問題やインフラの再整備なので、軍事面にまで手を回している余裕などない。

　あまり色々と同時に手を出すと、判断が雑になって取り返しの付かないことにもなりかねない。何をやるにしても、１つ１つ順番に。

　支援をするかしないかの判断はしっかり情報を集めてから、と
一
 かず

 
良
 ら

 は考えていた。

「うーん……どうしようかな……」

　とはいえ、見たいものは見たい。

　この世界の軍隊がどんなもので、兵士たちが普段はどんな生活を送っているのだろうと考えると、見てみたいという好奇心が止まらなくなる。

　もし何も考えずに色々と見学して回れるのならば、兵士だけといわず一般市民にもハンディカムあたりを使って録画しながら色々と質問をしてみたい。

　ジルコニアのように軍を指揮する人物の天幕の中はどうなっているのかとか、日常生活はどう過ごしているのかなど、興味は尽きるところを知らない。

　もっと言えば、
鎧
 よろい

 姿のジルコニアやアイザックに頼んで、記念写真でも撮らせてもらいたいくらいだ。

　ジルコニアは
鎧
 よろい

 姿がとても
凛
 り

 
々
 り

 しく、スタイルもいいので、撮影に際してポーズの１つでも取ってもらえたなら、さぞかし絵になるだろう。

　アイザックは長身なうえに美形なので、これまた写真映えが良さそうだ。

「もし見てみたくなったら、いつでも私にお声がけください。どこでもご案内いたしますので」

　見学くらいなら平気かな、と
一
 かず

 
良
 ら

 が内心傾き始めていると、ハベルがそう付け加えてくれた。

「ありがとうございます。そのうち手が空くようになったら、お願いするかもしれないです」

「はい、その時はぜひ」

　すぐに飛びついて
興
 きよう

 
味
 み

 
津
 しん

 
々
 しん

 と思われるのもどうかと思っていたので、
一
 かず

 
良
 ら

 にとってこの申し出はとてもありがたかった。

　やはり、ハベルという男は
痒
 かゆ

 いところに手が届くというか、色々な部分で気を回してくれて本当に助かる。

「それはそうと、カズラ様のお食事について少しご相談があります」

　改めてその気遣いに感心していると、ハベルが話題を変えてきた。

　どうやら、この話が本題のようだ。

「今後しばらくの間、マリーにカズラ様のお食事を用意させようかと思うのですが、よろしいでしょうか？」

「食事ですか……」

　食事と聞いて、
一
 かず

 
良
 ら

 は今後の食生活についてジルコニアに何も申し出ていないことを思い出した。

　今まで
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソン一家と一緒に食事をしていたのだが、
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソンたちの用意する食事を食べても栄養も満腹感も得ることができない。

　そのため、ナルソンたちと食事をした後で、誰にも見つからないようにこっそり缶詰などを食べていたのだ。

　今後もこのような１日６食生活をするのは非常に面倒、というより辛いものがあるので、自分の分の食事は用意しなくてもいいと、申し出ようかと考えていたところだった。

　結果的に１人で食事をすることになってしまうが、これはこれで仕方がない。

　ナルソンたちに合わせて出された食事を毎食食べていたら、腹の容量ばかり圧迫して空腹感が加速しているところに、追加で日本から持ってきた食べ物も詰め込まなくてはいけないという罰ゲームのような状態になってしまう。

「はい。先日缶詰を試食させていただいた際に思ったのですが、カズラ様が普段神の国で食べている食べ物の味は、私どものそれとはだいぶ違うようです。色々と考えてはみたのですが、どうにもあのような味を再現することは、我々には難しく思います」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が食事の辞退を申し出ようと口を開きかけた時、ハベルがそれをさえぎって話し始めた。

　ハベルたちに試食させたものは、確かミネストローネの缶詰だったはずだ。

　ミネストローネは大量の野菜がトマトをベースにして煮込まれた料理なので、もしこの世界にトマトのような食材がない場合、味の再現は相当難しいだろう。

「ですので、カズラ様がお持ちになった缶詰などの食べ物を使わせていただき、私どもの用意する食材と合わせて料理を作らせていただければと思うのです。最初は上手くいかないかもしれませんが、必ずやカズラ様にもご納得いただけるような料理を提供できるようにしてみせます」

「それって、私の持ってきた食べ物をベースにして、色々と食材を足して作り直すってことですか？」

「はい。
逐
 ちく

 
次
 じ

 料理に対してご意見をいただけるのであれば、それに合わせて内容も調節させますので」

　その申し出に、
一
 かず

 
良
 ら

 は再度その気遣いの良さに感心した。

　ハベルは以前一口だけ口にした料理の味さえも気に留め、今まで
試
 し

 
行
 こう

 
錯
 さく

 
誤
 ご

 して味を再現しようとしていたのだろう。

　本来ならばもっと時間をかけて
試
 し

 
行
 こう

 
錯
 さく

 
誤
 ご

 するつもりだったのかもしれないが、
一
 かず

 
良
 ら

 が持ち込んだ大量の食料を見て、これはいかんと判断し、申し出を決意したのかもしれない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の中で、再びハベルの株価がストップ高を迎えた。

　実際のところ、それらの評価はすべて
一
 かず

 
良
 ら

 の勘違いなのだが、すでに
一
 かず

 
良
 ら

 の中ではハベルは非常に気が利く有能な男という立ち位置になっていた。

　だいたい何をやったとしても、
綺
 き

 
麗
 れい

 に好意的な方向へと勘違いされる流れが形成されてきていた。

「それなら、お願いしようかな。ただし、私の持ってきた食材を他の人には絶対に食べさせないと約束してください。たくさん持ってきたとはいえ、数に限りがありますから」

「もちろんです。絶対にそのようなことはしないので、ご安心ください」

「いいですね、絶対にですよ？　私との約束を破ったら大変なことになりますからね？」

「っ！　は、はい！」

　万が一食材を横流しされたら大変なので、念には念を入れて、これでもかというほど真剣な表情と声色で
脅
 おど

 しをかけた。

　約束を破ったらどういうことが起こるとあえて言わないでおくことで、より
脅
 おど

 しの効果は増すだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はハベルの表情が
若
 じやつ

 
干
 かん

 引きつったことを見届けてから、表情と声色を元に戻した。

「では、お願いすることにします」

　元の調子に戻った
一
 かず

 
良
 ら

 に、ハベルはあからさまにほっとしたようだった。

「で、では、早速本日のご夕食からマリーに作らせます。行軍中ゆえ、食材の種類に限りはありますが、何とかやらせますので」

「あんまり無理しないでいいですよ。適当に野菜か何かを少し切って、一緒に煮込んだり炒めるだけでもいいですから」

「かしこまりました。では、使わせていただける食材を教えていただけると」

「うーん、そうだな……何にしようかな……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は何をベースにして料理を作らせようかと考えながら、今後もナルソンたちと一緒に食事をすることができるとなって安心していた。

　やはり食事は１人で食べるよりも、誰かと一緒に食べたほうが
美味
 おい

 しいし楽しいものだ。

　それに、食事の用意を断るような真似をされて、いい気分のする人などいない。

　ナルソンたちの顔も潰さないで済んだ。

　何とも上手い具合に話が転がり込んできたと、
一
 かず

 
良
 ら

 は気分が軽くなるのを感じていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の隣で、ハベルは上手く話を通すことができたとほっとしていた。

　実のところ、ハベルはジルコニアの話を
鵜
 う

 
呑
 の

 みにはしていなかった。

　ジルコニアの話では、
一
 かず

 
良
 ら

 はハベル邸での料理には満足していたが、ナルソン邸の料理には満足していなかったということらしい。

　だが、そんなことがあるのだろうかと、ハベルは初めから疑問に思っていた。

　ナルソン邸で働く料理人は、超一流の腕を持っているはずである。

　ルーソン邸で働く料理人、もとい
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちも、相当に腕の良いものたちばかりではあるのだが、ナルソン邸の料理人よりも格段に腕が良いなどということはあるはずがない。

　そう考えると、
一
 かず

 
良
 ら

 がルーソン邸での食事の席で見せた反応は、自分やバレッタたちを気遣っての演技だったのではないだろうか、という考えにたどり着いたのだ。

　ということは、もしジルコニアの言うとおりに、自分の家の料理を担当している者を
一
 かず

 
良
 ら

 にあてがったとしても、何の意味もないどころか
余
 よ

 
計
 けい

 に不評を買ってしまう可能性がある。

　かといって、それを正直にジルコニアに話してしまえば、マリーをナルソンや
一
 かず

 
良
 ら

 の
庇
 ひ

 
護
 ご

 
下
 か

 に入れるというチャンスを逃してしまうことになる。

　ならばどうすればいいのかと考えた結果、絶対に
一
 かず

 
良
 ら

 の不評を買わない手段として、先ほど提案したような内容を思いついたのだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はこちらが誠心誠意頼めば、
無
 む

 
下
 げ

 に断るような性格ではない。

　それは一緒に行った河川の視察を通して
把
 は

 
握
 あく

 していた。

　それを踏まえて、一か八かで
一
 かず

 
良
 ら

 に願い出た結果、上手くいったというわけだ。

　――これでマリーもあの生活から解放されるな……父上も、ジルコニア様が直接話を通してくだされば折れざるをえないだろう。

　後は、マリーがカズラ様に気に入ってもらうことができれば
安
 あん

 
泰
 たい

 だ。

　自身の取った行動が上手くいったことに
安
 あん

 
堵
 ど

 しつつ、ハベルは遠目に従者たちに混じって野営準備を手伝うマリーの姿を見つけて、目を細めた。

　

　夕暮れ色に染まる野営地の片隅で、マリーは緊張した表情で
芋
 いも

 の皮を剥いていた。

　ナイフを持つ手元は緊張のせいで震えており、皮剥きの作業は遅々として進まない。

　目の前の簡易テーブルの上には、野菜がいくつか置かれている。

　今からこれらの野菜を少しずつ刻んで、
一
 かず

 
良
 ら

 の用意した食材と一緒に煮込む手はずとなっていた。

　テーブルの脇には部隊が持参した日干しレンガで即席の
釜
 かま

 
戸
 ど

 が作られており、その上には青銅の小鍋が設置されている。

　小鍋の中には、
一
 かず

 
良
 ら

 の用意した野菜シチューが入っていた。

「そんなに緊張しなくていいですよ。別にご馳走を作ってくれって言ってるわけじゃないんで。野菜を少し切って、
鍋
 なべ

 の中のものと一緒に煮込んでもらうだけでいいですから」

　その様子を近場から眺めていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、あまりにも緊張した様子のマリーを見かねて、声をかけた。

「は、はい！　ああっ!?
 」

　マリーは声をかけられてなおのこと緊張してしまったらしく、手を
滑
 すべ

 らせて危うく
芋
 いも

 を取り落としそうになった。

　ナイフを持っている手にも力が入りすぎており、これでは
怪
 け

 
我
 が

 をしかねない。

「も、申し訳ございません。普段はもっと手際良くこなせるのですが……」

　それまで
固
 かた

 
唾
 ず

 を呑んで調理の様子を注視していたハベルは、気が気ではないといった様子で
一
 かず

 
良
 ら

 に謝罪をした。

　ハベルとしては、ここまできて先ほどの話を
反
 ほ

 
故
 ご

 にされたりしてはたまらないのだ。

　マリーには何とか手際の良いところを見せてもらい、少しでも
一
 かず

 
良
 ら

 に与える印象を良くしておきたい。

「うーん……やっぱり私が見ていると緊張しますかね？」

「いいい、いえ！　けけ、決してそのようなことは！」
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　明らかに緊張しきった様子で答えるマリーに
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑すると、隣にいるハベルの肩を軽く叩いた。

「その辺を一回りしてきます。ハベルさん、後はよろしく」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、どこかへと歩いていってしまった。

　ハベルは遠ざかっていく
一
 かず

 
良
 ら

 の背を見送りながら、大きくため息をついた。

「おいおい、頼むよ……せっかくカズラ様から許可をいただいたっていうのに……」

「申し訳ございません……ですが、カズラ様ほどの大貴族様に直に見られながらでは……」

　マリーは
一
 かず

 
良
 ら

 がいなくなったことで緊張が解けたのか、多少ほっとした様子だ。

　馬車内で
一
 かず

 
良
 ら

 と話していたとはいえ、マリーにとって
一
 かず

 
良
 ら

 は雲の上の存在だ。

　それに、馬車に相乗りさせてもらっただけでも
畏
 おそ

 れ多いというのに、今度は
一
 かず

 
良
 ら

 の専属料理人に突如として
抜
 ばつ

 
擢
 てき

 されてしまった。

　これで平静を保てるほど、マリーの心臓は強くはない。

「あの、カズラ様ってナルソン様にも引けを取らないほどの大貴族様なのですよね？　そのようなお方の専属料理人に、私のような者がなってもよろしいのでしょうか……それに、私の料理の腕はお
屋
 や

 
敷
 しき

 のみんなに比べればまだまだですし……」

「マリー」

　自身の身分と料理の腕に不安があるのか、マリーは小声で弱音を吐きながらハベルに心配そうな眼差しを送る。

　ハベルは周囲を見渡してから、同じく小声でマリーに語りかけた。

「不安なのは分かるが、これはお前がルーソン家を出ることのできる絶好の機会なんだ。お前だって、いつまでもあんなところにいたくはないだろう？」

「それは……はい。ですが、これではカズラ様やジルコニア様を
騙
 だま

 してしまっているようで……それに、ハベル様がノール様と交わしてくださった約束のこともありますし……」

「人聞きの悪いことを言うなよ。別にカズラ様やジルコニア様を
騙
 だま

 してはいないし、嘘もついてはいないさ。これが上手くいけば父上はお前の所有権を
諦
 あきら

 めざるをえないだろうけど、俺はそれにかこつけて約束を全部
反
 ほ

 
故
 ご

 にするつもりはない。お前は
余
 よ

 
計
 けい

 なことを考えないで、自分の役目に集中しろ。カズラ様のお気に召すような料理を、１日でも早く作れるようになるんだ」

「……はい」

　マリーは
頷
 うなず

 いたものの、内心ではまだ不安に思っているらしく、その表情は
曇
 くも

 ったままだ。

　いくらルーソン家を出ることのできる好機とはいえ、このようなやり方は不本意なのだろう。

　そんなマリーの様子にハベルは少々苛立ちを覚えたが、それを表情に出したりはしない。

　ハベルは一つ息をつくと、先ほど
一
 かず

 
良
 ら

 と交わした約束についてマリーに説明しておくことにした。

「それはそうと、カズラ様から預かった食材は絶対に他の者には食べさせないでくれ。カズラ様から厳命されているんだ」

「はい、それはもちろん……あの、味見はしてもいいのですよね？」

「味見くらいならかまわないんじゃないか？　むしろ、味見なしで料理しろと言うほうが無理があるだろう」

「そうですよね……えっと、お野菜を入れる前に味をみておかないと……」

　マリーは持っていた
芋
 いも

 とナイフをテーブルに置くと、木製の小皿とおたまを取って
鍋
 なべ

 に向かった。

　
鍋
 なべ

 から野菜シチューを少量取り出して小皿に移し、口をつけて傾ける。

「……
美味
 おい

 しい」

　野菜シチューを初めて口にし、今までに食べたことのない味に目を見開く。

　口の中に広がる風味とまろやかさが絶妙で、その
美味
 おい

 しさに味見をしているという本来の目的を忘れてしまいそうになる。

　強制的に意識を引き戻して味付けの再現方法を考えてみるが、どんな食材を使えばこの味を再現できるのか、さっぱり分からない。

　今マリーが口にした野菜シチューは、
一
 かず

 
良
 ら

 がデパートの高級ギフトコーナーで購入したシチュー缶である。

　どこぞの有名ホテル監修の下に作られたものらしく、５缶セットで８０００円もする高級品だ。

　値段相応に手も込んでおり、味もすこぶる良いようだ。

「も、もう一口だけ……」

「お、おい、味見なんだからな？　あんまり食べすぎるんじゃないぞ」

　続けてもう一口分
鍋
 なべ

 からシチューをすくっているマリーを、ハベルは慌てて注意した。

　

　マリーが２口目の味見をしようとしている頃、
一
 かず

 
良
 ら

 は野営地をうろつきながら、夕食の支度をする従者たちの様子を見て回っていた。

「やべ、味見のことすっかり忘れてた」

　味見をしている従者の姿に、思わずその場で頭を抱えるのだった。





　

第３章　こだわる理由

　

　次の日の深夜。

　人目を避けるために深夜にイステリアに到着した一行は、ひっそりと静まり返るナルソン邸の広場で積荷を降ろしていた。

　すでに日は完全に落ちてしまっているため、広場に灯された
松明
 たいまつ

 の付近以外は、かなり暗い。

　ナルソン邸に着くまでに通ってきた街中も例外ではなく、灯りの灯っている家屋は数えるほどしか見受けられなかった。

　そんな中でも近衛兵たちはきびきびと動き、従者たちと協力して黙々と積荷を広場の隅に積み上げていく。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の私物が載せられた馬車にはアイザックとハベルがついており、雑に扱われないようにと目を光らせていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がジルコニアとその作業風景を眺めていると、
屋
 や

 
敷
 しき

 の中からナルソンが現れた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の持つ時計の針はすでに深夜の２時を回っているのだが、ナルソンはまだ起きていたらしい。

「カズラ殿、長旅お疲れ様でした。予定どおりにことは運びましたかな？」

「ええ、予定していた品物はすべて用意できました。いくつか予定にはなかった品物もありますけどね」

「予定になかった品、ですか？」

「ええ、ちょっと珍しいものなので、あまり人目には……あと、かなり量があるので、１階に少し広めの部屋を用意してください。中庭に面している部屋でお願いします」

　部屋を指定した理由は、ガソリン式発電機と水力発電機を使う予定があるからだ。

　発電機の設置場所は外の中庭にする予定なので、２階以上だと配線が長くなりすぎてしまうので都合が悪い。

　また、後々水力発電機を使う都合上、前もって中庭の一部を改造して水路を引かなければならない。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 の敷地内には取水用と排水用の水路が何本か引かれているので、そのうちのどれかを
分
 ぶん

 
岐
 き

 させて、水力発電用の水路としてしまえばいいだろう。

「あと、今後の作業予定なのですが、明日の朝……はちょっと休ませてもらって、午後から穀倉地帯の復興に取りかかります。人手は用意できますか？」

　本来ならば明日の朝一番から作業に取りかかりたいのだが、今の
一
 かず

 
良
 ら

 は
疲
 ひ

 
労
 ろう

 
困
 こん

 
憊
 ぱい

 だった。

　馬車の中でうとうとしたりもしたのだが、熟睡するには揺れが
酷
 ひど

 すぎて、少し眠っては揺れで目覚めるを繰り返していた。

　馬車の車輪は全木製で、ショックアブソーバーのような振動を
減
 げん

 
衰
 すい

 する機構も存在しない。

　そのため、ちょっとした段差や小石を踏みつけるだけで馬車全体が大揺れする。

　マリーは相変わらず酔い止めの精油を手放せなかったし、
一
 かず

 
良
 ら

 自身もイステリアに到着する頃には少し気持ち悪くなっていたくらいだった。

「穀倉地帯を管理している家の者に、指示を出したらすぐに人員を寄越すことができるように用意させてあります。いくらか彼らの所有する
奴
 ど

 
隷
 れい

 も混ざることになるかと思いますが、よろしいですか？」

「……
奴
 ど

 
隷
 れい

 、か」

　
奴
 ど

 
隷
 れい

 と聞いて、
一
 かず

 
良
 ら

 は少し顔を
顰
 しか

 めた。

　以前、バレッタからこの国には
奴
 ど

 
隷
 れい

 制があることを会話の流れで聞いていたので、その存在は知っていた。

　だが、改めて
奴
 ど

 
隷
 れい

 という単語を聞くと、あまり良い気分がしない。

「では、
奴
 ど

 
隷
 れい

 の代わりに私たちの私兵を使いましょう。第１軍団と第２軍団の近衛兵は予備役を除くと全部で６００人いますので、それらをすべて動員致します」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の反応が
芳
 かんば

 しくないと見て取って、ナルソンは代替案を提示した。

　ナルソンたちにとって
奴
 ど

 
隷
 れい

 とはあって当たり前のものであり、日常生活にも密接に関係している、なくてはならない存在だ。

　とはいえ、人間を物として扱っているという自覚は、ナルソンも少なからず持っている。

　
慈
 じ

 
悲
 ひ

 と
豊
 ほう

 
穣
 じよう

 を
 
司
 つかさど

 る神であるグレイシオールの前で、
奴
 ど

 
隷
 れい

 の存在について話すことには
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 するところもあったのだが、何も言わずに
奴
 ど

 
隷
 れい

 を使うのもまずいだろうと思ったのだ。

　だが、ナルソンは
一
 かず

 
良
 ら

 の反応を見て、
奴
 ど

 
隷
 れい

 について口にしたことを後悔した。

　ここでもし、
奴
 ど

 
隷
 れい

 をすべて解放しろなどと言われてしまったら、いくら
一
 かず

 
良
 ら

 の命令とはいえナルソンも即座には
頷
 うなず

 けない。

　そんなことをしてしまえば経済が
崩
 ほう

 
壊
 かい

 してしまうし、
奴
 ど

 
隷
 れい

 解放を実行に移す前に貴族と民衆が怒り狂って、領内は内乱状態になってしまう。

「……いえ、先ほどの指示の内容でかまいません。近衛兵の方々には他にも任務があるのでしょう？」

「近衛兵たちには警備隊が担当する区域と同様の区域の警備と、町の外の
哨
 しよう

 
戒
 かい

 を任せておりますが……」

「それなら、近衛兵の方々はそれらの任務に戻しましょう。今後行う作業は１日や２日では終わらないものばかりです。毎回近衛兵の方々ばかりを当てにするわけにもいきませんからね」

　予想外に現実的な意見を述べてくれた
一
 かず

 
良
 ら

 に、ナルソンは内心驚きながらもほっとした。

　もし
奴
 ど

 
隷
 れい

 の解放を指示されたら、
一
 かず

 
良
 ら

 をどう説得すればいいかと考え始めていたところだった。

「分かりました。それでは、明日の午後に街の城壁の外に人員を召集します。まずは状況が最も悪い北部の穀倉地帯から手を付けたいのですが」

「それでかまいません。あと、私が指示しておいた部品の生産はどうなっていますか？」

「すでに30
 組ほどそろっています。職人たちがもっと作業に慣れれば、さらに生産効率は上がるかと」

　部品とは、以前ジルコニアに指示しておいた水車の部品のことだ。

　イステリアに戻ってくるまでに何個かできていればと思っていたのだが、予想外にもかなりの数ができているらしい。

「おお、そんなにできているんですか。それだけ生産力があるなら、今後も心配はいらなそうですね」

　その様子に、
一
 かず

 
良
 ら

 の隣で会話を聞いていたジルコニアもほっとした表情になった。

　部品生産が順調にいっているか、グリセア村に行っている間も気になっていたのだろう。

「よかった。職人たちには少し多めにお金を渡しておいたから、きっと頑張ってくれたのね」

「なるほど、貰う物を貰ってしまっては頑張らざるを得ないですもんね……さて、そろそろ私は休みたいのですが……」

「おお、それもそうですな。すぐに部屋を用意させます。風呂の用意もさせてありますので、部屋の用意をさせる間に入ってしまわれては？」

「そうさせてもらいますかね」

　とりあえず話をまとめ、
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソンに付いて
屋
 や

 
敷
 しき

 へと向かった。

　――……あれ、何か忘れているような？

　ふと何かを忘れているような気がして、
一
 かず

 
良
 ら

 は
屋
 や

 
敷
 しき

 へと歩きながら頭をひねった。

　だが、思い出そうとしても疲労で頭が回らず、結局考えを
放
 ほう

 
棄
 き

 して風呂へと向かう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が歩き去る背後、大量の荷物の山。

　その中の１つである大型クーラーボックス内では、冷凍された大量の食品とともに詰められたドライアイスの最後の一欠がその役目を終えてから、間もなく12
 時間が経過しようとしていた。

　

　ほどよい温度の湯に肩まで浸かり、
一
 かず

 
良
 ら

 は
恍
 こう

 
惚
 こつ

 の表情を浮かべながら一息ついていた。

　ナルソン邸の浴室の広さは、だいたい６畳ほどだった。

　
浴
 よく

 
槽
 そう

 の広さは２畳ほどで、形は正方形であり、材質は大理石のようだ。

　
浴
 よく

 
槽
 そう

 内には腰をかけて半身浴ができるような段差も備えられていて、腰をかけると腹の中ほどまで湯に浸かることができる。

　浴室の壁と
浴
 よく

 
槽
 そう

 は接した形になっており、壁には湯を注ぐための10
 センチ四方の穴が開いていた。

　湯の温度が低かったり高すぎたりする場合は、その穴に向かって大声で指示を出せば、その先にいる使用人が求めに応じて水やお湯を足してくれるのだ。

　浴室の隅には石で作られた
釜
 かま

 
戸
 ど

 が設置されていた。

　これは浴室の暖房用であり、冬場は
釜
 かま

 
戸
 ど

 で石を焼き、その上に水をかけて水蒸気を発生させ、浴室全体を暖めるらしい。

　
釜
 かま

 
戸
 ど

 が隣接する壁には、燃えた
薪
 まき

 を回収したり追加したりするための小窓も設置されていた。

　天井には排煙用の煙突も備えられ、冬場でも快適に入浴を楽しめそうだ。

　領主の
屋
 や

 
敷
 しき

 の風呂というからには、もっと大きく豪勢なものを
一
 かず

 
良
 ら

 は想像していたのだが、実際は意外とこぢんまりした物だった。

　ルーソン邸で入った風呂もこれに似たようなものだったので、イステリアの貴族が使う風呂はこのようなものが一般的なのだろう。

　だが、これくらいの大きさのほうが小さな温泉宿に宿泊しているような気分に浸れるので、
一
 かず

 
良
 ら

 としては逆に好ましかった。

　ちなみに、ナルソン邸に風呂場は３つあり、全部が同時に埋まるということは滅多にない。

「あー、明日からも忙しいなあ。肥料あれだけで足りるかな……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の持ってきた肥料は全部で45
 トンなのだが、イステリアの穀倉地帯は半端な広さではない。

　いくら大量の肥料を持ってきたとはいえ、それでも穀倉地帯の復活に足りるかと考えると少し不安になってくる。

　だが、
一
 かず

 
良
 ら

 の持ってきた肥料は常識外れの効能を発揮するので、散布量を調節すればかなりの範囲をカバーすることができるだろう。

　後ほど電卓を叩いて、散布できる広さをきちんと計算する必要がありそうだ。

「グリセア村の作物が植物型クリーチャーみたいになってたからな。50
 分の１くらいにまで薄めても大丈夫かな……」

　ちなみに、今回
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきた肥料は牛糞
堆
 たい

 
肥
 ひ

 である。

　日本でこの
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を散布する場合、１坪（３・３平方メートル）当たりの散布量は２キログラムといったところだ。

「風呂から上がったらアイスでも食べなが……ああああーっ!?
 」

　それまでのんびり湯船に浸かっていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、何気なく口にした「アイス」という単語で、とんでもないことを忘れていたことに気が付き、絶叫した。

　遠路はるばる運んできた冷凍食品たちの存在を、完全に失念していたのだ。

「ど、どうなさいましたっ!?
 」

「なにごとですか!?
 」

　絶叫を聞きつけて、若い
侍
 じ

 
女
 じよ

 と警備兵が浴室に飛び込んできた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は湯に浸かったまま、絶望した表情でぷるぷると震えている。

「か、カズラ様？」

「あ、アイスが溶け……あ、いや、なんでもないです。すみません……」

「でも、今の叫び声は……」

「ホントになんでもないです。タオル取ってください……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はふらふらと立ち上がり、
侍
 じ

 
女
 じよ

 からタオルを受け取ると脱衣所に行き身体を拭き始めた。

　女性である
侍
 じ

 
女
 じよ

 に大切な部分を見られてしまった気もするが、今の
一
 かず

 
良
 ら

 にそんなことを気にしている余裕はなかった。

　そのまま無言で服を着ると、ふらふらとした足取りで部屋へと戻っていった。

「お、おい、付き添ったほうがいいんじゃないか？　何だか足取りが危なかったぞ」

「う、うん、そうする。部屋までお送りしたら戻ってくるから」

　慌てて出て行く
侍
 じ

 
女
 じよ

 を見送り、警備兵はもう一度浴室をのぞき込む。特に異常はなさそうだ。

「……アイスってなんだろうか」

　そうつぶやきながら首を
傾
 かし

 げ、彼もその場を後にした。

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 は部屋に戻ると、ダンボール箱の山からクーラーボックスを引っ張り出した。

　少しの間それを無言で見つめ、傍に置いてあったボストンバッグからアナログ式の目覚まし時計を取り出す。

　時刻は午前２時45
 分。

　クーラーボックスの中に入れておいたドライアイスの持続時間を思い起こし、
一
 かず

 
良
 ら

 は身を震わせた。

　ドライアイスの持続時間が切れてから、12
 時間45
 分が経過していた。

　おそらく、中に入っているアイスは全滅しているだろう。

　他の冷凍野菜や加工食品がどうなっているのかは分からないが、早く冷蔵庫を起動しなければ確実に全滅してしまう。

　死んだ魚のような目をクーラーボックスに向けていると、部屋の扉がノックされた。

　かすれるような声で「どうぞ」と声をかけると、アイザックとハベルが部屋に入ってきた。

「カズラ様、私どもはそろそろ家に……あの、どうなさったのですか？」

　困惑気味に見つめてくる２人に、
一
 かず

 
良
 ら

 は泣きそうな顔を向ける。

「……助けてください」

「えっ、何をですか？」

「冷蔵庫を起動するのを手伝ってください……」

「は、はあ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが休むには、まだ少し時間がかかりそうだった。

　

　それから15
 分後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はアイザックを
伴
 ともな

 って、部屋に隣接した中庭に発電機を運び出していた。

　部屋の中にいるハベルにガソリン
携
 けい

 
行
 こう

 
缶
 かん

 を窓越しで渡してもらい、アイザックに持っていてもらう。

　ガソリン
携
 けい

 
行
 こう

 
缶
 かん

 のフタを開けると、そこにホースを突っ込んだ。

　発電機の燃料タンクのフタを開け、ホースを口で吸ってガソリンをギリギリまで吸い上げる。

　そのままホースの口を指で押さえ、高低差を利用して発電機の燃料タンクにガソリンを移し替える。

　ハベルも窓から顔をのぞかせて、その光景を眺めていた。

「何やらすごい匂いがする水ですね……」

　ガソリンが発する独特の臭いに、アイザックは
携
 けい

 
行
 こう

 
缶
 かん

 を抱えたまま顔を
顰
 しか

 めた。

「これはガソリンといって……ええと、力の精霊の力が込められた特別な水なんです。火とは極端に相性が悪いんで、絶対に火の傍に近づけてはいけませんよ」

「えっ、力にも精霊が存在するのですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が即興で考えた適当な説明に、アイザックは驚いて食いついた。

　どうやら、この世界の信仰には力の精霊というものは存在しないらしい。

「うん、いますよ。それっぽいのが色々います」

「そ、それっぽいのですか」

「……うん」

　素で信じてしまっているアイザックに、
一
 かず

 
良
 ら

 は何だかものすごい罪悪感を覚えた。

　だが、今さら否定しても仕方がない。

　それに、ガソリンの性質をそのまま説明してしまうというのも、よろしくない。

　もしガソリンが燃えたり爆発したりする性質を持っていると知られれば、武器として利用できると誰でも思いつくはずだ。

　ここは力の精霊の力が込められている水ということにしてしまい、本来の性質は秘密にしておくほうがいいだろう。

「もし火の傍に近づけると、いったいどうなるのですか？」

「……」

「カズラ様？」

「……意図してそれを行った者は、不思議な力で死ぬことになります」

「……え？」

「不思議な力で死ぬことになります」

「そ、そうですか……力の精霊とは恐ろしい存在なのですね……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の恐ろしい説明を聞き、アイザックは身を震わせた。

　手に抱える物の中身がそんな恐ろしい物だと知れば、恐怖を覚えるのも無理はない。

　そうこう言っている間に、発電機の燃料タンク内はガソリンでいっぱいになった。

　アイザックに
携
 けい

 
行
 こう

 
缶
 かん

 を降ろさせ、ホースを抜いてそれぞれのフタを閉める。

「ハベルさん、冷蔵庫の後ろから出ている黒い
紐
 ひも

 を取ってもらえます？」

「
紐
 ひも

 ……これですか？」

「ええ、それです」

　窓越しに、冷蔵庫の電源コードを受け取る。

「あの、
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の火を消したほうがいいでしょうか？」

　その時、ハベルが不安そうな表情で部屋の中の
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 に目を向けた。

　火を近づけると死ぬと言われたが、どれほど距離をとれば平気なのかが分からないからだ。

「いや、それくらい離れてれば平気ですよ」

「そ、そうですか」

　ハベルから受け取った電源コードを発電機に挿し、使用負荷が４分の１になっていることを確認してから電源を入れる。

　途端に、発電機は小刻みに振動を始め、重低音の騒音を発し始めた。

「……むう、やはりかなりうるさいな」

　深夜ということもあり、静まり返ったナルソン邸では音が響く。

　４分の１負荷の状態でこの騒音ならば、フルパワーで起動した場合の響きっぷりはすさまじいものになるだろう。

「何かこう、腹に響く音ですね。グリセア村での農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 車のような音がします」

「そうですね……ううむ、これは目立つな……」

　これほど音が響くとなると、誰かしら
不
 ふ

 
審
 しん

 に思って様子を見にくるだろう。

　あまり見られていいものではないので、周囲を何かで目隠ししたうえで見張りを立てておく必要がありそうだ。

「アイザックさん、これを人に見られないように警備兵に見張らせたいんで、誰か探してきてもらえませんか？」

「それならば私が見張りに立ちましょう。誰も近寄らせたりはしないので、ご安心ください」

　見張りと聞き、アイザックは即座に自身が立つと申し出た。

　他の者を警備に立たせるよりも自分が立ったほうが、
一
 かず

 
良
 ら

 は安心できるだろうと考えたのだ。

「いや、
貴方
 あなた

 はそろそろ体力が限界でしょう。休まないと倒れますよ……」

　そんなアイザックに
一
 かず

 
良
 ら

 は内心感動を覚えつつも、その申し出をやんわりと断る。

　グリセア村での無理な筋トレに加え、昨日の行軍でアイザックはずっと騎乗していたのだ。

　顔にも疲労が色濃く見られるし、これ以上働かせては倒れかねない。

「いえ、私ならまだ大丈夫です。見張りはしっかりこなしますので、カズラ様はどうぞ安心してお休みください」

「アイザック様、それなら私と交代で見張りを行いましょう。１人でずっとは無茶ですよ」

　頑なな様子のアイザックを見かねて、窓越しに２人のやり取りを見ていたハベルが提案した。

　ハベルも疲れた顔をしているが、アイザックよりはマシである。

「ん、そうか……うん、そのほうが良さそうだな」

　何やら話がまとまった様子に、
一
 かず

 
良
 ら

 は申し出を嬉しく思いつつも２人が心配になった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 をグレイシオールだと認識している人物は限られているので、今２人に体調を崩されては非常に困る。

　どうやら、そろそろ２人にも、一度ドーピング処理を施す必要があるようだ。

「分かりました。ではお２人に見張りをお願いします」

「かしこまりました」

「はい、お任せください！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が了承すると、アイザックは姿勢を正し、勇んで返事をした。

　ハベルもしっかり返事をしたが、アイザックのほうがより気合が入っているようだ。

「では、私は仮眠を取る部屋を手配してきます」

「俺はこのまま見張りに立つから、１刻ほどしたら交代に来てくれ。……あ、それとこれを隠すための板か何かも頼む」

「分かりました」

「あ、ハベルさん、ちょっと待ってください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はハベルを呼び止めると、駆け足で部屋へと戻った。

　そして、ボストンバッグの中からリポＤを２本取り出す。

「これを差し上げましょう。はい、アイザックさんもどうぞ」

　ハベルはリポＤを受け取り、ラベルの貼られた
遮
 しや

 
光
 こう

 瓶を珍しそうに眺める。

　アイザックも窓越しに受け取ると、ハベルと同様に手の中のリポＤに目を落とした。

「それは神の国で作られた秘薬です。それを飲めば、あなた方の体調は完全に回復するでしょう。むしろ、以前よりも調子が良くなるはずです」

「なっ!?
 」

「えっ!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう説明すると、２人は
驚
 きよう

 
愕
 がく

 した表情で
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

　ここであえて「秘薬」と表現したのは、他の食べ物と差別化を図るためだ。

　こうしてしまえば、今２人に渡したリポＤだけが特別な効果を持っているという表現になる。

　日本から持ってきた他の食べ物が特別な効力を持つということの隠れ
蓑
 みの

 にもなるので、言い方としては悪くないだろう。

「そ、そのような物を私たちがいただいてもよろしいのですか!?
 」

「お２人とも、実に
献
 けん

 
身
 しん

 
的
 てき

 に私に尽くしてくれていますからね。これはほんのお礼です。上の部分を右にひねればフタが開くので、ぐいっと飲んじゃってください」

「カズラ様……ありがとうございます！」

　アイザックはよほど感動したのか、リポＤを握り締めながら
目
 め

 
尻
 じり

 に涙を浮かべている。

　ハベルは驚きに目を見開いたまま、
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 とした様子でリポＤを見つめていた。

「あと、このことは私たちだけの秘密です。他の人に言ってはいけませんよ？」

「はい！　では、いただきます！」

　アイザックは深々と礼をすると、リポＤのフタを開けて瓶に口をつけた。

　ハベルもそれに倣い、フタを開けて口をつける。

「……う、
美味
 うま

 い」

「でしょう？　けっこういけるんですよねこれ。そのまま全部飲んじゃってください」

　一気に中身を半分ほど飲み、アイザックは味の感想を述べた。

　ハベルもリポＤの味に、意外そうな顔をする。

「秘薬というからにはすごく苦い味を想像していたのですが……これは
美味
 おい

 しいですね」

　ハベルはそう感想を述べると、残りも全部飲み干した。

　そして、手足を動かし、自分の身体の具合を確かめる。

「あ、そんなにすぐには効きませんよ。効果が出るまで少し時間がかかりますから」

「そうなのですか……」

「では、お２人とも見張りをよろしくお願いします。私はもう少しだけやることがあるので起きていますが、それが終わったら寝ますので」

「お任せください！」

「はい、ごゆっくりとお休みください」

　リポＤの空き瓶を回収し、ハベルが部屋から出て行ったのを見届けてから、部屋の窓を閉めた。

「……さて」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は表情を引き締めると、クーラーボックスの前に歩み寄って
膝
 ひざ

 をついた。

　緊張した表情でパッキンに手をかけ、ロックを解除する。

「頼む、頼む……」

　念仏のように中身の無事を祈りながら、一気にクーラーボックスのフタを開け放った。

「なん……だと……」

　祈るような気持ちで中をのぞき込んだ
一
 かず

 
良
 ら

 は、その光景に
驚
 きよう

 
愕
 がく

 した。

　上段に置かれていたチョコミントバーが、透明の袋に汗をかきつつも原形を留めていたのだ。

「や、やった！　やはり神は存在していた!!
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は大喜びでチョコミントバーの柄を持ち、早速食べようと袋ごと持ち上げた。

「お……」

　だが、その喜びに満ちた顔は、一瞬にして絶望に染まった。

　チョコミントバーはほぼ溶けかけており、表面張力で辛うじてその形を保っていたにすぎなかったのだ。

「……えっ」

　どろりと形を崩して棒から外れ、袋の底にべちゃりとへばりつくチョコミントバーだったもの。すでにそれはアイスではなく、ただの冷たいチョコミントドリンクと化していた。

　よく見てみれば、その周りに置いてあった10
 本近いチョコミントバーたちも、どろどろに溶けていて原形を留めていない。

　今残っていたチョコミントバーは、辛うじて原形を留めていた最後の生き残りだったのだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はしばらく袋越しに棒を持ったまま固まったが、慌てて他の冷凍食品も掘り出し始めた。結果として、アイスは全部溶けていた。

　気の抜けたような悲鳴が、
屋
 や

 
敷
 しき

 にこだました。

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 が冷蔵庫を起動してから、約４時間後。

　ナルソン邸の中庭では、日課の早朝トレーニングを終えたリーゼが、エイラからタオルを受け取っていた。

　リーゼの腰には細身の片手剣が挿されており、近くの木には小型の円盾が立てかけてある。

　どうやら、本日は短槍ではなく剣を使ったトレーニングを行っていたようだ。

「リーゼ様、お疲れ様でした。今日の調子はどうでした？」

「うん、ばっちり。元々剣のほうが得意だし」

　首筋に流れる汗を拭きながら、リーゼはエイラに答えた。

　イステール家に生まれた者は、男女関係なく武器の取り扱いと戦術に精通していなければならない、という伝統がある。

　リーゼも幼い頃からナルソンや側近の護衛兵に戦闘訓練や戦術訓練を受けており、それらの訓練は日々の生活に密着したものとなっていた。

　そして、４年前まで行われていたバルベールとの戦争が休戦状態になってからは、リーゼは主にジルコニアに戦闘訓練の指導を受けていた。

　だが、最近はジルコニアの職務が忙しすぎるために、あまり指導を受けることができないでいた。

　軍部の他の者に指導を頼んだりもしたのだが、ジルコニアの強烈な指導を受けた後だと何か物足りなく感じていた。

　そのため、リーゼは自主的に今までよりも１人で行う訓練時間を多く作り、こうして毎朝精を出しているというわけだった。

「そろそろジルコニア様やアイザック様とも対等に戦えそうですか？」

「無茶言わないでよ。アイザックはともかく、お母様になんて手も足も出ないに決まってるじゃない」

　リーゼの知る限り、１対１の戦闘でのジルコニアの強さは、軍部の中でもトップクラスである。

　腕力はさほどでもないのだが、足
捌
 さば

 きと受け流し、それに相手の動きの先読みが尋常ではないのだ。

　特に、小型の円盾と片手剣を装備した状態のジルコニアの戦闘力はすさまじいものがある。

　近衛兵隊の
熟
 じゆく

 
練
 れん

 兵と比較しても、同等かそれ以上の実力があるだろう。

　アイザックもリーゼと同時期からジルコニアの指導を時折受けており、２人は言わば兄妹弟子のような間柄である。

　リーゼは過去に何度もアイザックと手合わせをしたことがあるのだが、今までに一度も勝ったことがない。

　それもそのはず、アイザックはたとえリーゼが相手であっても戦闘に関しては一切手加減しないうえに、相手が６つも年下の少女だからといって油断するような真似も絶対にしないのだ。

　もっとも、ジルコニアの前で手抜きをするような真似をした場合、その後に
地
 じ

 
獄
 ごく

 を見るのはアイザックなので、仕方がないといえば仕方がないのだが。

　アイザックも気にしているのか、訓練後は何かと気を使ってリーゼに接してきていた。

　だが、その時の印象があまりにも強すぎて、リーゼは何となくアイザックに対してもやもやした気持ちを持っていた。

　もちろん、それを表情や態度に出すような真似は一度たりともしたことはない。

　アイザックの家系であるスラン家は、代々優秀な武官を多数輩出している。

　彼の父親や弟妹、従兄弟に至るまで、そのほとんどが軍人としての職に就いていた。

　スラン家の長男であるアイザックは、その重責を感じてか、日頃から人一倍
自
 じ

 
己
 こ

 
研
 けん

 
磨
 ま

 に心血を注いでいた。

　肉体の
鍛
 たん

 
錬
 れん

 や戦闘訓練もかかさず行っているため、今ではジルコニアを相手にしてもそれなりに戦える程度にまで成長していた。

　とはいっても、あくまでも「それなりに戦える程度」なのだが。

「何かもう、お母様は次元が違うっていうか……やっぱり、実戦を経験しないとダメなのかな」

「それはあるかもしれないですね……そういえば、昨夜ジルコニア様とカズラ様がお戻りになられたらしいですよ。何でも、どこからか大荷物を運んできたとか」

　ジルコニアの話題で思い出したのか、エイラは今朝方の朝礼で申し送りされた連絡事項をリーゼに伝えた。

　ナルソン邸で働く
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちは、常に日勤者と夜勤者で朝礼と夕礼を行い、情報の共有をしている。

　ちなみに、エイラの勤務形態は日勤常勤であるため、夜勤を行うことはない。

　エイラはリーゼ専属の従者をしているので、生活スタイルもリーゼに合わせたものとなっている。

「大荷物？　カズラ様が前に言ってたやつかな」

「荷物が何なのか、ご存知なのですか？」

　以前、リーゼは夕食の席で、
一
 かず

 
良
 ら

 から数日の間イステリアを離れるという話を聞いたことがあった。

　その中で、何やら大量の物資をイステリアに運び込むという話も出ていたのだ。

　また、その物資を使って穀倉地帯を復活させるといった内容の話も出ていたのだが、どういった物資を持ち込むのかといった
詳
 しよう

 
細
 さい

 までは聞かされてはいなかった。

「んっと、前にカズラ様が言ってたんだけど、これから北部と西部の穀倉地帯を復活させるためにカズラ様主導で何かやるらしいのよ。多分、その荷物はそれに使うんじゃないかな」

　リーゼがそう言うと、エイラが驚いたように目を見開いた。

「えっ、北部と西部の穀倉地帯って、日照りで全滅しかかっているって話でしたよね？　それを復活させるんですか？」

「ちょっと信じられない話だけど、確かにそう言ってたのよ。あと、川から水を穀倉地帯に引き込むとも言ってたかな……確か水車っていう道具を使うって言ってたんだけど……」

「水車……聞いたことがない道具ですね。どんな道具なんですか？」

「私が聞いた話だと、丸い木の車輪に板を何枚も取り付けて、川に設置してぐるぐる回す道具なんだって。それに木箱をくっつけて、水を
汲
 く

 み上げるらしいの」

「……ちょっとよく分からないですね」

　エイラは水車の形を想像してみるが、どんな形のものなのかさっぱり分からない。

　説明をするリーゼ自身も詳しくは知らないため、仕方がないといえばそれまでなのだが。

「私も聞いただけだからよく分からないんだけど、それがたくさん作れれば人の手を使わずに大量の水を
汲
 く

 み上げられるんだって。本当だとしたらすごい話よね」

「そうですね。ということは、運んできた荷物はその水車という道具なのでしょうか……あ、そうだ。カズラ様の話で思い出したのですが、昨夜からカズラ様の部屋の前から変な音が響いているらしいんです」

「変な音？」

「はい。気になって調べに行った者もいたみたいなのですが、音のする場所にはアイザック様が見張りをしていて誰も近寄らせないようにしているとかで……あと、その音が出始めてから少し経った後に、カズラ様のお部屋から悲鳴が聞こえたらしいんですよ」

「え、それ大丈夫なの!?
 　賊でも侵入したわけ!?
 」

　何とも穏やかでない話に、リーゼは驚いて問い返す。

「それが、悲鳴の後ですぐに警備兵とアイザック様が部屋に飛び込んだらしいのですが、特になにごともなかったとのことです。ただ、その時カズラ様は何かが全部溶けたと
虚
 うつ

 ろな表情でぶつぶつとつぶやいていたとのことで……詳しいことはよく分かりません」

「そ、そう。ちょっと気になるわね……そろそろ朝食の時間だし、カズラ様に聞いてみようかな」

「あ、カズラ様は今朝は朝食をとらないそうですよ。かなりお疲れとのことで、昼までは寝て過ごすそうです」

「そっか。なら夕食の時にでも……って、こっちから色々聞くのもよくないのかな」

　何があったのか非常に気になるところではあるが、あまりずけずけ質問するというのもよろしくない。

　
謎
 なぞ

 の騒音の発生源も見に行ってみたい気もするのだが、アイザックに見張りをさせているというのなら、よほど人に見られてはまずいものなのだろう。

　ここは、後ほどそれとなく話を振って、それに対する
一
 かず

 
良
 ら

 の反応を見てから判断したほうが良さそうだ。

「今日の午後からって、私は何か予定あったっけ？」

「領内の豪商のヴィルヴェル・マイバッハ様が昼過ぎに面会に参られます。その後、フライス領の貴族のアルデルト・トレーガー様、グレゴルン領の貴族のギュンター・ブランデン様、同じくグレゴルン領の豪商のニーベル・フェルディナント様の順に面会となっております」

　本日の面会者の名前をエイラが列挙すると、リーゼはあからさまに嫌そうな顔をした。

「……ちょっとそれ詰め込みすぎでしょ。勘弁してよ」

「そう申されましても……あと、本日の朝食後にマクレガー様から戦術講義を受ける予定が入ってますね」

「えっと……自由時間は？」

「夕食後になるかと」

「……」

　

　その日の午後。

　太陽が強烈に大地を照りつける中、
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアたちとともに、イステリア北部の穀倉地帯にいた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちの前には、
堆
 たい

 
肥
 ひ

 袋と水車の部品が積まれた数台の荷馬車と大量の荷車、それに加えて３００人近い人員が集められていた。

　現在、集められた人々は５人ごとにグループ分けされている途中であり、それらの指示を出しているのはアイザックとハベルだ。

　集められた者たちは、これから何が始まるのかとざわつきながらも、指示に従ってグループ分けされていく。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちがナルソン邸を留守にしている間、中庭に置きっぱなしになる発電機の見張りには、アイザックの部下のルートという名の兵士が付いた。

　以前グリセア村で
一
 かず

 
良
 ら

 が捕縛された際、アイザックに付き従っていた兵士の１人がルートである。

　ルートはアイザックの従兄弟であるらしく、アイザックが言うには、非常に真面目で信頼できる人物とのことだ。

「さて、始めますかね。ジルコニアさん、今分けたグループに荷車を１台ずつ振り分けてください」

「はい」

　グループ分けが終わったのを見計らい、
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアに指示を出した。

　ジルコニアは傍に控えさせていた従者を使い、荷車を各グループの前に運ばせる。

　ほどなくして、60
 台の荷車がそれぞれのグループに割り振られた。

　荷車の上には、
堆
 たい

 
肥
 ひ

 の詰まった布袋が５個積み重なっている。

「次に、その辺の地面を浅く掘り起こしてください。掘り起こし終えたら、布袋に入っている土をいくらか加えて、よく混ぜます」

　続けて出された指示に、各グループは
鍬
 くわ

 を使って一斉に地面を掘り始めた。

　からからに乾いた地面を掘り起こすのは少々手間だが、皆で何とかして地面を掘り起こす。

　ある程度の範囲を掘り起こし終えたグループにアイザックとハベルが歩み寄り、布袋から
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を少量出して、掘り起こされた土の上に
撒
 ま

 いた。

　アイザックとハベルは付近の者から
鍬
 くわ

 を受け取り、見本として土をよく混ぜて見せる。

「そんな具合で、しっかりと混ぜてくださいね。散布範囲は布袋１つあたり……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそういって、歩数を数えながら歩き出した。

　だいたい35
 メートルほど歩いたところでいったん立ち止まり、今度は真横に35
 メートルほど歩いて足を止めた。

「これくらいの範囲に、なるべく均等になるように、今やった方法で
撒
 ま

 いてください。布袋１つ分を
撒
 ま

 き終わったら、まだ
撒
 ま

 いていない畑に移動して、先ほどの作業をひたすら繰り返します。これを北部一帯のすべての畑に行います」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう説明すると、集められた者たちの顔に
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の色が浮かんだ。

　範囲は北部一帯に限定されているとはいえ、穀倉地帯は半端な広さではない。

　いったいどれほどの時間がかかるのかと考えると、思わず気が遠くなってしまう。

　だが、そんな反応を見ても
一
 かず

 
良
 ら

 は特に動じなかった。

　というのも、昨夜のうちに電卓を叩いて、散布できる範囲と作業にかかるであろうだいたいの時間を計算しておいたのだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の計算上、持ってきた45
 トンの
堆
 たい

 
肥
 ひ

 を通常の50
 分の１に薄めて使用した場合、散布できる範囲は３７１万２５００平方メートルである。

　数字で表すと分かりにくいが、これは東京ドーム約79
 個分の広さをカバーできるということだ。

　畳に換算すると、約２２５万枚分の広さである。

　３００人の人員を60
 のグループに分けて作業を行わせれば、35
 メートル四方の肥料散布が同時に60
 回行われることになる。

　用意してある
堆
 たい

 
肥
 ひ

 袋は全部で３０００袋なので、１グループが１袋当たりの散布に２時間かかるとして計算すると、１日８時間労働でも４袋を消費することになる。

　グループは全部で60
 組なので、単純計算でも１日あたり２４０袋が消費される計算だ。

　途中で何か天災などのトラブルでも起きない限り、２週間もあれば用意した
堆
 たい

 
肥
 ひ

 をすべて使い切ることができるだろうと
一
 かず

 
良
 ら

 は考えていた。

「あと、散布を行う際は各グループが横一列になって同時に行うようにしてください。先に終わったからといって、どんどん先に作業を進めてはダメです。散布箇所が重なったりする原因になりますからね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう注意すると、
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 とした様子で自分に視線を送る者たちを見渡した。

「言い忘れてましたが、この作業が完了した
暁
 あかつき

 にはイステール家より給金が支払われます。作業の精度や進み具合によっては色を付けることも考えるので、皆さん張り切って作業に臨んでくださいね」

　それを聞き、それまで死人のような表情になっていた者たちの顔に生気が戻った。

　
御
 ご

 
褒
 ほう

 
美
 び

 が先に待っているのとそうでないのとでは、作業に取り組む意気込みもだいぶ違ってくる。

「では、始めてください。よろしくお願いします」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の合図で、各グループは一斉に作業を開始した。

　

「さて、あとはアイザックさんとハベルさんに任せて、私たちは川へ向かいましょうか。確かこのまま北に向かうとあるんでしたっけ？」

　作業をする人々に目をやりながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は隣に立つジルコニアに問いかけた。

「はい。北西の山岳地帯から繋がっている大きな川が流れています。ここから歩いて四半刻の半分といったところですね」

　数日前に借りたイステリアの周辺地域の地図には、河川や山岳地帯の位置の他に、丘や泉、森林地帯や湿地帯の場所までが詳しく記載されていた。

　川は北部の穀倉地帯と東部の穀倉地帯をぐるりと
舐
 な

 めるように流れている。

　そこから分かれた支流の何本かが、隣接する穀倉地帯やイステリアの街なかに繋がっている。

　此度の日照りで作物が全滅しかかっている箇所は、日照りによって川の水量が減少した影響をモロに受けてしまった場所が大半だ。

　水路自体は穀倉地帯の丘陵の少ない部分に多数引かれているのだが、場所によっては川の水量が急激に減ると、高低差の問題で水が水路に入らなくなってしまう。

　あちこちにため池のようなものもいくつか作られているのだが、それすら枯れ果ててしまっているらしい。

　イステリア北部と西部の被害状況が他の地域に比べて
酷
 ひど

 い理由は、おそらく北西の山岳地帯から吹き降ろす熱波が原因の一端なのだろう。

　南部と東部の穀倉地帯は山岳地帯から離れているうえに、イステリアの街が熱波をさえぎる
障
 しよう

 
壁
 へき

 となっているので、被害がある程度軽く済んでいるのだ。

「四半刻の半分っていうと15
 分くらいか……分かりました、早速向かいましょう。現地で水車を組み立てるので、従者の方も全員付いてきてください」

　水車の部品を載せた馬車と護衛の兵や従者たちを連れ、
一
 かず

 
良
 ら

 は川へ向かって歩き出した。

　

「ハベル、体の調子はどうだ？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちを見送りながら、アイザックは隣にいるハベルに話しかけた。

「信じられないくらい良いですね。まるで体の中身をすべて新調したかのようですよ。今までの疲労感が嘘みたいです」

　２人は
一
 かず

 
良
 ら

 にリポＤを貰うまで、長時間のラタによる移動のためにかなり疲労していた。

　だが、リポＤを飲んで２時間が経過する頃になって、体が急激に軽くなったのだ。

　２人とも今朝は２時間ほどしか仮眠をとっていないにもかかわらず、体調は絶好調だった。

　まるで魔法でもかけられたかのような急激な体調の変化に、２人はただただ驚いていた。

「カズラ様は神の国の秘薬と言っていたが、まさかここまですさまじいものだとは思わなかったな……」

「そうですね。これほどの効力があるのなら、どんな病気だろうが治ってしまいそうで……あれ？」

　ハベルはそこまで言いかけて、ふと小首を
傾
 かし

 げた。

「ん、どうかしたか？」

「いえ、これほどの効力のある秘薬を持っているのに、カズラ様はどうしてあそこまで疲れたご様子だったのかと思いまして」

　ハベルが今まで見ていた限り、
一
 かず

 
良
 ら

 は毎日目の下にクマを作ってヘロヘロになって働いていた。

　疲労を感じたらひたすら秘薬を飲んでいればすぐに元気になるはずなのに、なぜ
一
 かず

 
良
 ら

 は秘薬を飲まないのだろうとハベルは疑問に思ったのだ。

「それもそうだな……まさか、我々のために秘薬を使わずに取っておいたということはないだろうし……」

　ハベルの言葉を受け、アイザックも合点がいかないといった様子で考え込んだ。

　何か特別な理由でもあるのだろうかとも考えたが、
一
 かず

 
良
 ら

 に直接聞いてみないことには分かりようもない。

「だが、カズラ様にその理由を聞くというのもな……何か事情があるのかもしれないが、俺たちが立ち入っていいような領域の話ではないだろう。素直に秘薬をいただいたことに対する感謝の気持ちを持っておくに留めるべきだ」

「そう……ですね」

　そう
諭
 さと

 され、ハベルは心配そうな視線を遠目に見える
一
 かず

 
良
 ら

 の背に向けながら
頷
 うなず

 いた。

　ハベルとしては、最近目に見えて疲労している
一
 かず

 
良
 ら

 の体調が気になって仕方がないのだ。

　今
一
 かず

 
良
 ら

 にもしものことがあっては、ハベルとしては非常に困る。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は人間ではなく、グレイシオールという神であるはずなので、過労で倒れたり死んだりするようなことはないだろうとは思っている。だが、それでも心配になってしまうのだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が現れるまでのハベルは、第１士官練兵隊の副官という立場にすぎず、軍部の中では大した権限は持っていなかった。

　唯一持っていたステータスといえば、４年前まであったバルベールとの戦争時に、同じ戦列に加わっていたアイザックと何とか接触することに成功し、その後のまめな交流のおかげで得ることのできた『アイザックのお気に入り』という立ち位置くらいだった。

　そのおかげで、１年ほど前にアイザック直々の指名で第１士官練兵隊の副官に
抜
 ばつ

 
擢
 てき

 されることには成功したのだが、ハベルの出世はそこで止まっていた。

　ハベルはアイザックにくっついて出世をしていくようなかたちを狙っていたため、アイザックが出世しなければハベルも出世できない。

　アイザックはナルソンに非常に気に入られているため、アイザックが好意を寄せているリーゼとも、すぐにくっつくことになるとハベルは予想していた。

　だが、いつまでたっても２人はくっつく様子がない。

　リーゼもアイザックに対して非常に好意的にふるまっているような
噂
 うわさ

 は聞くのだが、どういうわけか２人の仲が進展したという話がまったく入ってこないのだ。

　アイザックがリーゼと結婚をしてしまえば、アイザックはイステール家の次期頭首という立場になる。

　当然ながら強大な発言力と権力を保持することになるため、アイザックに近しい存在のハベルも自然と要職に就くことになるはずだ。

　アイザックが所有することになるであろう軍団の副官とまではいかないにしても、軍団内の重装歩兵中隊や騎兵隊の指揮官か副官くらいになら、運がよければ
抜
 ばつ

 
擢
 てき

 されるかもしれない。

　そうなれば、将来は約束されたも同然だ。

　だが、いつまでたっても２人はくっつかない。

　アイザックは馬鹿が付くほどの真面目な性格のため、思い切って手を出すことができないのだろうかともハベルは考えたのだが、

「いけそうな雰囲気になったら、隙を突いて襲ってしまえ」

　などと進言するわけにもいかず、やきもきしながら日々を過ごしていた。

　だが、
一
 かず

 
良
 ら

 が現れてからは、そのような
膠
 こう

 
着
 ちやく

 した状況が一変した。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がグレイシオールであるという事実を知っている人物は限られているため、当然ながら
一
 かず

 
良
 ら

 と関わる内容の仕事はアイザックとハベルに割り振られる。

　その過程でハベルはナルソンやジルコニアとの面識を得ることができ、ナルソン以上の強力な発言力を持つ
一
 かず

 
良
 ら

 の側近という役職も得ることができた。

　今後もこの立場を守っていくことができれば、将来的には軍部でかなりの地位に就くことができるだろう。

　だが、現時点ではまだハベルの出世が決定されたわけではない。

　ここでもし、
一
 かず

 
良
 ら

 が過労で倒れたり病気になるようなことにでもなれば、逆に
一
 かず

 
良
 ら

 の側近である自分やアイザックに責任問題が及ぶことになる。

「ですが、最近のカズラ様はかなりお疲れのように見受けられます。秘薬の使い方に対して口を出すことは控えるにしても、カズラ様になるべくご負担をかけすぎないような作業日程に我々で調整していくべきでは……」

「そうだな、俺もそう思うよ」

　ハベルの言葉に、アイザックはふっと目元を緩めた。

　ハベルが自分と同じように
一
 かず

 
良
 ら

 のことを考えていると感じ、嬉しくなったのだ。

「いくら復興を急がなければならないとはいえ、カズラ様にもしものことがあっては取り返しがつかないからな。どうも、カズラ様は放っておくといくらでも働いてしまうお方のようだから、今後はきちんとお休みいただけるように進言するとしよう」

「はい」

　アイザックがそう言うと、ハベルは少し安心したかのように表情を緩めた。

「その代わり、俺たちは今まで以上に精いっぱい働こう。どれほどカズラ様のお役に立てるかは分からないが、少しでもカズラ様のご負担を減らさなければならないからな」

「もちろんです。身を粉にして働く覚悟ですよ」

「うむ、その意気だ。頼りにしているぞ」

　アイザックは
微笑
 ほほえ

 むと、ハベルの背をぽんと叩いた。

　

　２人がそんなやり取りをしている頃、
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアと並んで穀倉地帯を北に向かって歩いていた。

「ううむ、これは
酷
 ひど

 い有様だな……ほとんどの作物はもうダメになってるんじゃ……」

　歩きながら目に入る畑一面には、茶色く変色した作物がぐったりと横たわっていた。

　
稀
 まれ

 に多少緑色を残した作物も見受けられるが、目に映る範囲の９割９分の作物が前述のような状態となっていた。

「このあたりの作物はもうダメでしょう。ですが、川の近くにまで行けば無事な作物も多いはずです。あと、今は水が枯れてしまっていますが、ため池の周辺の作物も少しは無事なものがあるかと」

「というと、今から水を引いても助かる作物はごく一部ってことですか……これは思ってた以上に深刻だな」

　いくら肥料と水を与えても、肝心の作物が枯れてしまっているのでは意味がない。

　もちろん、日本から持ってきた肥料を局地的に大量投入して、生き残った作物の成長を大幅に
促
 そく

 
進
 しん

 するという手段もとることはできる。

　だが、それはニッチもサッチも行かなくなった場合の最終手段だろう。

　作物の異常成長はあまりにも目立つので、できればあまり目立たない程度の成長
促
 そく

 
進
 しん

 に抑えておきたい。

　下手に
噂
 うわさ

 が広まって、アルカディアの王都や他領から横槍を入れられてしまっては、スムーズな復興などできようはずもないからだ。

　水車などの先進的技術の投入も目立つことは目立つが、こちらはイステリアの技術者が発明したなどということにすれば、ある程度説明もつく。

　だが、作物の異常成長は合理的な説明をすることは不可能だ。

　やるとしても、あまり極端な成長
促
 そく

 
進
 しん

 は避けるべきだろう。

「今植えてある作物からの収穫はあまり望めませんが、今からでも水を引くことができれば、次の作物の種を
蒔
 ま

 く準備はすることができます。今のままでは土が乾きすぎていて、種蒔きすらできませんので」

「確かに、あまりにもからからに乾いていては芽も出ませんからね……川から
汲
 く

 んだ水を使って、種蒔きなどは行わなかったのですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が問うと、ジルコニアは少し意外そうな顔で
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

「この状況下でそれを行うと、
蒔
 ま

 いた種が煮えてしまうので……例年ならばそろそろ気温も下がってきて、間もなく種蒔きを行えるようにもなるのですが、今年の暑さは異常なので」

「あ……それもそうですね」

　その反応を受けて、
一
 かず

 
良
 ら

 は内心少し焦りながらも、それを表情には出さずに答えた。

　――やべ、今のは
豊
 ほう

 
穣
 じよう

 の神にあらざる質問だったな……農業の基礎くらいちゃんと勉強しないと。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は父親の
真
 しん

 
治
 じ

 が趣味でやっている家庭菜園の手伝いをしたことは時折あったが、農業の知識はほとんど持っていない。

　以前バレッタと行った勉強である程度は学んでいるのだが、それは本から学んだだけの付け焼刃の知識だ。

　もっとも重要な経験から得た知識をほとんど持っていないので、今のような基本的な事柄に対して、とんちんかんな意見を言うといったことも
稀
 まれ

 に起こってしまう。

　こんなことならば、もっと本腰を入れて家庭菜園の手伝いをしておけばよかった。

「とにかく、まずは川に水車を大量に設置して、既存の水路に水を流しましょう。水車を設置してしまえば、今後は溜め池に頼らずとも……ん？」

「どうかなさいましたか？」

　突然言葉を切って考え込み始めた
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアは首を
傾
 かし

 げた。

「いや……ちょっと教えて欲しいんですが、この辺って冬場になるとどれくらい寒くなりますかね？」

「冬場は池の水が凍りつくくらいにまで冷え込みます。例年、12
 月から２月の終わりまでは、雪もかなり降りますね」

「なるほど……うん、これはちょっといい考えかもしれない」

「いい考え、ですか？」

　１人で
頷
 うなず

 く
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアは期待をにじませた視線を向ける。

「ええ、まだ思いつきの段階ですが、上手くいけば市民の食生活の改善とお金儲けを同時に行えるかもしれません。具体的に考えてみたいので、後で相談に乗ってもらえますか？」

　その言葉に、ジルコニアは期待に
瞳
 ひとみ

 を輝かせて
頷
 うなず

 いた。

　どんな話なのか想像もつかないが、
一
 かず

 
良
 ら

 の申し出であれば悪い話であるはずがない。

　もとより、提案を拒否するような選択肢などありはしないのだ。

「もちろんです。期待していますね」

「あ、いや、まだ思いつきの段階ですからね？　上手くいくと決まったわけでは……」

「はい。でも、どんなお話なのか楽しみです」

　すでに上手くいくと確信しているかのような様子のジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑を返した。

　それからさらに数分歩き、
一
 かず

 
良
 ら

 たちはイステリアの北部に流れる大きな川に到着した。

　川幅はかなりの大きさのようだが、水位の低下によって両岸の川底の一部が露出してしまっている。

「これは大きな川ですね。水車の設置できそうな場所は……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は近くにあった大きな岩によじ登り、水車の設置に向いていそうな場所を探して辺りを見渡した。

　川はほとんど直線で、遠目に穀倉地帯の中やイステリアの街中へと向かう支流が何本か見える。

「あの辺りにしましょうか。指示を出すので、地面を掘って水車用の水路を作りましょう」

　川の近くに掘られてあった乾いた水路を見つけ、岩から飛び降りて歩み寄る。

　水路は川に繋がっているが、川の水位が下がりすぎて水が入っていない状態だ。

　この水路をもっと深く掘り、水車用の水路として作り変えてしまえばいいだろう。

「この水路を、川の水が取り込める程度の深さにまで掘ってください。掘る範囲はここから……ここまででお願いします」

　付近に落ちていた石を拾い、地面をなぞって印を付けた。

　グリセア村で作製した水路とほぼ同じ幅の水路を作るのだ。

「あと、水車の支柱を立てるための穴も掘ってください。手の空いている人は水車の組み立てと、
汲
 く

 み上げた水を受ける木製水路の組み立てをお願いします」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が指示を出すと、すぐにジルコニアが近くの従者に作業を割り振る。

　従者たちは馬車に駆け寄ると、青銅製の歯が付いた
鍬
 くわ

 や、平たいシャベルのような道具を取り出して一斉に作業を開始した。

「さて、水車の組み立てを始めましょう。組み立て方は私が教えるので、やりながら覚えてください。これ以外にも何個も水車は組み立てないといけないので」

「あなたたちも組み立てを手伝いなさい。他の者は木製水路を作るように」

　従者の大部分は水路掘りに当たってしまっているので、10
 名ほどいる護衛の兵士にも作業を割り振る。多少、人員過剰な気もするが、少ないよりはいいだろう。

「カズラさん、水車は作らせてある分すべてを穀倉地帯に設置するのですか？」

「いえ、全部設置しないといけないってわけではないです。穀倉地帯の水路に十分に水が送れるような状態になったら、残りは別の場所に設置します。その際、水車には改良を加えますけどね」

「改良……ですか？」

「うん、改良です」

　何をどうするのだろう、といった表情で小首を
傾
 かし

 げるジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は少し自信ありげな表情を向ける。

「何も、水車は水を
汲
 く

 み上げるだけの道具じゃないってことです。少し手を加えてやれば、様々な道具を動かす動力にもなるんです」

「えっと……具体的にはどのような道具のことでしょうか？」

「１つ例を挙げますと、水車の動きに連動していつまでも勝手に動き続ける製粉機ですかね。人の力を使う必要がないので、作業効率が今までの何倍にもなると思いますよ」

「何倍にも……ですか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が水車を動力とした機械の例を挙げると、ジルコニアはどこか現実味が感じられないといった様子でつぶやいた。

　今まで水を
汲
 く

 み上げるだけの道具だと思っていた水車にそのような使い方もあるといきなり教えられても、現物を見ないことには実感が湧かないのだろう。

「私の指示したやり方で穀倉地帯の復活が成されれば、食糧生産量は以前に比べて跳ね上がるでしょう。ですが、それによって今度は事後処理の手間も増加します」

　
堆
 たい

 
肥
 ひ

 の効果によって、上手くいけば数ヵ月後には大量の作物を収穫することができるだろう。

　今は枯れてしまっている作物が多いが、その次の作物の収穫はかなり期待が持てるはずだ。

　だが、今度はそれによって収穫された作物……特にパンを作るために使う穀物類の
脱
 だつ

 
穀
 こく

 や、製粉の作業量が大幅に増加するはずである。

　これを何とか効率的に処理することができれば、作物の増産効果も相まって、食料の流通価格を大幅に下げることができるだろう。

　市民の生活もかなり楽になるはずだ。

「この国の農業についてはまだ詳しく知らないので教えて欲しいのですが、パンに使う穀物などは、どうやって
脱
 だつ

 
穀
 こく

 や製粉をしているのですか？」

「パンに使うパン麦などは、何本か木の棒を渡した台の上に穂を束ねて重ね、それに棒を打ちつけて
脱
 だつ

 
穀
 こく

 します。
粥
 かゆ

 やラタなどの飼料にも使われるラタ麦は、束ねた穂を火であぶって
脱
 だつ

 
穀
 こく

 を行いますね。製粉する場合はどちらも
石
 いし

 
臼
 うす

 を使っています」

　どうやら、この世界の
脱
 だつ

 
穀
 こく

 作業はかなり原始的な手法をとっているらしい。

　棒で穂を打ち付けて
脱
 だつ

 
穀
 こく

 するといった方法は、
一
 かず

 
良
 ら

 が子供の頃に小学校か中学校の歴史の授業で習ったような記憶も何となく残っていた。だが、穂を火で炙って
脱
 だつ

 
穀
 こく

 するといったやり方は初めて聞いた。

「火であぶるんですか……見たことがないのでよく分からないんですけど、ラタ麦の実が燃えてしまったりはしないのですか？」

「あぶって穂が地面に落ちたらすぐに踏みつけて火を消してしまいますから、実が燃えることはありませんよ。後でご覧になられますか？　なかなか楽しいですよ」

　作業風景を思い浮かべているのか、ジルコニアは懐かしむように
微笑
 ほほえ

 み、説明する。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は今までに何度もジルコニアの笑顔は見たことがあったが、このように自然な
微
 び

 
笑
 しよう

 を見るのは初めてだった。

「そうですね、ぜひ一度……あの、ジルコニアさんはそういった作業をしたことがあるんですか？」

「ええ、元々私は農民でしたので、畑の世話や刈り入れなども毎年行っていました。16
 の時にナルソンと結婚してからは、一度もやっていませんけどね」

　予想外の発言に、
一
 かず

 
良
 ら

 は内心驚いた。

　てっきりジルコニアは
生
 きつ

 
粋
 すい

 の貴族だと思っていたのだが、実はそうではないらしい。

　農民の身分にもかかわらず、領主を務めるほどの大貴族であるナルソンと結婚するとは、いったいどんな経緯があったのだろうか。

　――の、農民だったのか。結婚までの経緯がかなり気になるな……そういえば、この人いったい何歳なんだ？

　見たところ、ジルコニアはかなり若く見える。

　感覚的にだが、
一
 かず

 
良
 ら

 と大して年齢差はないように思えた。

「では、ジルコニアさんにとっては
手
 て

 
馴
 な

 れた作業なんですね。でも、やはり何年も間が空くと、感覚を忘れてしまっていたりはしますかね？」

「そうですね……農作業をやらなくなってからもう10
 年も経つので、今やっても上手にはできないかもしれません。今度試しにやってみようかな」

　――というと26
 歳か。俺の１個上だからほとんどタメじゃないか……あれ？

　上手いこと話の流れを使い、ジルコニアの年齢を聞き出すことに成功した。

　だが、そこまで聞いて、
一
 かず

 
良
 ら

 の中に１つ疑問が浮かんだ。

　リーゼとジルコニアの関係である。

　――リーゼさんって何歳なんだ？

　見たところ、リーゼは10
 代半ばくらいの年齢に見えるのだが、それだとジルコニアがリーゼを産んだ年齢は11
 歳かそこらということになってしまう。

　先ほどジルコニアが言っていた結婚時の年齢から考えても、それはあり得ないだろう。

　――ジルコニアさんはナルソンさんの後妻なのかな……って、今はそんなことを推察してる場合じゃないだろうが。

　自身の思考が大幅に脱線し始めていることに気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 は慌てて思考を修正した。

「では、製粉機だけではなく脱穀機も作りましょうか。何とかして食料の価格を下げないと、一般市民が
疲
 ひ

 
弊
 へい

 しきってしまいますから」

「はい。どんな具合になるのか想像もできませんが、よろしくお願いします。人でも物でも何でも用意しますので、お申し付けになってください」

　農作業についての雑談で気がほぐれたのか、ジルコニアからはいつもよりも
若
 じやつ

 
干
 かん

 柔らかい雰囲気が感じられた。

　先ほどまでは穀倉地帯の復活という大仕事を前にして気を張っていたのか、少しピリピリした雰囲気が感じられていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 としては、できればグリセア村の時のようにマッタリとした雰囲気の中で作業を進めていきたいので、いつもの調子に戻ってもらえるとほっとする。

　これは
一
 かず

 
良
 ら

 が社会人生活で学んだことなのだが、どんなに忙しい状況でも職場の空気さえ良好ならば、わりと何とかやっていけるものなのだ。

　ジルコニアも
一
 かず

 
良
 ら

 と同様、毎日夜遅くまで働きづめなので、肉体的にも精神的にも
疲
 ひ

 
弊
 へい

 していて心に余裕がないのだろう。

　これは一度、アイザックたちのようにリポＤを与えて体力を全快させるか、無理矢理にでも休養を取らせる必要がありそうだ。

「あの……カズラ様。ジルコニア様。組み立て方を教えていただきたいのですが……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニアの話が一段落付いたのを見計らって、護衛の兵士が声をかけてきた。

「あ、ごめん。そっちのこと完全に頭から消し飛んでた」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は兵士の声で水車のことを思い出し、慌てて指示を出し始めた。

　

　それから約２時間後。

　従者たちは何とか既存の水路を水車用に作り変え、水車の支柱用の穴も掘り終えた。

　水路に先立って水車と木製水路も組み立てを終えており、今は皆で水車の設置作業に入っているところだ。

「あんまり勢いをつけて設置すると
軸
 じく

 が傷んでしまうので、ゆっくり降ろして……あ、そっちちょっとずれてます。もう少しこちらに寄せてください」

　従者たちが持ち上げる水車の周りをうろついて指示を出しながら、ゆっくりと水車を支柱に設置させる。

　水車が設置されると、試しに手を使って水車をくるくると回して見せた。

「よし。では、次に水車から水を受ける水路を設置しましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の指示に従い、組み立てられた木製水路を従者たちが水車の傍に設置する。

　設置が終わると従者たちを水車から離れさせ、
一
 かず

 
良
 ら

 は
鍬
 くわ

 を持って川と水路のつなぎ目の部分へと移動した。

「水を流しますね」

　皆に一声かけ、川と水路を隔てる土を取り払う。

　土が取り払われると、川から水が勢い良く水路に流れ込んだ。

　水車の板羽が水に押され、水車は少しずつ回転を始める。

　回転をしながら
揚
 よう

 
水
 すい

 用の木箱に水を取り入れ、高所へ設置された木製水路へと水を吐き出した。

　力強く水を
汲
 く

 み上げる水車の姿に、見ていた従者や護衛の兵士たちは驚きの声を上げた。

「……なるほど、グリセア村の水路に流れていた水も、こうして川から
汲
 く

 み上げられていたのですね」

　次々に水を
汲
 く

 み上げる水車の様子を、ジルコニアは感心した様子で見上げる。

「ええ、グリセア村の水車もこれとまったく同じで……あれ？」

　ジルコニアの隣に戻り、並んで水車を見上げて一息ついていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、何かを見つけたのか水車のすぐ傍に歩み寄った。

「どうかしたのですか？」

「……回転速度にムラがある」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう答えると、手招きしてジルコニアを隣に呼び寄せた。

「水を
汲
 く

 み上げている部分を見てください。
汲
 く

 み上げるタイミングが一定じゃないと思うんですけど」

「……確かに、ばらつきがありますね。本来は一定の速度で回転するのですね？」

　水車が
揚
 よう

 
水
 すい

 を行うタイミングをしばらく見つめていたジルコニアは、水車に目を向けたまま顔を
顰
 しか

 めた。

　一見して問題なく動作しているように見える水車だが、よく見ると明らかに回転速度にムラが生じていたのだ。

「ええ、そうです。部品図面はグリセア村で使ったものと同じものをお渡ししたので、これは部品を作った現場のミスですね」

「……大変申し訳ございません。すぐに原因を調査して作り直させます」

「お願いします。回転速度にムラがあると水車自体も早く傷んでしまううえに、作業効率も悪くなってしまうので……あ、でも、とりあえずこの水車はこのまま動かしておきましょう。多少効率を無視してでも、穀倉地帯に水は送らないといけないので」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそこまで言って、ふと原因は何だろうかと考えた。

　グリセア村で作った水車は、
一
 かず

 
良
 ら

 自身が直接監督して作製したものなので、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な状態に仕上げることができた。

　だが、ジルコニアに渡した図面も、グリセア村で使った図面とまったく同じものである。

　図面の不備はありえないので、現場の作業方法に何らかの問題があるのだろう。

　大急ぎで水車の部品を量産させたため、工作精度が甘くなってしまったという可能性が一番高いが、原因はそれだけではない気がする。

　――そういえば、この世界の工作道具ってあんまり見たことがないな……道具にろくな物がないとしたら、それも精度が悪い原因か。

　グリセア村で工作作業を行った時は、村に元からあった青銅製のノミなどの工具だけでなく、
一
 かず

 
良
 ら

 が大量に持ち込んだ日本製の工具も使用した。

　だが、今回水車の部品製作を依頼されたイステリアの職人は、そのような道具は所持していないのだ。

　そのような状況でグリセア村の水車と同等のものを作れというほうが、無茶な話なのかもしれない。

　だが、何はともあれ、それらの確認作業は後回しだ。

　からからに
干
 ひ

 からびた穀倉地帯に早く水を引かなければ、わずかに生き残った作物までダメになってしまう。

　後々、工作精度の悪さから水車が何機か
崩
 ほう

 
壊
 かい

 してしまったとしても、既存の部品だけでも30
 機分もあるので、壊れた端から新しい水車に置き換えてしまえばいいだろう。

　製粉機などの機械に連結させる水車がそれでは困るが、
揚
 よう

 
水
 すい

 用の水車に限っては、現時点では多少の問題点には目をつむるべきだろう。

「とりあえず、明日からの水車の部品製作は中止させてください。再開する時はきちんと原因を突き止めて、対策を施してからにしましょう」

「分かりました。早期に対策を立てさせますので……あの、本当に申し訳ございません。私の責任ですわ」

　責任を感じているのか、ジルコニアはあからさまに暗い表情を見せた。

「え、いや、そんなにへこまないでください。無茶な指示を出したのは私なんですから、ジルコニアさんだけの責任じゃないですよ」

　完全にしょげ返ってしまっているジルコニアをなだめつつ、
一
 かず

 
良
 ら

 は広大な穀倉地帯に目を向けた。

　とりあえず水車を１機設置することには成功したが、他にも設置しなければならない箇所はかなりある。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が一息つけるようになるまでには、まだまだ時間がかかりそうだ。

　

　それから数時間後。

　穀倉地帯での作業を終えたジルコニアは、ルーソン邸の
来
 らい

 
賓
 ひん

 室で、ルーソン家の当主であるノールと面会をしていた。

　部屋にはジルコニアとノール以外誰もおらず、連れていた兵士や従者は部屋の外で待たせている。

　
来
 らい

 
賓
 ひん

 室の壁際には、豪華な調度品や絵画がしつこくならない程度の絶妙なバランスで飾られていた。

　床は大理石が敷き詰められ、ピカピカに磨かれていて汚れの一つも見当たらない。

　ジルコニアは部屋の中を少し眺めると、対面に座るノールに顔を向け
微笑
 ほほえ

 んだ。

「無理矢理予定をねじ込ませてしまってごめんなさいね。どうしても
貴方
 あなた

 にお願いしないといけないことがあって」

「わざわざおいでいただき恐縮にございます。して、そのお願いとは？」

　ノールはジルコニアと同様、
微
 び

 
笑
 しよう

 を交えた柔らかい物腰で答えた。

　ジルコニアを前にしても特に緊張したような様子は見られず、実に堂々とした振る舞いだ。

「
貴方
 あなた

 の家で使っている
奴
 ど

 
隷
 れい

 なんだけど、１人譲って欲しい娘がいるの。マリーっていう名前の
奴
 ど

 
隷
 れい

 なんだけど」

　ジルコニアがマリーの名を出すと、ノールの目がすっと細まった。

「……マリーをですか？」

「ええ。10
 日前にナルソンの友人のカズラという人が
貴方
 あなた

 の
屋
 や

 
敷
 しき

 に泊まったでしょう？　そのカズラさんが、
貴方
 あなた

 の
屋
 や

 
敷
 しき

 で出された夕食をとても気に入っていたみたいなの」

「10
 日前というと、息子のハベルがお連れしたといっていた方ですね？」

「ええ、そうよ。カズラさんはまだしばらくうちの
屋
 や

 
敷
 しき

 に
滞
 たい

 
在
 ざい

 する予定なんだけど、うちの料理人が作った料理は口に合わないみたいなの。それで、前にカズラさんの夕食作りを担当したマリーをカズラさんの専属料理人としてうちで使おうと思って。お金はそちらの言い値でいいから、あの娘を売ってもらえないかしら」

「……」

　ノールはジルコニアから視線を逸らし、
眉
 み

 
間
 けん

 に
皺
 しわ

 を寄せて押し黙ってしまった。

「……何か不都合でも？」

　その様子に、ジルコニアは小首を
傾
 かし

 げる。

　ノールは顔を上げると、苦しげな表情で口を開いた。

「他の者ではダメでしょうか？　我が家で料理を担当している
侍
 じ

 
女
 じよ

 は他にも何名かおりますが」

「ダメね。カズラさんは料理だけじゃなくて、あの娘のこと自体も気に入っているみたいだから。他の者じゃ代わりにならないわ」

「……」

「何か困る理由でもあるの？　あるなら説明してくれる？」

　再び目を逸らして押し黙ってしまったノールに、ジルコニアは
微
 び

 
笑
 しよう

 を消して
若
 じやつ

 
干
 かん

 顔を
顰
 しか

 めて問いかけた。

　それに対し、ノールは焦った様子で慌てて顔を上げる。

「マリーは私の
庶
 しよ

 
子
 し

 でして、できれば手元に置いておきたいのです。期間を限定した貸し出しという形にさせていただければありがたいのですが……」

「マリーがそんなに大切なの？」

「はい。
庶
 しよ

 
子
 し

 とはいえ、一応私の子供ですので」

　ジルコニアがきょとんとした表情で問い返すと、ノールは実に真剣な表情で言葉を返した。

「ちょっと言っている意味が分からないのだけど。マリーは
貴方
 あなた

 が奴隷に産ませた子なのよね？　そんなに大切なら、何で奴隷の身分のままにしておいたの？　毎年の戸籍調査の際にイステリア市民として
申
 しん

 
請
 せい

 すれば、奴隷身分からは解放できるじゃない」

「それを行うとルーソン家の家系にマリーを入れるということになりますので……奴隷の子を正式に家系に組み込むというのはさすがに……それに、妻や息子たちも納得できないでしょうから、仕方なく奴隷身分のまま手元に置いているのです」

「でも、それだとマリーはこの家で肩身の狭い思いをしているんじゃない？　
貴方
 あなた

 以外の家族はマリーを嫌っているってことなのでしょう？　この機会に外に出してあげたほうが、今後の生活も保障されることだし、マリーも幸せなんじゃないの？」

　そう指摘すると、ノールは一瞬「しまった」といった表情を見せた。

「あ、いえ、それは……そうなのですが……」

　――……ああ、そういうこと。

　歯切れ悪く答えるノールに、ジルコニアはマリーがどのような立場に置かれているのかをおぼろげながら理解した。

　おそらくだが、マリーはハベルをルーソン家に
縛
 しば

 り付けるための首輪のような存在なのだろう。

　先日、
一
 かず

 
良
 ら

 がハベルたちを
伴
 ともな

 ってグリセア村へ向かった際、マリーは
一
 かず

 
良
 ら

 の指示で、
一
 かず

 
良
 ら

 と一緒の馬車に乗っていたとアイザックから聞いている。

　アイザックはハベルが
一
 かず

 
良
 ら

 に気を使って、
一
 かず

 
良
 ら

 と面識のあるマリーを連れてきたようだと言っていたが、おそらくそれは違うだろう。

　というのも、
一
 かず

 
良
 ら

 がグリセア村に向かうことになった時点では、
一
 かず

 
良
 ら

 の食事の好みに関する問題は浮上していなかったのだ。

　食事の問題がすでに出ていたというのならば、ハベルが気を回してマリーを連れてきたということも理解できる。

　だが、食事に関する問題が浮上していなかったあの時点では、マリーを連れてくる理由が見当たらない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の身の回りの世話や話し相手をさせるためにマリーを連れて行ったといえば、いかにもそれらしいように聞こえる。だが、よく考えればそれは
若
 じやつ

 
干
 かん

 不自然だ。

　ジルコニアが
一
 かず

 
良
 ら

 に同行させた従者とて、イステール家に
滞
 たい

 
在
 ざい

 している間に
一
 かず

 
良
 ら

 の身の回りの世話を担当させていた者をそのまま付けたのだ。ハベルとて、そのことは知っている。

　それにもかかわらず、わざわざ自分の世話をさせる従者に、
一
 かず

 
良
 ら

 と面識があるという理由だけで、年端のいかない少女であるマリーを選んで連れてくるだろうか。

　しかも、イステール家で数日の間
一
 かず

 
良
 ら

 の世話をした従者と違い、マリーが
一
 かず

 
良
 ら

 の世話をしたのは一晩だけである。

　その間にどれほど
一
 かず

 
良
 ら

 とマリーが親しくなったのかは分からないが、いくら万人に愛想のいい
一
 かず

 
良
 ら

 とはいえ、一晩の間に初対面の使用人とそこまで親しくなるだろうか。

　さらに、先ほどのノールの言い分では、ルーソン家のノール以外の者はマリーのことを心良く思っていないはずである。

　もしそれが本当なら、なおのことハベルがマリーを従者に選んだ理由に
矛
 む

 
盾
 じゆん

 が生じる。

　ジルコニアがハベルに
一
 かず

 
良
 ら

 の食事の話を持ちかけた時も、ハベルは真っ先にマリーを
推
 すい

 
薦
 せん

 した。

　ハベルがマリーを嫌っているのならば、そうまでしてマリーを
推
 お

 すような真似はしないだろう。

　マリーを
一
 かず

 
良
 ら

 の専属料理人としてしまえば、マリーは
一
 かず

 
良
 ら

 とイステール家の
庇
 ひ

 
護
 ご

 
下
 か

 に入ることになる。

　おそらく、ハベルはそれを狙っているのだろうという結論にジルコニアは達した。

「……まあ、
貴方
 あなた

 がそこまで言うのなら、
 とりあえずは貸し出しというかたちにしてもいいわ」

　とはいえ、ハベルの
思
 おも

 
惑
 わく

 にわざわざジルコニアが合わせる理由はない。

　ここで無理にマリーの所有権を買い取るようなかたちを押し通しても、イステール家に対するルーソン家の心証を必要以上に悪くするだけだ。

　すでにある程度ハベルの思惑どおりにことが進んでしまった後なので、マリーを
一
 かず

 
良
 ら

 に宛がうという当初の目的が変更されることはない。

　ジルコニアとしては、どんなかたちであれマリーが
一
 かず

 
良
 ら

 付きの料理人になればそれでいい。

　もし
一
 かず

 
良
 ら

 がマリーを自分のものにしたいと言ってきたら問答無用でマリーの所有権は買い取るが、そうでなければ別に貸し出しというかたちでも問題はない。

「そ、そうですか。ありがとうございます」

「ただし」

　ほっとした様子を見せるノールに、ジルコニアは言葉を付け加える。

「マリーを借り受けている間は、うちの
屋
 や

 
敷
 しき

 に住まわせるわ。所有権はルーソン家のままだけど、もしカズラさんがマリーを欲しいと言ってきたら、その時は
諦
 あきら

 めなさい」

「……分かりました」

　渋々といった様子でノールが
頷
 うなず

 いたのを確認すると、ジルコニアは表情を緩めて
微笑
 ほほえ

 んだ。

「無理を言ってごめんなさいね。じゃあ、このままマリーの私物は回収していくから、用意させてもらえる？」

「はい、少々お待ちください」

　ノールは一礼してから立ち上がると、
来
 らい

 
賓
 ひん

 室を出て行った。

　

　一方その頃。

　日が完全に没して暗くなったナルソン邸の中庭では、
一
 かず

 
良
 ら

 とアイザックが発電機の前で話し込んでいた。

　ハベルは一緒に戻った荷馬車や荷車の片付けを引き受けており、今はこの場にいない。

　今まで発電機の見張りをしていたルートは、先ほど
一
 かず

 
良
 ら

 に大量の角材や板の手配を指示され、邸内の資材置き場へ行っている。

「これを囲って屋根まで付けるとなると、ちょっとした小屋みたいになりますね」

「扉をつけて中の物を出し入れできるようにしたいので、コレを完全に覆う木箱って形にはできないですからね。あと、部屋の中におきっぱなしになったドラム缶も中庭に出すんで、それ用の小屋も作りたいですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、発電機が置かれた場所とは対面になる中庭の端へ目を向けた。

　すでに日は落ちているが、２人は中庭にドラム缶などの資材を置く物置小屋を建設するための下準備を行っていた。

　もちろん今夜から建設を始めても終わらないので、本格的な作業は明日の朝から数日かけて行う予定だ。

　だが、それに先立って、稼動し続けている発電機を囲う簡易的な小屋を今夜中に作ってしまおうというわけだ。

　今は数枚の木の板を発電機に立てかけて目隠ししている状態なので、人が付いていないと簡単にのぞき見されてしまう恐れがある。

　だが、簡易式とはいえ小屋のようなものを作って
鍵
 かぎ

 をかけてしまえば、わざわざそれを破壊してまでのぞき見しようという者は現れないだろう。

　当然、付近に見張りは立てる予定だが。

　２人がしばらくその場で雑談をしていると、木板などの資材を載せた荷車を引いてルートが戻ってきた。

「カズラ様、これくらいで足りますでしょうか？」

「うん、これくらいあれば十分です。ありがとうございます」

　荷車に載せられた大量の資材に、
一
 かず

 
良
 ら

 は満足げに
頷
 うなず

 いた。

「では、今からちゃちゃっと組み立ててしまいましょうか。ちょっと道具を持ってくるので、アイザックさんはここで待っていてください。ルートさんは今日はもう帰っていいですよ。長時間見張りをさせてしまってすみませんでした」

「いえ、私にもお手伝いさせてください。何でもいたしますので」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が帰宅の許しを出すと、ルートは姿勢を正して
一
 かず

 
良
 ら

 に手伝いを申し出た。

　ルートは朝からずっと発電機の見張りをしていたはずなので、それなりに疲れているはずである。それにもかかわらず、ルートの表情はやる気に満ちていた。

「え、でも、ルートさんはまだ夕食も食べていないでしょうし、疲れているでしょう？　また明日からも手伝いをお願いすることになると思うんで、今日は帰って休んだほうが……」

「お心遣いありがとうございます。ですが、私はまだまだ元気ですので、どうかお手伝いさせてください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の気遣いに、ルートは感激したかのように少し
瞳
 ひとみ

 を
潤
 うる

 ませている。

　その隣では、アイザックが少し嬉しそうにルートに目を向けていた。

　ちなみに、
一
 かず

 
良
 ら

 とアイザックはすでに夕食を済ませている。

　本日はナルソンもリーゼも予定が入ってしまい、一緒に食事がとれなかったので、それぞれ１人で夕食をとった後にここへ集合したというわけだ。

　――あ、この人小さいアイザックさんだ。プチアイザックさんだ。

　今朝、
一
 かず

 
良
 ら

 はルートと少し言葉を交わした際に、ルートの雰囲気が誰かに似ているなと感じていたのだが、それはアイザックのものだったようだ。

　ルートは身長が１６０センチちょっと、といったところで、１８０センチ以上はあるアイザックに比べるとだいぶ小さい。

　だが、身体は日々の
鍛
 たん

 
錬
 れん

 で引き締まっており、無駄な
贅
 ぜい

 
肉
 にく

 は
皆
 かい

 
無
 む

 である。

　立ち振る舞いに少し硬いところはあるが、ちゃんと
礼
 れい

 
節
 せつ

 もわきまえており、実直な印象を受ける好青年だ。

　年齢はまだ17
 歳とのことだが、もう数年もすればアイザックのような立派な大人の兵士として成長していくだろう。

「カズラ様、ルートは他人に秘密を
漏
 も

 らすような男ではありません。元よりカズラ様がグレイシオール様だということは知っていますし、手伝わせても問題はないかと」

「……じゃあ、お願いしようかな。３人でやってぱぱっと終わらせてしまいましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が手伝いの申し出を
承
 しよう

 
諾
 だく

 すると、ルートは表情を輝かせた。

「ありがとうございます！　全力で取り組まさせていただきます！」

　張り切って返事をするルートに
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑すると、工具を取るために部屋へと向かうのだった。

　

「えーと、
金
 かな

 
槌
 づち

 と釘とノコギリ……めんどくせえ、もうネイルガンと電ノコでいいや。あの２人なら大丈夫だろ」

　部屋に戻った
一
 かず

 
良
 ら

 は、大きめのダンボール内に詰められた工具類の中から、電動工具を引っ張り出した。

　最初は
金
 かな

 
槌
 づち

 やノコギリを使って作業をしようと思っていたのだが、今からそれらを使って作業をするのでは時間がかかる。

　少し音が目立つような気もするが、もう辺りは暗くなっていて人気もなくなっているし、手元には発電機もあるのだ。

　電動工具を使ってちゃっちゃと終わらせてしまったほうが楽でいい。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は近くにあった空のダンボール箱に電動工具や照明道具などを放り込むと、それを抱えて中庭へと向かった。

「カズラ様、何かお手伝いいたしましょうか？」

「ありがとうございます。手は足りてるんで大丈夫……ん？」

　ダンボール箱を抱えたまま廊下を歩き、たまたま通りかかった
侍
 じ

 
女
 じよ

 に中庭へ通じる扉を開けてもらう。

　礼をいいながら扉をくぐると、夜空に複数の何かが飛び回っているのが目に入った。

「何だありゃ。鳥か？」

　夜空を見上げつぶやくと、それに気づいた
侍
 じ

 
女
 じよ

 が
一
 かず

 
良
 ら

 の視線を追って空を見上げた。

「ああ、あれはコウモリですよ。
屋
 や

 
敷
 しき

 は
松明
 たいまつ

 や
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の灯りで街なかよりも明るいので、それに寄ってくる羽虫を食べに飛んでくるんです」

「へえ、コウモリがいるんですか。ずいぶん多いですね」

　目を凝らして空を見てみると、かなりの数が飛び回っているように見えた。

　これほど大量にコウモリが飛び回っているのでは、
屋
 や

 
敷
 しき

 に集まってくる羽虫たちもたまったものではないだろう。

　そのまま少しの間
侍
 じ

 
女
 じよ

 と一緒に夜空を眺めていたが、気を取り直してダンボール箱を抱えなおすと、アイザックたちが待つ中庭へと向かって歩き出した。

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 はアイザックたちの下に戻ると、ダンボールから電動ノコギリとＬＥＤランタンを取り出した。

　また、気休めではあるが、発電機に立てかけておいた板と荷車を周囲に設置し、建物との間に簡単な目隠しスペースを作る。

「さて、あんまり時間をかけたくないんで、ぱぱっと終わらせてしまいましょう」

　ＬＥＤランタンを
傍
 かたわ

 らに置き、発電機のスイッチを操作して出力を最大に引き上げる。

　途端に、今まで控えめだった騒音が急激に大きくなり、爆音を響かせ始めた。

　その騒音に目を剥く２人にかまわず、電動ノコギリの電源コードを引っ張り出して発電機に接続する。

　電動ノコギリは丸ノコタイプであり、円形の刃が高速回転して材料を切断するタイプの物だ。

「アイザックさん、そこの角材を２本取ってください」

「は、はい」

　アイザックから角材を受け取り、間隔を空けて地面に置く。

　これは、板を切断するために使う簡易的な台座だ。

　次にアイザックから板を受け取り、角材で作った台座の上に直角になるように敷いた。

　このままでは板が大きすぎるので、適当な大きさに切断しなければならないのだ。

　ダンボール箱からメジャーと油性マジックを取り出し、きっちり１メートルに長さを測って印を付ける。

　
膝
 ひざ

 で板をしっかりと押さえ、両手で持った電動ノコギリの刃を板の端に当てた。

「よーし、がんがん切っていこう。連続で切っていくんで、次の板を用意しておいてください。20
 枚くらい切りますから」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう宣言すると、電動ノコギリを起動して板を切断し始めた。

　高速回転する刃が独特の切断音を響かせ、
木
 き

 
屑
 くず

 を辺りに
撒
 ま

 き散らせながら板を切り進んでいく。
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一
 かず

 
良
 ら

 は実家で父親の真治とともに、畑の肥料作りのための木製コンポストボックスを電動工具を使って作ったことがあったので、電動ノコギリの使い方は知っていた。

　下手をすると大怪我をするということも真治から口をすっぱくして言われていたので、その危険性も重々承知している。

「な、なんと……」

　２人は、簡単に切断されていく板を食い入るように見つめながら
驚
 きよう

 
愕
 がく

 していた。

　この世界でこういった木材を切断する場合、青銅製か銅製の片引き式ノコギリを使うというのが一般的である。

　片引き式であるために切断には時間がかかり、上手くやらねば刃が曲がってしまうというのが普通だった。

　その常識を完全否定するかのごとく、今目の前では分厚い板が、
謎
 なぞ

 の小さな道具によってすさまじい勢いで切断されていく。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の持つ道具が常識外れな性能を持っているということをアイザックは十分理解しているつもりだったが、目の前の出来事は彼の想像を遥かに超えていた。

「次ください」

「あ、はい！」

　10
 秒ほどで板を切断し終えた
一
 かず

 
良
 ら

 に
催
 さい

 
促
 そく

 され、アイザックは慌てて次の板を
一
 かず

 
良
 ら

 に差し出した。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は板を受け取り、切断したばかりの板を受け取った板の上に重ね、切断面に沿って油性マジックで印を付けた。

　そして、再び電動ノコギリで板を切断していく。

「んー、これだと時間がもったいないか。アイザックさん、そこの角材を２本持ってこっちに来てください」

　２枚目の板を切断し終えた
一
 かず

 
良
 ら

 は、作業の手を止めるとアイザックを呼び寄せた。

「これでいいですか？」

「うん、それでいいです。でもちょっと長いか。切断しよう」

　角材を受け取り、メジャーで長さを測って電動ノコギリで切断する。

　あっという間に、１メートル50
 センチの長さの角材が２本でき上がった。

「私が板を切断している間に、アイザックさんにはこの道具を使って小屋の壁を作ってもらいたいんです。使い方を説明するんで、見ててください」

　切断したばかりの角材を１メートル間隔で地面に置き、その上に先ほど切断した板を敷いた。

　そして、
傍
 かたわ

 らに置かれたダンボール箱の中からネイルガンを取り出した。

　このネイルガンはバネ式であり、空圧式の物と違ってエアホースを接続しなくても使えるタイプの物だ。

　電源はバッテリー式で、釘の
装
 そう

 
填
 てん

 数は１００本である。

「これはネイルガンといって、
金
 かな

 
槌
 づち

 を使わなくても板に釘を一瞬で打ちつけることのできる道具です。釘打ち機とも呼びますね」

　真剣な表情で
一
 かず

 
良
 ら

 の説明を聞くアイザックを視界の隅に捉えながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は板が角材と重なる部分にネイルガンを押し当てる。

「この部分を引くと、釘が板に打ち付けられます。斜めに打ち込まないように注意してください」

　ネイルガンのトリガーを指差して説明すると、アイザックはその場に片
膝
 ひざ

 をつき、ネイルガンに顔を近づけて確認し、
頷
 うなず

 いた。

「やって見せますから、よく見ててくださいね」

　ネイルガンを板に垂直に押し当て、トリガーを引く。

　ばつん、という軽い貫通音とともに、一瞬にして釘が板に打ち込まれた。

「こんな感じです。角材に板を渡して小屋の壁を作りたいんで、私が板を切断している間、アイザックさんはこのネイルガンで壁を作っておいてください」

「分かりました。……すごい道具ですね」

　アイザックは
一
 かず

 
良
 ら

 からネイルガンを受け取り、感心した様子でそのフォルムを眺めた。

　トリガーに指をかけたその姿は、妙に様になっていた。

「あ、一応板に押し付けていないと釘は出ないような仕組みになっていますけど、危ないから人に向けたりしちゃダメですよ。万が一ってことがありますから」

「はい。十分注意いたします」

　
一
 かず

 
良
 ら

 に注意され、アイザックはネイルガンのトリガーから指を離して
頷
 うなず

 いた。

　電動工具は便利なものだが、使い方を誤ると大怪我をする危険がある。

　取り扱いには十分注意が必要だ。

「じゃあ、始めましょうか。手分けしてやればすぐに終わるでしょう」

　こうして、
一
 かず

 
良
 ら

 とルートは木材の切断、アイザックは壁の作製という具合に役割分担をして作業に臨むのだった。

　

　それから１時間後。

　電動工具のおかげで作業は順調に進み、
一
 かず

 
良
 ら

 たちの前には１メートル四方の四角い箱、もとい、発電機用の小屋ができ上がった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが作った小屋は、四方の柱が地面に埋まっており、地面と壁の間には10
 センチほどの隙間がとってある。

　発電機の稼働中は一酸化炭素が発生するので、風を通して換気するためにあえて隙間を開けておいたのだ。

　地面の中には柱が埋まっており、足でしっかりと踏み固めておいたので、これを掘り起こすのは一苦労だろう。

　屋根に当たる天井部分は隙間なく板が敷き詰められており、しっかりと釘で固定してある。

「あー、疲れた。何だかんだで時間かかっちゃいましたね」

「そうですね。でも、これらの道具がなければとても今夜中には終われませんでしたよ。やはり神の国の道具はすごいです」

　疲れた表情で小屋を眺める
一
 かず

 
良
 ら

 とは対照的に、アイザックは元気そうだ。

　ルートも少し疲れた顔をしているが、
一
 かず

 
良
 ら

 に比べればまだまだ元気そうに見える。

「そういえば、誰かしら音を聞きつけて様子を見にくるかと思ったんですが、誰も来ませんでしたね。電ノコなんてかなりうるさかったはずなんだけど」

「そういえばそうですね。大きな音だったから目立ったはずですが……ん？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが話しながら辺りを眺めていると、
屋
 や

 
敷
 しき

 の陰から誰かが歩いてきた。

「カズラ様、作業は終わりましたか？」

「あ、ハベルさん。ちょうど今終わったところですよ……って、ここで作業すること話しましたっけ？」

　穀倉地帯から戻った後、ハベルには荷車などの片づけを頼んだのだが、小屋の製作作業を行うという話はしていなかったはずだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが小屋を作っている様子を、どこかから見ていたのだろうか。

「いえ、作業については聞いていませんでしたが、カズラ様のお部屋の方向からすごい音が響いてきましたので……様子を見に集まってくる者たちを引き止めていたんです」

　どうやら、ハベルは
一
 かず

 
良
 ら

 たちが作業しやすいようにと、この１時間ずっと人払いをしてくれていたようだ。

「あの、大変申し訳ないのですが、次からこういった作業を行う際は事前にお声がけいただけると……邸内はナルソン様の指示が行き渡っておりますので、事前に連絡を回しておけば誰も近寄りませんので」

「うん……何かごめんなさい……」

「あ、いえ！　謝らないでください！　夜ということもあって、数名の
侍
 じ

 
女
 じよ

 と警備兵が様子を見に来ただけでしたから！」

　しょげかえった様子の
一
 かず

 
良
 ら

 に、ハベルは慌ててフォローを入れる。

　そんな
一
 かず

 
良
 ら

 の隣では、アイザックとルートも一緒になってしょげかえっていた。

　

　一方その頃。

　ルーソン邸から戻ったジルコニアは、従者たちに命じて邸内の物置部屋をマリー用の部屋に支度し直させていた。

　部屋の広さは８畳ほどもあり、室内には普段使っていないテーブルや
棚
 たな

 などがいくつか置かれていた。

　次々にそれらの荷物が運び出される様子を眺めていると、廊下の奥からマリーが慌てた様子で走ってきた。

「遅くなり申し訳ございません！　私をお呼びでしょうか！」

　マリーは息を整えながら、緊張した様子でジルコニアに頭を下げる。

「そんなに慌てなくても大丈夫よ。顔を上げなさい」

　ジルコニアがマリーを安心させるように努めて柔らかい口調でそう言うと、マリーは少し
怯
 おび

 えた様子ながらも顔を上げた。

　何かやらかしてしまったのではないかと、気が気ではないのだ。

「今日からここがあなたの部屋よ。それと、あなたをカズラさんの従者に任命するわ。今後はカズラさんの身の回りのお世話もしてちょうだい。
 もちろん、
 専属料理人の仕事も兼務してね」

「っ!?
 　か、かしこまりました！」

　いきなり宛がわれた専用の部屋と新たな職務に、マリーは目を白黒させながらも勢いよく頭を下げた。

　突然の出来事で何が何やらさっぱり分からないが、何かすごい話が舞い込んできているということは理解できる。

　元より、マリーはジルコニアに意見できるような立場ではないので、何を言われても「はい」としか答えようがない。

「どれくらいの期間になるかは分からないけど、あなたの身は一時的にイステール家が借り受けることになったの。ノールには話を通してあるから、安心してね」

「はい！　分かりました！」

「あと、あなたの私物も全部回収してきてあるから、ルーソン家に取りに戻る必要はないわ。服とか家具も今用意させてるから、今後はそれを使いなさい。給金は月の終わりに１０００アル出すわ」

「……えっ!?
 」

「諸経費は引いた状態で現金で渡すから、手取りはもっと少ないけどね。色々と勝手が分からないだろうから、あなたと一緒にもう１人、カズラさんには正式な従者を付けるわ。分からないことは全部その娘に聞きなさい。もう10
 年以上
屋
 や

 
敷
 しき

 で働いている娘だから、聞けば何でも分かるでしょう」

　給金という予想外の言葉に、マリーは驚きのあまりに固まっていた。

　今までにも、マリーは一応ルーソン家から給金を得てはいたのだが、その額は貰っているんだか貰っていないんだか分からなくなるほどの薄給だった。

　それが、ここにきて月給１０００アルという、まるで一般労働者のような給金を得られることになってしまった。

　しかも、
屋
 や

 
敷
 しき

 内に１人部屋を宛がわれるという
高
 こう

 
待
 たい

 
遇
 ぐう

 付きである。

　もう、何が何やらわけが分からなかった。

　ちなみに、マリーが提示された１０００アルという月給は、イステリアにおける警備隊などの新米兵士が貰う給金と同額である。

「ちゃんと貯金すれば、そのうち身分を買い戻して解放奴隷になれるわ。今後の働きによっては昇給も考えるから、頑張りなさい」

「は、はい……」

　自分の置かれた状況に現実感が湧かないのか、マリーは
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 とした様子で
頷
 うなず

 いた。

「あ、それと」

　待遇や給金の話ですっかり忘れていたが、ジルコニアは言っておかねばならない重要なことを思い出した。

　念のためだが、一応言っておかねば後で問題になるかもしれない。

「いつカズラさんに
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 を申し付けられてもいいように、身体は常に
清
 せい

 
潔
 けつ

 にしておきなさい。お風呂は自由に使っていいから、毎日入るようにしてね」

　さらに予想外な指示を受け、マリーは表情を引きつらせた。

　

　次の日の朝。

　ナルソン邸の一室では、数名の
侍
 じ

 
女
 じよ

 が手際よく朝食の準備を行っていた。

　部屋の中央に設置された長テーブルの上には、すでに銀皿やコップなどの食器が
配
 はい

 
膳
 ぜん

 されている。

　今は、
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちがそれらの食器の上にスープ入りの皿や焼きたてのパンなどを並べているところだ。

　席にはいつもの４人――イステール一家と
一
 かず

 
良
 ら

 ――が座っており、ナルソンと
一
 かず

 
良
 ら

 は早速昨日行った仕事の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 について話し合っていた。

　朝食の準備をする
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちの中には、マリーの姿もあった。

　マリーは新しい環境に
若
 じやつ

 
干
 かん

 戸惑いながらも、エイラをはじめとする
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちに指示を受けながら、テキパキと
配
 はい

 
膳
 ぜん

 を行っていた。

　彼女は幼い頃からルーソン邸で
侍
 じ

 
女
 じよ

 として働いていたので、仕事の内容自体は
手
 て

 
馴
 な

 れたものだった。

　朝食のメニューは、１人分だけ他のものとは内容が
若
 じやつ

 
干
 かん

 異なっている。

　料理の種類的には同じものなのだが、それに使われている材料がまったく別物なのだ。

　その１人分とは
一
 かず

 
良
 ら

 用のもので、皿に盛られているものは今朝
一
 かず

 
良
 ら

 がマリーに手渡したレトルトのスープやパンの缶詰である。

　スープには調理場にあった野菜を刻んだものが少量加えられて量増しされているが、パンは缶詰から取り出したままの状態だ。

　次々と料理が並べられていく中、リーゼは同じ席に着く他のメンバーの顔をちらちらと
窺
 うかが

 っていた。

　――この人たち、そろそろ倒れるんじゃないかな……。

　リーゼと同じく朝食の
配
 はい

 
膳
 ぜん

 を待つメンバーは、皆顔に色濃く疲労が残っており、全員が目の下にクマを作っていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 だけはまだ少し余裕があるようで、目の下にクマを作って疲れた顔をしながらも、
朗
 ほが

 らかな調子でナルソン相手に昨日の穀倉地帯での作業について言葉を交わしていた。

　昨日は６時間ほど眠ることができたので、
一
 かず

 
良
 ら

 の体の調子はそこそこいい。

　また、昨夜は先日溶けてしまったアイスのチョコミントバーを冷蔵庫でほどよく冷やし、激甘チョコミントドリンクとして３本分
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 した。

　糖分による疲労回復効果と、残念な形とはいえ
嗜
 し

 
好
 こう

 
品
 ひん

 を
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 することができたため、それなりに元気なのだ。

　それに引き換え、ジルコニアは軽く意識が飛び掛っているのか、
虚
 うつ

 ろな表情で窓の外に見える青空を眺めていた。

　その様子からはかなりの疲労と寝不足が
窺
 うかが

 え、顔色も少し白みがかっているように見える。

「あの、お母様……」

「……」

「お母様？」

　リーゼが話しかけるが、ジルコニアはそれにまったく反応せずに空を眺め続けている。

　声が耳に入っていないのだ。

「ジル、リーゼが呼んでいるぞ」

「……」

「ジル！」

「えっ!?
 　あ、ごめんなさい。何かしら？」

　ナルソンに名前を呼ばれ、ジルコニアははっとした様子でナルソンに顔を向けた。

「大丈夫か？　かなり疲れているように見えるが……」

「大丈夫よ。心配いらないわ」

　ジルコニアは表情を取り
繕
 つくろ

 ってそう返事をするが、どう見ても大丈夫そうには見えない。

「ジルコニアさん、今日１日休んではどうですか？　かなり辛そうですけど……」

「いえ、本当に大丈夫です。それに、ただでさえ仕事が溜まってしまっていますから、今私が休むわけには……」

「昨日どれくらい寝ました？」

「……半刻くらい」

　気まずそうに言うジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 とナルソンは顔を見合わせた。

　半刻とは約１時間ほどであり、それっぽっちの睡眠では足りるはずがない。

「ジル、今日は休め。そんな状態ではすぐに倒れるぞ」

「じゃあ、午前中だけ休ませてもらうわ」

「いや、午後も休んだほうがいいですよ。ちゃんと寝てください」

「でも……」

　休むわけにはいかない、といったふうに、ジルコニアは苦しげに言葉を返した。

　本当ならば今すぐにでもベッドにもぐり込んで寝てしまいたいのだが、仕事が溜まりすぎていて休むわけにはいかないのだ。

　ここ数日、ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 を追ってグリセア村へ行ったり、穀倉地帯での作業に行ったりしていた。そのため、今まで何とかこなしていた領内の事務仕事や、武官や文官からの報告の処理などが軒並み後ろ倒しになっていた。

　他の者に任せられる内容の物は任せてしまっているのだが、ジルコニアの立場でなければ処理できない仕事もかなりの量がある。

　溜まった仕事をいつまでも放っておくと、玉突き式にその後の作業が
遅
 ち

 
延
 えん

 していくため、どうしても休むわけにはいかない。

　それに加え、
一
 かず

 
良
 ら

 に直接指示された水車の部品製造に付帯する仕事は、他の者には任せるわけにはいかないといった思いがジルコニアにはあった。

　結果としてどうしても手が足りなくなるので、睡眠時間を削って作業を処理する以外に方法がないのだ。

「お母様、私にも何かお手伝いをさせてください。事務処理などは無理にしても、現場に出向いて作業の進み具合を見るような仕事なら私にもできます」

　ジルコニアが
苦
 く

 
悶
 もん

 していると、不意にリーゼが手伝いを申し出た。

　予想していなかった
台詞
 せりふ

 に、皆が「え？」といった表情でリーゼに目を向ける。

「現場にって……あなたには他に予定があるでしょう？　面会の予定はどうするの？」

「使いを出して、
 今回は見送らせてもらうように伝えさせます。
 領内の仕事のほうが大切です」

「今日会う予定の相手は誰？」

「えっと……」

　リーゼはちらりと壁際で待機するエイラに目を向けた。

「グレゴルン領の貴族のギュンター・ブランデン様、同じくグレゴルン領の豪商のニーベル・フェルディナント様が午前と午後に分かれ面会される予定となっております。お二方とも、２日連続での面会です」

「ニーベル……ああ……」

「……アレか」

　エイラが面会者の名前を挙げると、ジルコニアとナルソンがなぜか納得したような表情をした。

「はい……あ、別にアレ……じゃなくて、ニーベル様が嫌だからというわけでは」

　――あ、アレ呼ばわり……。

　ニーベルのことをアレと言いかけ、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 を見てはっとした様子で慌てて取り
繕
 つくろ

 うように胸の前で手を振った。

　だが、彼らの様子からして、３人はニーベルという人物にあまりいい印象を持っていないのだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は知らないことだが、昨夜の夕食の席にリーゼが出席できなかったのは、ニーベルがいつまで経ってもナルソン邸から帰らなかったためだ。

　リーゼは何とか話を切り上げて面会を終わる流れに持っていくべく努力してはいたのだが、ニーベルの空気の読めなさは圧倒的だった。

　結局リーゼはニーベルと２人で夕食をとる羽目になり、解放されたのは夜の８時を回ってからという散々な一日だったのだ。

「……まあ、昨日会ってるなら今日は断っても平気かしらね。カズラさん、今日の穀倉地帯での作業には、私の代わりにリーゼを付き添わせてもかまわないでしょうか？」

「かまいませんよ。でも、やることは昨日と同じなんで、別に私だけでもかまいませんが」

「いえ、そういうわけには……それに、リーゼにはそろそろ政務に関わってもらおうと考えていたところなんです。これを機に、色々と勉強させていただければと思うのですが……」

「色々と、ですか」

　どうしたものかと考えながらリーゼに目をやると、リーゼは真剣な表情で
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

「カズラ様のお役に立てるよう、精いっぱい頑張ります。どうか、私も一緒に連れて行ってください」

「あ、そんなに
肩
 かた

 
肘
 ひじ

 張らなくても大丈夫ですよ。別に難しいことはやらないんで、気楽にいきましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が了承すると、リーゼはほっとしたように笑顔を見せた。

「夕方まで外で歩き回ることになるので、服装は身軽なものにしてください。昼食も現地で済ませるので、お弁当か何かを用意する形でお願いします。私の分は別に用意するので、個々に用意するって形で」

「分かりました。エイラ、準備しておいてもらえる？」

「かしこまりました」

「あ、エイラ、ちょっと待ちなさい」

　部屋を出て行こうとしたエイラをジルコニアが呼び止めた。

「昨夜は遅くなってしまって伝えていなかったのですが、カズラさんの従者としてマリーとエイラを付けることにしたんです。２人とも
屋
 や

 
敷
 しき

 に住み込むことになっていますから、今後は何なりと２人にお申し付けになってください」

「「え!?
 」」

　その
台詞
 せりふ

 に、リーゼとエイラは驚いて声を上げた。

「２人には言ってなかったわね……ごめんね、忘れてたわ」

「あ、あの、エイラは私専属の従者では……」

　エイラが自分の従者の任から外されてしまうのかと、リーゼは
酷
 ひど

 く
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 した様子をみせた。

　エイラはリーゼが３歳の頃から、かれこれ11
 年もの間、リーゼ専属の従者を務めている。

　幼い頃からリーゼの
傍
 かたわ

 らには常にエイラがおり、リーゼにとってエイラ以上に心を許せる相手は他にいないのだ。

　そんなエイラが自分から引き
剥
 は

 がされてしまうとあっては、リーゼが
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 するのも当然である。

「あ、別にあなたの従者を辞めさせるってわけじゃないわ。エイラにはカズラさんとリーゼの従者を兼任してもらいたいの。マリーはまだ
屋
 や

 
敷
 しき

 に来たてで慣れてないから、その指導もしつつ、従者として働いて欲しいってこと」

「指導……ですか……」

　自分の従者も兼務すると聞き、リーゼは少しだけほっとした様子だったが、まだ不安そうに見える。

　そんなリーゼにかまわず、ジルコニアはエイラに顔を向けた。

「エイラ、今日中に
屋
 や

 
敷
 しき

 の中にあなたの部屋を用意させるから、すぐに引っ越してきなさい。引越しには
屋
 や

 
敷
 しき

 の使用人を使ってかまわないわ」

「す、住み込み……」

　問答無用での住み込み指示に、エイラは顔を引きつらせた。

　今まで、エイラは
屋
 や

 
敷
 しき

 から歩いて30
 分ほどの場所にある実家から毎朝通っていた。

　季節によって出勤時間は微妙に変わるが、基本的に６時30
 分頃になるとナルソン邸に出勤し、そのまま中庭で早朝訓練をするリーゼの下に向かうというのが日課だった。

　それが住み込みに変更されるということは、そうでなければ業務内容的に無理が生じるということなのだろう。

　正直気分が滅入ってくるが、雇い主であるジルコニアの指示は絶対だ。

　それに、エイラの家庭環境的に住み込みが不可能というわけでもない。

　給金も増えるはずなので、ここは甘んじて指示を受け止めることにした。

　実際に業務を開始してから仕事量的に不可能だという結論に達したら、その時は再度ジルコニアに相談すればいいだろう。

　ちなみに、
侍
 じ

 
女
 じよ

 の休暇は10
 日の間に２日ある。

　休暇をどう取得するのかは主人との間の取り決めや、他の
侍
 じ

 
女
 じよ

 との仕事のかね合いなどによって様々だ。

　中には給金の増加を条件に、自ら申し出て休日返上で働くという強者もいる。

「給金とかの契約内容も変わってくるから、後で内容をまとめた書類を渡すわね」

「かしこまりました……」

　エイラは何とか返事を返すと、外出するリーゼの仕度をするため、一礼して部屋を出て行った。

　部屋を出て行くその背中を、リーゼは少し不安げな表情で見送る。

「エイラは今までどおりあなたの従者のままだから、別に心配しなくても大丈夫よ。何かあってあなたとカズラさんが別々に行動するような時は、エイラはあなたに付けるから」

「はい……」

　――……あれ？

　ふと一連の会話の流れに違和感を覚え、
一
 かず

 
良
 ら

 は小首を
傾
 かし

 げた。

　何か、何かが微妙におかしい気がするのだが、すぐにはそれが何なのかという答えが出ない。

　そうこうしているうちに朝食の準備も整い、４人は用意された食事に手を付け始めた。

　

　４人が食事を食べ始めた頃、エイラはリーゼの外出着を用意すべく、
屋
 や

 
敷
 しき

 の廊下をリーゼの部屋に向かって歩いていた。

「……あれ？」

　そして、部屋の前まで来た時、ふと立ち止まると首を
傾
 かし

 げた。

　――さっき、ジルコニア様は私の部屋を
屋
 や

 
敷
 しき

 の中に用意するって言ってたような気がしたけど、聞き間違えかな？

　普通、住み込みで働く使用人は、専用に作られた使用人用の建物に住まわされる。

　ナルソン邸でもそれは例外ではなく、敷地内には使用人用の家屋が存在している。

　例外的に主人と同じ建物に住まわせる者は、えてして主人の愛人的な立ち位置であることが多い。

　エイラは聞き間違いだろうと
頷
 うなず

 くと、部屋の中に入っていった。





　

第４章　消えない炎

　

　朝食後、リーゼは自室の鏡台の前で、エイラに髪を結い上げさせていた。

　今作っている髪形は、一般的にシニヨンと呼ばれているものである。

　別名、お団子頭だ。

　先ほどの朝食の席で
一
 かず

 
良
 ら

 から聞いた話によると、今日は夕方まで穀倉地帯で水車の設置作業を行うらしい。

　移動はラタを使わずに徒歩とのことなので、身軽な服装はもちろんのこと、髪型も動きやすいものに変更していた。

「ねえ、さっきのことだけど、エイラは何でだと思う？」

　それまで黙ってエイラに髪を結われていたリーゼが、不意に鏡の中の自身の姿からエイラに視線を移して話しかけた。
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「えっと……私がカズラ様の従者を兼任するというお話のことでしょうか？」

「うん、それ。他にもカズラ様に付いてた
侍
 じ

 
女
 じよ

 はいたのに、何でエイラが指名されたんだと思う？」

「何で、ですか……」

　髪を結わえる手は止めずに、エイラは考えるように「うーん」と唸る。

「私の
侍
 じ

 
女
 じよ

 の経験が比較的長いことと、私の年齢がカズラ様と近いからでしょうか。見たところ、カズラ様は20
 代半ばほどのお歳に見えますから、そのせいかもしれません」

「……うーん」

　それは違うんじゃないか、とリーゼが言いかけると、エイラが、「もしくは」と言葉を被せてきた。

「ジルコニア様は、リーゼ様がカズラ様に興味を持つように仕向けようとしているのではないでしょうか？　私がカズラ様の従者に宛がわれたのは、お２人の接点作りのようにも思えます。今までご家族だけでとっていた食事の席にカズラ様を招いていることも考えると、そう考えて間違いないかと」

「うん、それは私も考えた」

　自身の考えと同じエイラの意見に、リーゼは同意するように
頷
 うなず

 く。

「何日か前にも、お母様はわざわざ私の部屋に来てカズラ様の話をしていったし、私に興味を持たせようとしているのは間違いないと思う。でも、それだと１つ分からないことがあるのよ」

「分からないこと？」

　エイラが聞き返すと、リーゼはいぶかしむような表情で軽く首を
傾
 かし

 げて見せた。

「カズラ様がどこの国の貴族なのかを、お母様が教えてくれないことよ。別に隠すようなことじゃないと思わない？」

「……確かに」

　リーゼがジルコニアから
一
 かず

 
良
 ら

 の話を聞いた時、
一
 かず

 
良
 ら

 はとある国の大貴族出身だと言っていた。

　だが、どこの国の貴族なのかをリーゼが尋ねても、ジルコニアは答えてくれなかったのだ。

　普通に考えて、そんな情報をリーゼに隠す必要性などないうえに、リーゼに興味を持たせようとしているのならば、なおのこと意味が分からない。

「もしかして、バルベールの貴族だったりして」

「えっ、それはさすがにないのでは……」

「でも、近場の国の大貴族って北のバルベールくらいしか考えられなくない？　東のクレイラッツにはそこまで目立つ貴族はいないはずだし、プロティアはクレイラッツの向こう側なうえに、アルカディアとそれほど親しいわけじゃないし」

　東の隣国であるクレイラッツには、大きな力を持つ大貴族は存在しない。

　その理由は、クレイラッツが古くからとっている直接民主制という政治形態にある。

　直接民主制とは、市民１人１人が直接政治に参加できる政治方式である。

　クレイラッツにおいては、18
 歳以上の市民すべてに参政権が与えられ、議会にかけられた案件に対して投票権を持つ。

　平時における国政の推進者や外交担当官など、軍事司令官以外のあらゆる要職に就く者はすべてくじで選出され、しかも任期は１年間と限定されている。

　そのため、特定の人物に対して利権が集中するということが起こらない。

　貴族中心に政治運営がなされていた過去の名残で貴族もいることはいるのだが、現在においての立場は平民と大差がない。

　要は、クレイラッツは一般市民が中心の国家なのだ。

　貧富の差はもちろん存在するが、富んでいる者も貧しい者も権利は平等であり、そのほとんどが一般市民である。

　クレイラッツには首都のほかにも複数の都市が存在し、それらが強い同盟関係にある都市国家群を形成している。

　それゆえ、『クレイラッツ都市同盟』と称されることもある。

　クレイラッツの東に存在するプロティアという国は王政であり、力を持った貴族も存在するが、近年になるまでアルカディアとは国家間での交流はあまり盛んではなかった。

　４年前までの戦争において、クレイラッツの仲介によってバルベールに対抗するために同盟を結んだ結果、ようやく国家間の交流が盛んになったのだ。

　それまでにも
交
 こう

 
易
 えき

 自体は陸路と海路を通じて盛んに行われていたため、国同士の関係性は良好である。

　ちなみに、クレイラッツとプロティアの関係は現在非常に良好である。

　戦争が起こるまでは海上利権の問題等で時折
険
 けん

 
悪
 あく

 になったりもしたが、バルベールという共通の敵ができたことによって、互いに手を取り合ったのだ。

　もっとも、共通の敵に対抗するという利害関係が一致しているために一時的に関係性が改善している状態なので、バルベールとの戦争が落ち着いた後はどうなるのかは分からない。

　また、プロティアのさらに東にはエルタイルという王国が存在し、この国も前回の戦争においてはアルカディアと同じ同盟に加わっている。

　国の大きさはプロティアと似たり寄ったりだ。

　アルカディアとエルタイルとの関係性は、距離的な問題からプロティアとの関係よりもさらに薄い。

　陸路では距離がありすぎるうえに国境を３回も
跨
 また

 いでしまうので、主に海路での
交
 こう

 
易
 えき

 が行われている。

「ですが、大のバルベール嫌いのジルコニア様が、バルベールの貴族を
屋
 や

 
敷
 しき

 に招くだけならまだしも、
屋
 や

 
敷
 しき

 に住まわせたりご家族での食事の席に同席させるとはとても思えません」

「でも、それだとプロティアくらいしか……そういえば、お母様って何でそこまでバルベールを嫌ってるんだろ。いきなり
難
 なん

 
癖
 くせ

 付けて侵攻してきたから嫌うのは当たり前だとは思うけど、それにしては何かこう、すごみがあるっていうか……」

　この
屋
 や

 
敷
 しき

 に住む者や働く者たちにとって、ジルコニアがバルベールを毛嫌いしているということは周知の事実だ。

　４年前に休戦協定が結ばれることが国家間での話し合いで決定した際、ジルコニアがかなり激しい口調でナルソンと言い争っていたというのは有名な話だ。

　
噂
 うわさ

 では、ジルコニアは休戦協定など結ばずに、北方の
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 の動きに連携してバルベールに攻め込むべきだと強く主張していたらしい。

　現在のアルカディアの状況や他国の状況を説明してもジルコニアは主張を変えず、あまつさえナルソンのことを腰抜け呼ばわりしたらしい。

　その際、かなり口汚くバルベールを
罵
 ののし

 り、バルベールの人間は皆殺しにするべきだと言っていたらしいが、真偽のほどは定かではない。

　また、休戦協定締結後の数日間、ジルコニアはすこぶる
機
 き

 
嫌
 げん

 が悪く、ナルソンやリーゼですら話しかけることができないほどだったのは確かだ。

　何日か経った後でようやく頭が冷えたらしく、ジルコニアは２人に謝罪し、それ以降はいつもの温厚な彼女に戻っている。

　むしろ、以前よりも性格が丸くなったと感じられるほど、周囲に対して柔らかく接するようになった。

　ただし、軍事関係になると話は別で、訓練等に一切の妥協を許さないというのは以前のままだ。

　戦争の話題になるとジルコニアの目付きが急に恐ろしいものに変わるので、リーゼはあえてその話題は避けるようにしている。

「……
噂
 うわさ

 で聞いた話なのですが」

　考え込む様子のリーゼに、伏し目がちにエイラが口を開く。

「バルベールとの戦争が起こる数ヶ月前に、北方の山岳地帯にあったイステール領の村のいくつかが、野盗に襲われたことがあったらしいんです。襲われた村は住民すべてが
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 されるか
攫
 さら

 われるかしたとのことで……その……」

　言いにくそうに言葉を詰まらせるエイラを、リーゼはじっと見つめる。

「ジルコニア様は、その時に襲われた村の生き残りらしいんです。どういう経緯かは分かりませんが、その後に兵士として軍に志願して、ナルソン様に見初められて、戦争直前にご結婚なされたとか」

「……それ、誰から聞いたの？」

「ナルソン様とジルコニア様がご結婚なされた時に、先輩の
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちが
噂
 うわさ

 話しているのをたまたま耳にしまして……ただ、あくまで
噂
 うわさ

 なので、本当かどうかは分かりません」

「……」

　初めて耳にするジルコニアの過去の話に、リーゼは複雑といった表情で黙り込んだ。

　もしその
噂
 うわさ

 が本当だとすると、北方の山岳地帯にあった村々を襲った野盗というのは、バルベールの手のものなのだろう。

　それならば、ジルコニアがバルベールを強く憎んでいることや、バルベールの話題に敏感なことにも納得できる。

　なぜナルソンと結婚することになったのかまではよく分からないが、おそらくバルベールに関係してのことだろうとは予想がついた。

「どうして今まで話してくれなかったの？」

「あえて話題に出すような
類
 たぐい

 の話でもないので……それに、あくまで
噂
 うわさ

 ですから」

「そう……そうよね。エイラ、手が止まってるわよ」

「あっ、申し訳ございません」

　いつの間にか手が止まってしまったエイラに注意し、リーゼは鏡の中の自分に視線を戻した。

　

　リーゼが身支度を整えている頃、ルーソン邸の一室では、ハベルがテーブルを挟んで父親のノールと相対していた。

　ノールの表情が
険
 けわ

 しいのに対し、ハベルは平然とすましている。

「父上、それは誤解です。私からマリーを売り込むような真似は致しておりません」

「ならば、なぜマリーが指名されるようなことになったのだ。お前がこうなることを見越して、カズラとかいう貴族を家に泊めた際に、マリーに世話をさせたと考えるのが普通だろう」

　ノールは
詰
 きつ

 
問
 もん

 するように問いただすが、声を荒らげたりはしない。

　だが、その
瞳
 ひとみ

 の奥には
若
 じやつ

 
干
 かん

 の怒りが見え隠れしていた。

「料理に
熟
 じゆく

 
練
 れん

 した他の
侍
 じ

 
女
 じよ

 に比べればマリーの腕は
若
 じやつ

 
干
 かん

 
劣
 おと

 るので、調理については手伝い程度にさせたうえで、カズラ様の身の回りの世話を申し付けたにすぎません。父上の言い分こそ、こじつけのように聞こえますが」

「……ふむ。ならば、なぜこの間の外出時にマリーを従者として連れて行ったのだ。別に他の者でもよかっただろう」

「あの時は父上と兄上がグレゴルン領から戻ってきた当日だったので、それの対応をする使用人の中から引き抜いても問題ない者を選んだのです。それに、兄上はマリーのことを嫌っていますし、マリーは私に懐いています。それを考えれば、従者にマリーを選ぶのは自然な流れかと」

「ずいぶんと口が上手くなったものだ……まあ、それに関してはよしとしよう」

　それまで
険
 けわ

 しかった表情を緩め、ノールは軽く息をついた。

　ハベルがマリーを売り込んだということはノールの中ではほぼ確定しているのだが、理路整然と理由を述べるハベルに感心していた。

「こちらからの提案で、マリーは一時的にイステール家に貸し出されることになった。その男がイステール領を離れる時には、またマリーはルーソン家に戻ってくることになっている」

「……貸し出し、ですか」

「うむ」

　ハベルはわずかに顔を
顰
 しか

 めた。

　先ほどノールから、ジルコニアが直々にマリーの身請けを申し出にきたと聞いていたので、てっきり所有権自体がイステール家に移ったものだと考えていたのだ。

「ハベルよ、以前に交わした約束は覚えているな？」

「はい、もちろんです」

「ならば分かっているだろう。何も焦らずとも、お前が軍部で昇進して然るべき役職に就き、ルーソン家に益を成すようになれば、マリーはお前に譲ってやる。マリーが解放奴隷になるための資金付きでな」

「……はい」

「分かっているなら、下手な小細工は止めろ。お前だって、私の心証を悪くして約束が
反
 ほ

 
故
 ご

 になったら困るだろう？」

　その言葉に、ハベルがノールに向ける視線が少しばかり鋭くなった。

　それに対し、ノールは軽く笑って手を振ってみせる。

「そんな目を向けるな。別に約束をなしにしたりはせんよ。ほれ、そろそろ軍部に出勤しないといけない頃合じゃないか？」

「……」

　ハベルは軽く腰を折って礼をすると、部屋の出口へと向かう。

「ハベルよ」

　ドアの取っ手に手をかけた時、ノールがハベルを呼び止めた。

「何か？」

「今回のやり方は少し強引すぎたが、まあ、なかなかにいい方法ではあったな。下手な小細工と言ったことは訂正しておくよ。次はもっと上手くやれ」

「……失礼します」

　ハベルは今度こそはっきりと顔を
顰
 しか

 めると、静かに部屋を出て行った。

　

　朝食後、
一
 かず

 
良
 ら

 は穀倉地帯の入口で、使用人たちを前に作業内容の再確認を行っていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の隣にはリーゼがおり、
一
 かず

 
良
 ら

 の話を真剣な表情で聞いている。

　リーゼの
傍
 かたわ

 らには布張りの大きな日傘を差した従者が控え、彼女に降り注ぐ太陽の光をさえぎっていた。

　日傘は傘の部分が正方形の平らなもので、傘を差している従者は腰に付けた固定具で傘の柄を支えている。

　本日は引越し作業を行うとのことでエイラはこの場にはおらず、リーゼの傍に控えているのは別の
侍
 じ

 
女
 じよ

 である。

　マリーは
一
 かず

 
良
 ら

 に同伴しており、少し離れた所で他の従者や護衛の兵士とともに待機している。

　リーゼはいつものようなドレス姿ではなく、長袖で薄手の上着の上に青銅で補強された革の軽鎧を身に着け、腰には長剣を挿している。

　ジルコニアのような完全な青銅製の金属鎧ではなく、比較的軽そうな複合鎧を装備しているのは、彼女の体力的な問題からだろう。

　軍事訓練でもないのになぜ
鎧
 よろい

 姿なのだろうかと
一
 かず

 
良
 ら

 は思ったが、彼女たちにとって
屋
 や

 
敷
 しき

 の外でこういった仕事をする際は、
鎧
 よろい

 を身に着けるのが当たり前なのだ。

　動きやすいという理由に加え、武器を帯びた
鎧
 よろい

 姿は私服に比べて威圧感があるので、ともすれば甘く見られがちな女性であっても
威
 い

 
厳
 げん

 を持ってふるまうことができる。

　近くに停めてある荷馬車の前には、アイザックとハベルの姿もある。

　２人は従者とともに、
一
 かず

 
良
 ら

 が話をしている間も荷馬車から肥料の詰まった布袋を運び出し、荷馬車の周囲に停めた60
 台の荷車に数個ずつ積んでいた。

　アイザックはリーゼの姿があるためか、いつも以上に張り切って作業に臨んでいるように見える。

　――やっぱり可愛い娘が見てると張り切っちゃうよな。

　と、
一
 かず

 
良
 ら

 は
若
 じやつ

 
干
 かん

 見当違いな感想を持ちながら、アイザックに親近感を覚えていた。

　リーゼは素材自体が非常にいいためか、いつものようなドレス姿はもちろんのこと、早朝訓練時のラフな格好や今のような
鎧
 よろい

 姿など、何を着ていても様になる。

　
鎧
 よろい

 に身を包んで表情を引き締めているリーゼは、
凛
 りん

 とした雰囲気がその
可
 か

 
憐
 れん

 さをさらに引き立て、思わず見惚れてしまうほどに美しく見えた。

　こんな美少女に見ていられては、たいていの男ならばいいところを見せようと張り切ってしまうだろう。

「昨日の作業の進み具合から見て、半月もあればすべての布袋の中身を畑に
撒
 ま

 き終えることができると思います。何か質問はありますか？」

　説明を終えて
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、少し間を置いてから、使用人たちが少しざわつき始めた。

　別におかしなことは言っていないのだが、使用人たちの雰囲気は騒然としたものになっている。

　何をそんなにざわついているのだろうかと、リーゼやアイザックたちも不思議そうな視線を使用人たちに向けていた。

　そうして少し間を置いてから、１人の若い男が手を挙げた。

「昼食の時間になったら、いったん家に戻ってもよいのでしょうか？」

「いえ、食事はこちらで用意してあります。時間になったら号令をかけるので、集まって食事休憩を取ってください」

「食事の代金は給金から差し引かれるのでしょうか？」

「食事の代金はすべてイステール家で負担します。その他の作業に関係した費用についても、給金から差し引くといったことはないので安心してください。食事は十分な量を用意しているつもりですが、もし足りないようでしたら増やすこともできるので、その時は言ってください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、使用人たちから「おお」と喜びの声が上がった。

　彼らに提供する食事内容は、昨日のうちにジルコニアと相談しておいてある。

　炎天下のなかで長時間働かせることになるので、しっかり食べさせねば作業効率も落ちてしまうだろう。

　たくさん汗をかくことになるので、塩分も多少多めにするように指示してある。

「ずっと働きづめというわけにもいかないので、半刻ごとに小休憩を挟んでください。休憩の指示は作業を監督するアイザックさんが出します。水桶を持った使用人がグループを
巡
 じゆん

 
回
 かい

 しますから、彼らがやってきたら喉が渇いていなくても水を飲むようにしてください。他に質問は？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の説明を聞き、質問してきた男も他の使用人たちも納得したような表情となった。

　数秒待っても新たな質問が出ないことに
頷
 うなず

 くと、
一
 かず

 
良
 ら

 は作業開始の号令をかけた。

　

「えっと、昨日水車を設置したのがこの場所だから、次はこの辺りにするか。今日中に何とか５つか６つくらい設置できないかな……」

　使用人たちをアイザックとハベルに任せ、
一
 かず

 
良
 ら

 は持参した地図を眺めながら川へ向かって穀倉地帯を歩く。

　日傘に
一
 かず

 
良
 ら

 も入れるためか、リーゼがぴたりと寄り添って歩きながら、肥料散布を行う使用人たちを眺めていた。

「すごく大掛かりな作業を行うのですね。あの袋の中のものを畑に
撒
 ま

 くと、作物が復活するのですか？」

「すでに枯れてしまっている作物は無理ですけど、まだ生きているものは復活すると思いますよ。
撒
 ま

 いている物は肥料といって、畑の土を元気にする薬みたいなものですね」

「土を元気に……ですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が説明をすると、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 に視線を戻して不思議そうに問い返した。

　以前グリセア村でバレッタたちに初めて肥料について説明した時と、まったく同じリアクションである。

　やはり、肥料を
撒
 ま

 くという概念自体がこの世界の農業には存在していないようだ。

　作物とは神様の恵みや祝福などのおかげで成長するという考え方が、この世界の常識なのだろう。

「そうです。そのために、本来ならば森で落ち葉が
腐
 くさ

 って土みたいになった
腐
 ふ

 
葉
 よう

 
土
 ど

 というものを畑の土に混ぜたりします。現状だとそれだけでは追いつきそうにもないので、私が用意した特別な肥料を畑に
撒
 ま

 いているんです。こいつは強力ですよ」

　――ふーん、じゃあ、あの肥料っていうのが入った布袋の山はカズラ様が用意したんだ……あれ？

　自信ありげに答える
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼは
相
 あい

 
槌
 づち

 を打ちながらも内心首を
傾
 かし

 げた。

　――カズラ様がイステリアを離れたのが確か８日前で、戻ってきたのが２日前だから、最短でも片道３日だよね。クレイラッツの街まで片道３日じゃ絶対に無理だから……え、どこに行ってたんだろ。

　そう、
一
 かず

 
良
 ら

 がイステリアを離れていた間、どこへ行っていたのかがリーゼにはさっぱり分からないのだ。

　これほど広大な穀倉地帯に
撒
 ま

 く肥料となると、その量はかなりのものになるはずである。

　それほどの量の肥料を用意するにはそれ相応の時間が必要だろうし、たとえあらかじめ予定を立て荷物を用意させていたとしても、それを保管する場所だって必要だ。

　前もってどこかで肥料の受け渡しを行うような手はずだったのかもしれないとリーゼは考えつつも、その興味は肥料よりも
一
 かず

 
良
 ら

 の出身国がどこなのかということに向いていた。

　――片道３日で荷物を受け渡しできる距離の国のお金持ちで大貴族出身。お母様と一緒に荷物を受け渡ししてる時点でバルベールの線は消えるから、残るのはクレイラッツ……でもクレイラッツにそこまでお金持ちの大貴族がいるなんて聞いたことないし……。

「あ、そうだ、昨日ジルコニアさんと話してる時に少し話題に出たのですが」

　歩きながらリーゼが考えをめぐらせていると、
一
 かず

 
良
 ら

 が手に持った地図から顔を上げた。

「例年ならもうすぐ
種
 たね

 
蒔
 ま

 きの時期になるって聞いたのですが、どんな作物の種を
蒔
 ま

 くのかを聞き忘れたんですよ。リーゼさんは何を
蒔
 ま

 くか知ってますか？」

「え、種ですか？」

「ええ、このあたりの地域での農業についてはあまり詳しくないもので、もし知っていたら教えていただけると」

　突然そんな話を振られ、リーゼは以前文官からの講義で学んだ内容を思い返した。

　一応真面目に話は聞いていたのだが、農業についてはあまり興味がなかったので、記憶した内容は
曖
 あい

 
昧
 まい

 である。

　特に豊作祈願の儀式の種類や作法などについてはかなり記憶が危ういのだが、種蒔きの時期と種類といった内容ならば何とか記憶に残っていた。

「ええと……例年どおりだともうすぐ気温が下がってくるので、冬イモと豆を
蒔
 ま

 きますよ。収穫は雪が降る直前です」

「イモと豆ですか。他には何かありますか？」

「え、えっと……丸ネギと葉物野菜が何種類か……あと、秋口になったらパン麦やラタ麦の種蒔きも始まります」

　まさか農業について質問されるとは夢にも思っていなかったので、リーゼは慌てて記憶を掘り出しながら、もっと真剣に講義を受けておけばよかったと今さらながらに後悔した。

　もしこれ以上色々と質問をされてしまうと、正直言ってすべて正しく答えられる自信がない。

「なるほど……あの、その豆って何に使われているかって分かりますかね？　何かに加工して使っていたりとか」

「豆は何種類かあるのですが、確か冬マメは乾燥させて保存用にとっておいたり、油をとったりすると聞いたことがあります」

「油ですか……どんな方法でとるんですか？」

「た、確か木箱に入れて押し付けてしぼるといった方法だったような……あ、あの、ごめんなさい。以前文官から講義を受けて勉強したはずなのですが、内容を忘れてしまっていて、詳しい方法は分かりません……」

「あ、別に気にしないでください。というか、それだけ色々と知っていれば大したものですよ」

　申し訳なさそうにするリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は笑顔で礼を述べる。

　普段から政務や農業などの仕事にリーゼが関わっているとは
一
 かず

 
良
 ら

 も思っていないので、それほど詳しく話が聞けるとは考えていない。

　リーゼは昨日も面会で忙しかったようだし、それらの仕事の合間に勉強もしているのだろう。

　貴族令嬢という身分も、なかなか苦労が多そうだ。

　――日本でいうところの大豆油みたいなのをしぼり取ったりはしてるのか。確か
圧
 あつ

 
搾
 さく

 っていったっけ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も詳しい手法は知らないが、大豆や菜種から油をしぼり取ることができるといった程度の知識ならば持っている。

　この世界での
圧
 あつ

 
搾
 さく

 手法を詳しく調べれば、抽出量や作業時間についても効率化を図ることができるだろう。

　――でも、
圧
 あつ

 
搾
 さく

 って確かえらく時間がかかるんだっけ。しぼるんなら遠心分離機を使えばかなり効率よくできそうだな。

　遠心分離機とは、回転によって得られる遠心力を用いて物をしぼったり、液体内の成分を分離させたりする時に使う機械のことである。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は父親の真治が遠心分離機を使い、油に浸かった金属材料の油を切っているのを見たことがあったので、豆から油をしぼることにも使えるのではと思いついたのだ。

　実際、大豆油やオリーブオイルなどを生産する工場では遠心分離機を用いた油の抽出も行っているので、
一
 かず

 
良
 ら

 の考えは間違いではない。

　歩きながら
一
 かず

 
良
 ら

 が考え込んでいると、ふと隣のリーゼが不安そうな顔でこちらをちらちらと
窺
 うかが

 っていることに気がついた。

　油の抽出手法を詳しく答えることができなかったことを、気に病んでいるのだろう。

　リーゼは農業や食品の加工技術については苦手としているようなので、話題を変えたほうがよさそうだ。

「そういえば、前に初めて会った時も街中でしたけど、リーゼさんって普段から街によく出かけるんですか？」

「はい、気分転換によく散歩するんです」

　話題が変わって安心したのか、リーゼは少しほっとした様子を見せた。

「いつも
屋
 や

 
敷
 しき

 の中だと気が滅入ってしまうので……それに、街に出かけるといろんな人たちと話すことができて、とても楽しいんです。市民の生活を直接目にすることもできますから、勉強にもなります」

「リーゼさんは勉強熱心なんですね。普段からあちこち行っているなら、街のお店や食べ物とかにも詳しいんですか？」

「街の中心街にはよく出かけるので、そのあたりのお店の人とは仲良しですよ。エイラと一緒に外食をしたりもするので、
美味
 おい

 しい食べ物屋さんもたくさん知っています。よろしければ、今度一緒にお出かけしてみませんか？　色々とご案内しますよ」

「お、いいですね。都合が合えばぜひ」

　よくある社交辞令だと受け取った
一
 かず

 
良
 ら

 がそう答えると、リーゼは実に嬉しそうに表情を輝かせた。

「わ、嬉しいです！　お出かけできる時間が作れるように、これからもお手伝い頑張りますね！」

「えっ？　あ、はい。よろしくお願いします」

　予想外に積極的な発言を受け、
一
 かず

 
良
 ら

 は
若
 じやつ

 
干
 かん

 面食らいながらも
頷
 うなず

 いた。

　どこまでが本気なのか図りかねるが、仕事を手伝う気は満々のようだ。

　とはいえ、現状では早急にやらねばならないことが多すぎて、とてもではないが出かける
暇
 ひま

 など取れない。

　もし本当に出かけるのだとしても、穀倉地帯の件が一段落してからになりそうだ。

　――社交的な人なんだな。市民の間で人気があるのも納得できるわ。

　彼女の人気の秘密を、
垣
 かい

 
間
 ま

 見たような気がした。

　

　それから数時間後。

　完成したばかりの水車がどんどん水を
汲
 く

 み上げていく様を眺めながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は水車の回転速度をチェックしていた。

　付き添う護衛や従者は昨日と同じ面々であり、水車の組み立てや水路作りも一度経験している。

　そのため、昨日よりもスムーズに作業を進めることができた。

　この分ならば、今日中にあと３台か４台は水車を設置することができるだろう。

「んー、こいつは特に問題ないな。部品の精度にばらつきがあるのか」

　昨日ジルコニアと一緒にチェックした水車とは違い、今回組み立てた水車の回転速度はほぼ均一だ。

　ジルコニアは街中の職人に部品の製造を依頼したと言っていたので、その中のどこかの工房の工作精度に問題があるのだろう。

　部品自体にはどの工房が作ったといった印はついていないので、すべての工房の部品がごちゃまぜになってしまっている。

　今後は、部品一つ一つに製造された工房の焼印か何かを入れる必要がありそうだ。

「すごい……こんな道具があるなんて、初めて知りました……」

　大量の水を次々に水路に吐き出していく水車を、リーゼは
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした表情で見上げる。

「この水車さえあれば、これからは穀倉地帯の水路が干上がることはないでしょう。でも、使っている部品に不良品がいくつか混じっているみたいなんで、後で職人さんのところへ行って製作工程を確認しないと」

「えっ、ちゃんと動いているように見えますけど、これでも不良品なんですか？」

「いや、この水車は大丈夫なんですが、昨日ジルコニアさんと設置した水車に少し問題がありましてね。全部が全部ってわけではないみたいですが、いくつか不良品が混じってしまっているみたいなんですよ」

「そうなのですか……」

　くるくると順調に回り続ける水車を見上げながら、リーゼは
相
 あい

 
槌
 づち

 を打つ。

　不良品と言われてもどんな不具合が出るのか想像がつかないのだろうが、それについての質問をするつもりはないようだ。

　激しく水しぶきをたてながら回転する水車の迫力に圧倒されてしまい、質問どころではないのだろう。

　それから少しの間、水しぶきをあげる水車を２人は並んで眺めていた。

　

「さて、ちょうどキリもいいですし、そろそろ昼食にしましょうか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、近くで水車を眺めながら一息ついていた従者たちに、昼食の用意をするよう指示を出した。

　従者たちは軽快に返事を返すと荷馬車に駆け寄り、組み立て式の簡易テーブルや椅子を取り出して、手際よく組み立て始める。

　ものの数分で、さながらカフェのテラス席にあるような、日傘付きのテーブル席が完成した。

　でき上がったテーブルにクロスが敷かれ、銀皿やコップが並べられる。

　その上に
屋
 や

 
敷
 しき

 から持ってきた調理済みの食材が盛り付けられれば、食事の準備は完了だ。

　リーゼ側の皿に盛り付けられた食材は、薄焼きのパンケーキ、塩漬けにされた鶏肉の香草和え、薄切りにカットされたプラムのような果物、水で薄められた果実酒だ。

　この世界では、食事時ならば昼間でも酒を飲むのは当たり前である。

　飲酒に年齢制限はなく、リーゼのような少女でも日常的に酒を飲む。

　とはいえ、酔ってしまっては生活に差し支えるので、飲酒量には注意が必要だ。

　余談だが、リーゼは酒にめっぽう強い。世に言ううわばみ、ザルである。

　マリーは
一
 かず

 
良
 ら

 の分の食器を並べ終えると荷馬車に行き、布包みから缶詰を取り出した。

　フタを開けてから布で包み、再びテーブルに戻ってくる。

　今回
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきた缶詰は、クラムチャウダーと菓子パンである。

　本当ならば混ぜご飯のレトルトか缶詰を持ってきたかったのだが、ご飯ものはお湯で数十分温める必要があるのでやめておいた。

　――何だろ、シチューかな？　暑さで悪くなってないのかな……。

　缶から銀皿へと移されるクラムチャウダーに、リーゼはちらりと視線を向ける。

　まだリーゼは缶詰の存在を知らないため、
屋
 や

 
敷
 しき

 で作ったシチューか何かをそのまま持ってきたと思っているのだ。

　この炎天下に馬車の中で何時間もシチューを放置すれば、普通は
腐
 くさ

 るまでは行かなかったとしても、多少は傷んでしまうだろう。

「では、いただきましょうか。あ、マリーさんも食事休憩にしていいですよ。介助はいらないんで、自由に休んでいてください」

　マリーは一礼すると、自身の昼食を取りに荷馬車へと歩いていった。

「あなたたちも食事にしなさい。しばらく自由に休憩してて」

　
一
 かず

 
良
 ら

 を見習ってか、リーゼも傍に控えていた従者や護衛の兵士たちにそう指示を出す。

　従者たちは少し恐縮したように返事をすると、荷馬車から昼食を取り出すマリーに声をかけ、皆でそろって川べりに腰かけて食事をとり始めた。

　従者たちはマリーに興味津々といった様子で、皆あれこれと話しかけている。

　何を話しているのかは
一
 かず

 
良
 ら

 たちのいる場所までは聞こえてこないが、
和
 なご

 やかな様子であり、問題はなさそうだ。

「カズラ様、もしよろしければこのお肉もいかがですか？」

　さあ食べよう、と
一
 かず

 
良
 ら

 がクラムチャウダーにスプーンを入れると、リーゼが自分の皿を少し押して
一
 かず

 
良
 ら

 に勧めてきた。

「エイラのお手製で、パンと相性が良くて
美味
 おい

 しいんですよ。多めに用意させてありますから、よかったら食べてください」

「ん、そうですか。では一口もらおうかな」

　勧められるがまま、フォークで肉を１欠け突き刺して口に運ぶ。

　鶏肉はモモの部分であるようで、塩がよく利いていて柔らかく、香草の香りがいいアクセントを利かせていて、とても
美味
 うま

 い。

「おお、これは
美味
 おい

 しいですね。今度エイラさんに作り方教えてもらおうかな」

　口にした肉料理の味に
一
 かず

 
良
 ら

 が頬をほころばせると、リーゼはにっこりと
微笑
 ほほえ

 んだ。

「気に入っていただけてよかったです。荷馬車にまだ残っているはずなので、足りないようでしたらお持ちしますね」

「ありがとうございます。リーゼさんも私のクラムチャウダーを……って、受け皿がないか。荷馬車にあるかな」

「あっ、大丈夫ですから、気になさらないでください。また今度いただきますわ」

　お返しに自分のクラムチャウダーをふるまおうと、荷馬車へ受け皿を取りに行こうと腰を上げかけた
一
 かず

 
良
 ら

 を、リーゼは慌てて止めた。

　実のところ、リーゼが自分の料理を勧めたのは、
一
 かず

 
良
 ら

 の食べようとしているクラムチャウダーが傷んでいるのではと気にしてのことだった。

　多めに用意してあるから、といって先に料理を勧めておき、
美味
 おい

 しいという言葉を出させておけば、もし
一
 かず

 
良
 ら

 の料理が傷んでいたとしても、
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼの料理に手を付けやすい。

　料理が傷んでいたと発言させてしまうと
一
 かず

 
良
 ら

 に恥をかかせることになってしまうので、そうならないように予防線を張っておいたのだ。

　この後
一
 かず

 
良
 ら

 が自身の料理が傷んでいることに気がつけば、リーゼの気遣いにも気づくだろう。

　そうなれば好感度大幅アップは確実なので、料理が傷んでいることを内心期待していた。

「ん、そうですか。ではまた今度おすそわけしますね」

　そんなリーゼの思惑にまったく気づかないまま、
一
 かず

 
良
 ら

 はクラムチャウダーを口に運ぶ。

　当然ながら、先ほど初めて開封されたクラムチャウダーが
腐
 くさ

 っているはずがない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は特に変わった様子も見せずに、皿に置かれたパンを千切ってクラムチャウダーに付ける。

　――あれ？　平気なんだ。残念。

　そんな様子にリーゼは内心少しがっかりしつつも、そんなことはおくびにも出さずに笑顔で
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に
頷
 うなず

 いた。

　別に今すぐ好感度を上げなければいけないというわけでもないし、すでに
一
 かず

 
良
 ら

 は自分のことをだいぶ気に入っている様子なのだ。

　まだしばらく
屋
 や

 
敷
 しき

 に
滞
 たい

 
在
 ざい

 する様子だし、今後ゆっくりと好意を引き出していけばいいだろう。

「
屋
 や

 
敷
 しき

 での食事の時も思ったのですが、カズラ様の国の料理はアルカディアのものとは少し違っているのですね。普段は、そのクラムチャウダーというものをよく食べるのですか？」

「んー、いや、別にそういうわけでもないんですけど……こういったものよりも、穀物を水で炊き上げたものを毎食食べていましたね。それが主食で、おかずに焼き魚とか野菜の煮物とか」

「穀物ですか。パン麦やラタ麦を水で炊き上げたりするようなものですか？」

「うん、たぶんそんな感じです。お
粥
 かゆ

 にはしないで、実の硬さを少し残すように炊くんですよ」

　雑談を交わしつつ食事をとりながら、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 との今後について考える。

　今朝エイラと一緒に予想した内容が正しければ、ジルコニアは今後も
一
 かず

 
良
 ら

 と自分が一緒に行動するように色々と根回しをしてくるだろう。

　出身国がどこなのかが少し気になるが、たとえ大貴族出身というのがリーゼの興味を引くための嘘で、本当はクレイラッツ出身の平民だったとしても、大金持ちの有力者であることには変わりはない。

　貴族であるかどうかは大した問題ではなく、リーゼが重視しているのは権力や財力、そして何よりもある程度の気前のよさがあるかどうかなのだ。

　ジルコニアが推してくる時点で変な出所の人物ではないだろうし、ナルソンがあそこまで頼りにして親しげにするほどの人物であれば、性格も問題はないだろう。

　ここ数日
一
 かず

 
良
 ら

 を観察して得た感触は、彼は誰にでも丁寧に接して気遣いもでき、そのうえかなりの働き者というものだ。

　それでいて、リーゼに高価なペンダントをぽんとプレゼントするという気前のよさもある。

　金を使うべき時には惜しまず使うという切り分けがしっかりしているだけなのかもしれないが、ナルソンやアイザックのように徹底した節制意識を持っているというわけでもなさそうだ。

　――たまにじっと見られてることもあるけど、面会に来るようなやつらと違って目つきに粘っこいものもないし、わりと純情そうなんだよね。これなら押せばいけるかな。

　その容姿から、リーゼは昔から男にじろじろと見られることが多かった。

　男とはそういう生き物なのだろうと
達
 たつ

 
観
 かん

 してはいるのだが、あまりにも見られていれば気になるし、粘ついた視線を向けられれば気持ち悪くも感じる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 にもぽーっと見つめられたことが何度かあったが、自分で気づくとすぐに視線を外しているようだった。

　あえてじろじろ見ないように気をつけているような雰囲気も感じられ、かなり好感が持てる。

　普段リーゼが接する者たちで、そのような態度をとる男は
稀
 まれ

 だった。

　ちなみに、アイザックも
一
 かず

 
良
 ら

 と同様に視線には気をつけている様子なのだが、リーゼはあまり気に留めていない。

「ん、どうかしましたか？」

　じっと見つめてくるリーゼの視線に気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 は小首を
傾
 かし

 げた。

「ふふ、お口の端にお弁当がついてます」

　リーゼはそう言いながらナプキンを取ると、少し身を乗り出して
一
 かず

 
良
 ら

 の口元を優しく
拭
 ぬぐ

 った。

「え、あ、ありがとう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はかなり動揺しているのか、顔を赤くしてしどろもどろになっている。

　リーゼは柔らかく
微笑
 ほほえ

 んで椅子に座りなおすと、食事に手を付けた。

　

　夕暮れ時に作業を切り上げ、２人は街中を歩いていた。

　市民たちも仕事を終えて帰路についている者が多く、路地には人が溢れている。

「薄暗くなってくると、お店はほとんど閉まっちゃうんですね。夜も開けておけばお客さんが集まりそうなものだけど、誰もやらないのかな」

　行き交う人びとを眺めながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は何気なく言った。

　開いている店は食事どころばかりで、小売店のような商店は店じまいを始めている。

「あ、それは私も思いました。一度お店の人に聞いてみたことがあるのですが、みんな夜のうちに帳簿付けや在庫整理をやるらしくて、夜中までは開けていられないらしいですよ」

「へえ、そうなんですか。そんなに大変なのかな」

「雑貨屋みたいに品数が豊富なお店は、特に大変みたいです。個人で経営しているようなお店だと、全部自分でやらないといけないので、なおのこと大変らしいですよ」

　そう説明をするリーゼは、実に生き生きとしている。

　街中のことや市民の生活ぶりについて、かなり詳しいようだ。

　大貴族であるリーゼがそこまで市民と交流があるとは、
一
 かず

 
良
 ら

 にとって予想外だった。

　以前、ロズルーから聞いた評判や、リーゼ自身が話していた「お店の人とは仲良し」といったことは本当なのだろう。

「でも、お店が休みの日にまとめてやるようにすればいいように思えません？　そうすれば夜もお店を開けるし、売り上げも上がりそうですけど」

「あ、それは絶対にやっちゃダメってお店の人は言ってました」

「えっ、何でです？」

　即座に否定するリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は首を
傾
 かし

 げた。

「取引額の記録は毎日きちんと付けておかないと、正確な取引ができなくなってくるそうなんです。後でまとめて、なんてずぼらなことをするお店は、必ず潰れるとのことです」

「マジですか……私がお店を経営したら、間違いなく潰れますね……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、リーゼはくすっと笑って見せた。

「ふふ、大丈夫ですよ。帳簿は私がきちんと付けますから、旦那様はしっかりとお客様の相手をしてくださいませ。これなら
繁
 はん

 
盛
 じよう

 間違いなしです」

「お、そりゃいいや。しっかり者で美人の女将さんがいるなら、安心して客の相手が……いや、それだと俺、必要なくないか……」

「いえいえ、そんなことないですよ。旦那様がいないと困ってしまいます」

「ホントに？」

「たぶん」

「たぶん!?
 」

　背後の護衛や従者たちが暖かく見守るなか、楽しげな２人の掛け合いは続くのだった。

　

　時は
遡
 さかのぼ

 り、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼが午後の作業を開始した頃。

　ナルソン邸の一室で、エイラはジルコニアと向かい合わせで席に着き、雇用契約の変更内容についての説明を受けていた。

　目の前には『雇用契約書』と書かれた、同じ内容が記載された２枚の皮紙が置かれている。

　契約書には、１ヶ月当たりの給金や労働時間、大まかな職務内容や備考が記載されていた。

　１枚は雇用側の保管用で、もう１枚はエイラが手元に残す控えである。

「基本の勤務時間は今までどおり夕食の片付けが終わるまでだけど、もし勤務時間外にカズラさんから何か頼まれたら、その時はしっかりお願いね。書いてある給金はそれも想定した金額だから」

　――お、お給金が倍になってる……。

　
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした表情で給金の項目を見つめたまま、エイラは固まっていた。

　エイラの給金はリーゼの専属従者をしていた頃からそれなりに高額だったのだが、今回提示された金額はそれの倍である。

　これは軍部の近衛部隊長の給金をも上回る金額であり、
屋
 や

 
敷
 しき

 で働く者たちの中でもトップクラスに分類されるほどの高給だ。

　しかもそれに上乗せして、
屋
 や

 
敷
 しき

 の１階に個室を用意されたうえに家具も無料貸し出しをすると記載されている。さらに、
屋
 や

 
敷
 しき

 の風呂も自由に使ってかまわないという。

　あまりの待遇の良さに、エイラは気分が高揚してくるのと同時に、身体が少し震えてきた。

　これほどの厚待遇に
伴
 ともな

 う職務とは、いったいどれほど
過
 か

 
酷
 こく

 なものなのだろうか。

「今までの契約内容と違うところは、雇用契約は今後10
 年間はあなたのほうからは解除できないっていうのと、リーゼに加えてカズラさんの従者の兼務、それにマリーの指導くらいかしら。それと、カズラさんから頼まれたことは何よりも優先して
完
 かん

 
璧
 ぺき

 にこなしてね。何か質問はある？　なければここに署名して契約更新は完了だけど」

　インク入りの陶器と羽ペンをエイラの方に押しやりながら、ジルコニアが質問をうながす。

「あ、えっと……」

　反射的に羽ペンを受け取りつつも、エイラは必死で契約内容に目を走らせる。

　倍の給金を提示されて一瞬気分が舞い上がりかけたが、一度契約をしてしまうと10
 年もの間契約を解除できないと聞いては、内容の確認にも慎重になる。

「業務内容についてなのですが、リーゼ様とカズラ様のお２人の従者を兼任するとなると、業務量的にこなせるかどうか今この場では判断できません。なので、もしこなしきれないと感じた場合はご相談させていただきたいのですが」

「それはもちろんよ。手が足りないような量の仕事をこなせなんて言わないから、そこは安心して。もし必要だったらあなた専属の使用人を付けることも考えるから。それに、マリーが仕事に慣れればあなたの負担も軽くなるはずだから、大変なのは最初だけじゃないかしら」

　緊張した様子で質問をするエイラに、ジルコニアは柔らかく
微笑
 ほほえ

 んで答える。

　話を聞く限り、ジルコニアとしてもそこまで無理を押し付けるつもりはないようだ。

　エイラは安心したように笑顔で礼を言うと、再び契約書に目を通した。

　――専属の使用人を付けてもらえるのなら買出しの手間はなくなるし、マリーちゃんが仕事に慣れてくればカズラ様のお世話は少し手伝う程度でも大丈夫かな……でも、別に仕事がすごく増えるってわけでもないのに、お給金が倍になってるってことは……。

　エイラは契約書から顔を上げると、おずおずといった表情でジルコニアに向き直った。

「……ジルコニア様、リーゼ様とカズラ様のことなのですが……その、ひょっとして……」

「うん、あなたにはあの２人をくっつけてもらいたいの」

　言いにくそうに口ごもるエイラに、ジルコニアは
微笑
 ほほえ

 んだまま言い放った。

「ちょっと理由があって、あなたには何とかあの２人が両想いになるように動いて欲しいのよ。ただし、あんまりあからさまなやり方はダメよ。あくまでも自然にそうなるように仕向けて欲しいの」

「わ、私がですか……」

　まさかこうもストレートに指示されるとは思っていなかったため、エイラは
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 した様子でうつむいた。

　両想いにさせろと言われても、エイラは
一
 かず

 
良
 ら

 のことなどほとんど知らないに等しい。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とは仕事内容以外の話をしたことなど一度もなく、性格すらよく
掴
 つか

 めていないのだ。

　まずはそれなりに親しくなる必要があるのだが、
一
 かず

 
良
 ら

 の情報はナルソンやジルコニアが制限しているらしく、何も耳に入ってこない。

　どこまで踏み込んでいいのかも分からない相手にそのようなことをしろと言われても、正直なところ困ってしまう。

「どう？　何とかお願いできないかしら」

「え、えっと……」

「ん、なあに？」

　どう返事を返したものかと言いよどんでいると、ジルコニアは優しげな
微
 び

 
笑
 しよう

 を浮かべたまま、間髪入れずに続きをうながしてきた。

　まるで、考える
暇
 ひま

 を与えないようにして、首を縦に振らせようとしているかのようにも感じられる。

「わ、私が動かなくても、カズラ様はリーゼ様のことを気に入っているようですし、リーゼ様もカズラ様には興味を持っているご様子なので、私が動くとかえって不自然になるかと……そのまま流れに任せたほうが上手くいくのではと思うのですが……」

「そうね。でも、それだとくっつかない可能性もあるでしょう？　それじゃ困るの。くっつく可能性は少しでも上げておかないとね。大丈夫、あなたならできるわ」

　柔らかい口調と表情のまま、ぐいぐい話を押し込んでくるジルコニア。

　このままでは大した情報も貰えないまま押し切られてしまうと、エイラは慌てて口を開いた。

「で、ですが、アイザック様のことはいいのですか？　その……以前よりナルソン様は、ずいぶんとアイザック様を推しているように見受けられたのですが」

　その質問に、ジルコニアは少し驚いたような表情になった。

　今までエイラは一度たりともジルコニアの指示に逆らったり意見をしたりといったことがなかったので、このような問い返しがくるとは思っていなかったのだ。

　ジルコニアの表情に、エイラは今の自分の発言が受け取り方によっては
若
 じやつ

 
干
 かん

 の非難を含んでいるようにも聞こえるということに気づき、内心「しまった」と思ったが後の祭りだった。

「んー、そうね……アイザックは本当にいい子だし、家柄も申し分ないからリーゼにも見合うとは私も思うわ。でも、カズラさんはそれ以上ってことなの。どう説明したらいいのかしら……困ったわね……」

　口元に手を当てて考え込むジルコニアに、エイラはびくびくしながら答えを待つ。

　ジルコニアは普段は口調も柔らかく優しい雰囲気だが、激怒した際の恐ろしさは尋常ではない。

　エイラ自身、ジルコニアが怒っている様子を直接見たことは数回、しかも遠目からしかないうえに、それらも４年も前の話である。

　軍事関連以外ではあまり言葉を荒らげるようなことはないのだが、
侍
 じ

 
女
 じよ

 仲間や警備兵から怒った際のジルコニアの恐ろしさを伝え聞いているエイラとしては、機嫌を損ねはしないかと気が気ではない。

　あまり出すぎた真似をすると、次の日には無職の身になっているかもしれない。

　エイラのそんな心配とは裏腹に、ジルコニアは特に気分を害した様子も見せず、少し考えた後にエイラに視線を戻した。

「そうよね、カズラさんのことを何も教えずにこんなことをお願いしても、あなたも困るわよね。無理なお願いをしてごめんなさいね」

「い、いえ」

「じゃあ、これから話すことは領内の極秘事項だから、絶対に誰にも言わないで欲しいのだけど……」

　エイラは先ほどの指示が撤回されたと一瞬ほっとしかかったが、ジルコニアが続けて口にした言葉に表情を引きつらせた。

　今、ジルコニアは極秘事項を話すと言ったのだ。

　そのようなことをエイラは知りたくはないし、知ってしまうことによって相当面倒なことに巻き込まれるだろうということは容易に想像がつく。

　だが、ここで話を断るという選択肢など取れようはずがない。

　何とか上手いこと切り抜けようとした結果、ヤブヘビ状態になってしまったようだ。

「話を聞く前に署名だけしてもらえるかしら？　もし話を聞いた後で気乗りしないようだったら、別にリーゼとカズラさんの件には手を出さなくてもいいから。深く考えなくても大丈夫よ」

　そう言いながら、笑顔で署名をうながすジルコニア。

　――それ全然大丈夫じゃないですよう。

　とエイラは心の中で突っ込みつつも、涙目で
頷
 うなず

 くと羽ペンにインクをつけた。

　どちらにせよ、ジルコニアの指示を断る勇気など、元から持ち合わせてはいないのだ。

　下手にあがいて状況が悪化してしまったが、これ以上はもうどうしようもない。

　失職するよりはマシだと
諦
 あきら

 めるほかなかった。

　エイラが署名を終えると、ジルコニアは契約書を受け取って自分の手元に置いた。

「ありがと。じゃあ、さっきの続きね。カズラさんのことなんだけど」

「はい……」

　覚悟を決めて真剣な表情をするエイラに、ジルコニアも表情から
微
 び

 
笑
 しよう

 を消して真顔になる。

「カズラさんはね、人間じゃないの。グレイシオール様なのよ」

「……え？」

　予想だにしていなかった
台詞
 せりふ

 に、エイラは思わず聞き返した。

　冗談かと思ってジルコニアの顔を見るが、その表情はいたって真剣である。

「グレイシオール様の言い伝えは知ってるかしら？」

「い、一応は……小さい頃におとぎばなしとして聞いたことはありますが……」

「そのおとぎばなしとまったく同じこと……いえ、それ以上のことが、つい２ヶ月くらい前にグリセア村で起こったの。
飢
 き

 
餓
 が

 状態だった村は今では完全に復活して、全滅していた畑も信じられないくらいの豊作になっているわ」

「は、はあ……」

　あまりにも
突
 とつ

 
拍
 ぴよう

 
子
 し

 のない話に、思わず生返事を返してしまう。

　グレイシオールの言い伝えは幼い頃から何度も聞いたことがあったので知っていたが、それはあくまでもおとぎばなしで、実際にあった話などとは思っていなかった。

　だが、ジルコニアはグレイシオールが実際に現れて村を救ったと言っているのだ。

「どんな経緯でグレイシオール様が領内の復興に力添えをしてくれるようになったのかは
省
 はぶ

 くけど、今グレイシオール様はイステリア周辺の穀倉地帯を復活させようとしてくれているわ。その他にも効率的に作業をこなせる道具の開発や、都市部の水害対策や衛生状態の改善にも力を貸してくれると言っているの。でも、どこまで手助けしてくれるのかはまだ明確じゃない」

　一息に説明をするジルコニアに、エイラも
固
 かた

 
唾
 ず

 をのんで耳を傾ける。

　ジルコニアの様子は真剣そのものであり、冗談のような気配は
微
 み

 
塵
 じん

 も感じられない。

　途端に変わってしまった場の雰囲気に、エイラはじっとりとした汗が吹き出てくるのを感じた。

「平時だったらそれだけでも十分すぎるくらいありがたい話なんだけど、今の私たちにとってはそれじゃ困るのよ。どうにかして今以上に、それも早急に支援を受けないと、バルベールとの戦争に間に合わなくなるわ」

「……また、戦争が始まるのですか？」

　戦争と聞いて、エイラが不安そうにジルコニアに尋ねる。

　４年前までの戦争では、幸いなことにエイラの親族に戦死者は出ていない。

　両親、弟妹ともに健在であり、従軍して負傷した
親
 しん

 
戚
 せき

 は数名いるが、全員が休戦まで生き残った。

　だが、再び戦争が始まってしまうというのであれば、今度こそ誰かしら戦死してしまうかもしれない。

　弟妹も従軍できる年齢になっているので、兵士として
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 されることになるだろう。

　親しい者の戦死の報の不安に駆られながら日々を過ごすのは、もう嫌だった。

「始まるでしょうね。私たちが望んでいなくても、バルベールは攻めてくるわ。あの国はそういう国よ。血も涙もない、悪魔のような国」

　先の戦争のことを思い出しているのか、ジルコニアの
瞳
 ひとみ

 には激しい憎悪の感情が浮かぶ。

　だが、それも一瞬のことで、不安そうに自分を見つめてくるエイラに、再び優しげな
微
 び

 
笑
 しよう

 を向ける。

「でも、カズラさんの十分な支援を取り付けることができれば大丈夫よ。あの人……人って言っていいのか分からないけど、彼の持つ知識と道具にこの世界の常識は通用しないわ。あの道具と知識、それに祝福の力さえあれば、バルベールを相手にしたって絶対に負けない」

「祝福、ですか？」

　急に出てきた祝福という単語に、エイラは思わず聞き返す。

　話を聞き始めた当初はあまり深入りしたくはないと思っていたが、ここまできては聞かずにはいられなかった。

「そう、祝福。たぶんだけど、カズラさんは親しい者に祝福を与えているようなの。その祝福を得た者は、まるで怪物のような力を身につけることができるわ。あの力さえあれば……」

　怪物のような力と言われてもエイラはすぐには想像ができなかったが、ジルコニアがそう言うのならば本当のことなのだろう。

　どういった形で祝福を得ることができるのかは分からないが、それほどすさまじい力を得ることができるのならば、ジルコニアがこだわる理由も分かる気がする。

　憎きバルベールを打ち倒すことのできる絶好の機会が訪れているというのなら、手段を選んでなどいられないのだろう。

　義理とはいえ、自分の娘であるリーゼに
一
 かず

 
良
 ら

 を
誘
 ゆう

 
惑
 わく

 するように強制しない分、まだ理性的とも言える。

　少し
恍
 こう

 
惚
 こつ

 とした表情で話していたジルコニアは、自分を見つめるエイラに気づくと表情を元の自然な
微笑
 ほほえ

 みに戻した。

「そうそう、あなたがリーゼとカズラさんをくっつけようとするって話はここだけの秘密よ。ナルソンにも言ってはダメ。もちろんリーゼにも黙っておいてね。何か相談がある時は私に言って。何でも協力するわ」

「か、かしこまりました」

　いつのまにかエイラが話を引き受ける流れになってしまっているが、今さら断れるようなものでもない。

　ナルソンにも言ってはいけないということは、この話はジルコニアの独断によるものなのだろう。

　リーゼに
一
 かず

 
良
 ら

 の
誘
 ゆう

 
惑
 わく

 を強制しないのも、ナルソンが
障
 しよう

 
壁
 へき

 になっていることは明らかだ。

　これでエイラは、ナルソンではなくジルコニアの
手
 て

 
駒
 ごま

 ということになってしまった。

　正直恐ろしくてたまらないが、今さらどうにもならない。

「そんなに緊張しなくても大丈夫よ。リーゼがその気になってるなら、それほど難しい話じゃないと思うわ。あなたはそれに少しだけ後押しをしてあげればいいの。あんまり意識すると逆におかしくなるから、そこだけは注意してね。これで話はおしまい。もう下がっていいわよ」

「はい、失礼いたします……」

　不安そうに返事をし、立ち上がって一礼してからエイラは退室していった。

　

　ジルコニアはエイラを見送ると、ほっと息をついて椅子の背もたれに背を預けた。

　グリセア村の状況から見るに、
一
 かず

 
良
 ら

 は気に入った相手にはかなり強力に支援や祝福を施すように見える。

　今後、上手いことリーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 と恋仲になり、それに
付
 ふ

 
随
 ずい

 する形でイステール家やイステリアに愛着を持たせることに成功すれば、きっと軍事関係についても支援を取り付けることができるだろう。

　最初に軍事支援をお願いした時には断られてしまったが、今度は上手くいくはずだ。

「きっと、大丈夫。今度こそ」

　自分に言い聞かせるようにジルコニアはつぶやくと、そのままそっと目を閉じた。





　

転章

　

　イステリアで
一
 かず

 
良
 ら

 たちが仕事に
奔
 ほん

 
走
 そう

 している頃。

　グリセア村では、大規模な改修工事が着々と進められていた。

　いつものように天気は快晴。絶好の工事日和だ。

　そんななか、バレッタとニィナは、村の外で拡張中の水路を見て回っていた。

「ねえねえ、バレッタ」

　水路の幅をメジャーで測るバレッタに、ノートを見ていたニィナが声をかけた。
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「何だか水路の幅が今までの倍くらいになるみたいだけど、どうしてこんなに広げるの？　洗濯はしやすくなるけどさ」

「村の中にも水車をいくつか設置しようと思って。今までの幅だと狭すぎて置けないから、そのために広げたいんだ。洗濯用の洗い場は別に作るよ」

　バレッタは横からノートをのぞき込むと、日本語で『洗い場』と書かれた部分を指差した。

「そうなんだ。それなら、洗い場に屋根も付けて欲しいな。雨が降ると洗い物が大変でさ。長雨になると地面もぐちゃぐちゃになっちゃうし、それも何とかなるといいかな」

「あ、そうだね。村の中の道も作り直そっか」

　ニィナはたびたび、バレッタに意見を出しては改善策を検討してもらっていた。

　大雨になると川の水が濁って洗濯に使えなくなってしまうといったことや、冬場の
薪
 まき

 の確保が大変など、日常生活で気になっていた点が大半だ。

　水に関しては砂や砂利を使ったろ過装置を作ることになり、
薪
 まき

 に関しては『
炭
 た

 
団
 どん

 』という燃料を新たに製作することになった。

『
炭
 た

 
団
 どん

 』とは、粉状になった炭につなぎとなる材料を加えて団子状に固めたものだ。

　火力は弱いが非常に燃費が良く、灰の中に入れておけば１日中ゆっくりと燃え続ける。

　材料となる炭は、各家庭にある消し炭（炭化した
薪
 まき

 の火を消したもの。火の点きが良いので火種として用いる）を貯蔵する壷の底に貯まった炭の粉を使う。

　つなぎには、根切り鳥の
糞
 ふん

 を用いることになっている。

　今までゴミとなっていた炭の粉が再利用できるので、とてもエコロジーだ。

「あと、この見張り塔のところに何か書いてあるけど、これって何の意味？」

　ニィナが指差す部分には、赤ペンで印が付けられていた。

　その部分からは村の外に向けて
扇
 おうぎ

 状に線が引かれ、日本語で『有効範囲』と書かれている。

「そこには大きな矢を発射する装置を置く予定なんだ。線は矢が届く範囲だよ」

「矢を発射する装置って……野盗対策？」

　ニィナは「いくらなんでもやりすぎだろう」、といった視線をバレッタに向けた。

　何日か前に村が襲われたことは事実だが、これではまるで戦争の準備をしているかのようだ。

　村の外周には先の
尖
 とが

 った木柵が作られ、それを囲むように堀まで掘られている。

　夜には見張りを立てることにもなっているので、
柵
 さく

 と堀があれば十分だろうと思えた。

「ううん、そういうわけじゃないよ。別にここで使うつもりじゃないの」

「えっ、じゃあ、何でそんなものを作るの？」

　バレッタの意図が分からず、ニィナは首を
傾
 かし

 げる。

「他の場所でなら使う日がくるかもしれないから、今のうちに試しておこうと思って」

「他の場所？　どこかに持っていくの？」

「そうなるかもしれないね。まだ分からないけど」

　よく分からない、といった表情をするニィナ。

　バレッタは村の方へ目を向けると、目を細めた。

「戦争が始まった時のために、今から準備しておこうと思うんだ。堀や
柵
 さく

 も、村を守るためっていうよりは、別の場所で作る時のための練習なの」

「……カズラ様には相談したの？　不安があるなら、ちゃんと相談しておいたほうがいいよ」

　バレッタは野盗に襲われた恐怖からまだ立ち直っていないのでは、とニィナは考えた。

　戦争の準備と称してこんなことをしているのも、その不安感を
払
 ふつ

 
拭
 しよく

 するためのものだろうと。

　心配するニィナに、バレッタは少し寂しげに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「カズラさんには、言いたくないんだ」

「どうして？　もしかして、また迷惑をかけるなんて考えてるの？」

「ううん、そうじゃないの」

　また前の悪癖が出たのかと心配するニィナに、バレッタは首を振った。

「自分がやろうとしていることが、どんな結果を生むかなんて、ちゃんと分かってる」

　自分に言い聞かせるように、バレッタは話す。

「だったら、その責任を取るのは、それを必要とする私たちじゃないとダメだと思う。こんなことの責任を、あの人に押し付けるわけにはいかないから」

「……バレッタ？」

　様子の変わってしまったバレッタに、ニィナは心配げに声をかけた。

「今話したこと、カズラさんには言わないでね。その時になったら、私が言うから」

「う、うん」

　気圧されるかのように、ニィナは
頷
 うなず

 いた。

　

〈『宝くじで40
 億当たったんだけど異世界に移住する④
 』へ続く〉





　

番外編　エイラさんの一日

　

　早朝、ナルソン邸の大食堂に集まった数十人の
侍
 じ

 
女
 じよ

 の中に、エイラの姿があった。

　今は朝礼の時間で、夜勤者から日勤者に申し送りが行われている。

　エイラの隣にはマリーがおり、真剣な表情で
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちの話を聞いていた。

「それでは、今日も１日頑張りましょう。よろしくお願いします」

「「「よろしくお願いします」」」

　申し送りと連絡事項の通達が終わり、
侍
 じ

 
女
 じよ

 長が締めの
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を行う。

　皆がきっちりと腰を折って
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を終えると、その場は解散となった。

「マリーちゃん、今日も私と一緒にお仕事しましょうか」

「はい、よろしくお願いします」

　マリーがナルソン邸にやってきてから、３日が経過していた。

　今のところ大きなミスもなく、他の仲間たちとも上手くやっているように見える。

　少女といっていい年齢の彼女が、皆は気にかかるのだろう。
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちだけでなく警備兵までもが、あれこれと気を使って見守っているような状態だった。

　マリーは手伝いをしてもらうたびに、とても恐縮した様子で何度も頭を下げて礼を言う。

　そんな様子を見てしまうと、周囲はなおのこと「手伝ってやらねば」と思ってしまうのだろう。

　マリーを連れて洗い場に立ち寄り、木編みの
籠
 かご

 と湯の入った水桶を回収して、リーゼの部屋にやってきた。

　ベッドのシーツを２人で
剥
 は

 がし、脱いであった寝間着のチュニックと一緒に
籠
 かご

 に入れる。

　窓を開けて換気をし、クローゼットからドレスを取り出していると、部屋にリーゼが戻ってきた。

　先ほどまで中庭でトレーニングをしていたためラフな格好で、手には短槍を持っている。

「おはよう、マリー」

「リーゼ様、おはようございます」

　優しげな笑顔で
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をするリーゼに、マリーは深々と頭を下げた。

　エイラは朝礼前に中庭で顔を合わせているので、黙って頭を下げるにとどめる。

「今日で３日目だけど、仕事はどう？　皆とは上手くやっていけてる？」

「はい、皆さんとても良くしてくださいます。お気遣い、ありがとうございます」

「そう、よかった。エイラにいびられたら、すぐに私に言ってね。懲らしめておくから」

「え、えっと……」

「ちょ、ちょっとリーゼ様、人聞きの悪いこと言わないでください！」

「ふふ、冗談よ、冗談」

　マリーが働き始めた初日から、リーゼはこうしてあれこれと気さくに話しかけていた。

　主人と雑談に興じた経験など１度もなかったマリーは、初めのうちはしどろもどろになっていた。だが、すぐにリーゼの気遣いに気づくと、慣れないながらも話をするように努めていた。

「マリーちゃん、これを洗い場にお願いね。その後はすぐにカズラ様のところに行って。私も後から行くから」

「はい」

　マリーは洗濯物入りの
籠
 かご

 を受け取ると、一礼して部屋を出て行った。

「お召し物を脱がさせていただきます」

「うん、お願い」

　リーゼの服を脱がし、湯につけたタオルで身体を
拭
 ぬぐ

 う。手早くそれを済ませてドレスを着せ、鏡台の前に座らせた。

「どう？　あの娘大丈夫そう？」

　エイラが櫛で丁寧に髪をすいていると、リーゼが鏡越しに目を向けてきた。

「ひととおりの教育は受けているようで、問題なく仕事はできていますよ。他の皆も気にかけているので、上手くやっていけると思います」

「そっか。でも、私より若い娘がくるとは思わなかったわ。カズラ様って、ああいう感じの娘が好みなのかしら」

「そ、それはどうでしょう。元々は専属料理人としてルーソン家から貸し出されたと聞いているので、どうせ住み込みになるなら従者も兼任させようといったところではないでしょうか。カズラ様の好みは関係していないかと」

「でも、それにしては待遇が良すぎる気がしない？　住み込みの部屋は使用人の専用宿舎じゃなくて、
屋
 や

 
敷
 しき

 の中なんでしょう？　てことは、夜の相手をさせるためって思えるんだけど」

「ご多忙なカズラ様の従者となるわけですから、夜食作りや小間使いとしていつでも呼び出せるようにとの配慮かと。それに、もし
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 をさせるためなら、貸し出しではなく買い取りという形になるかと思います」

「んー……そっか。確かに、そうじゃないとエイラも
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 相手として
屋
 や

 
敷
 しき

 に住み込みになったってことになっちゃうもんね。あの人はそういうことしなさそうだし、別におかしくないか」

　納得した様子のリーゼに、エイラは内心ほっと息をついた。

　リーゼならそういったことは割り切って考えそうだが、
一
 かず

 
良
 ら

 に対するマイナスイメージは極力
払
 ふつ

 
拭
 しよく

 しておきたい。

　
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 の相手もありえない話ではないとは思うが、今のところマリーにそういったことがあった雰囲気は感じられない。彼女の性格からいって、そういったことがあれば態度や雰囲気ですぐに分かるだろう。否定しておいても問題ないはずだ。

　――あれ？　言われてみれば、何で私もお
屋
 や

 
敷
 しき

 に部屋が……それに、お風呂も使っていいって契約書に書いてあったけど、やっぱり待遇が良すぎるような……ま、まさか。

　自分が転居初日から嬉々として風呂を使っていたことを思い出し、エイラは固まった。

　自分は何のために、というか誰のために毎日入浴していたのか。

　２倍になった給与の本当の意味が、何となく理解できた気がした。

　ちなみに、リーゼは就寝時間がかなり早いため、エイラとマリーが風呂を使っていることを知らない。

「そういえば、あれから全部の面会を断ってるけど、変なことを言ってきてる人はいない？　不満が溜まってる様子が見えてきたら、時々面会して向こうの顔を立ててあげないと」

「……」

「……エイラ？」

　強張った表情で固まるエイラに気づき、リーゼは首を
傾
 かし

 げた。

「あ、も、申し訳ございません。えっと、面会ですか？」

「うん。断ってる相手の様子はどうかなって。何か考えごと？」

「い、いえ、何でもありません」

　エイラが答えると、リーゼは心配げに眉を寄せた。

「そう。もし何か困ったことがあったら私に言ってね。たいていのことなら何とかできると思うから」

「はい、ありがとうございます」

　そう言ってぺこりと頭を下げると、リーゼはにこりと
微笑
 ほほえ

 んだ。

「それで、面会者の話なんだけど」

「はい。面会をそのまま
諦
 あきら

 める方も何人かいるのですが、予定を後ろ倒しにしても面会したいという方が大半で……」

「ええ……予定を後ろ倒しにって、言ってるのは領内から来た人たちだけだよね？」

「いえ、領外の方も何人かおられます。面会のために、イステール領に
滞
 たい

 
在
 ざい

 する期間を延長するとも言っていました」

「……あいつも？」

「……はい」

「……」

　髪が整うまでの少しの間、２人の間にはどんよりとした空気が漂った。

　

　リーゼの身支度を整えた後、エイラは
籠
 かご

 を手に
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋の前にやってきた。

　扉をノックしようとしたところで、扉が開いて
一
 かず

 
良
 ら

 とマリーが出てきた。

　マリーの手には木箱が持たれ、その上には布が被せてある。

　これから調理場に行き、２人で朝食作りをするのだろう。

「カズラ様、おはようございます」

「おはようございます。ちょっと調理場へ行ってきますね」

「かしこまりました。マリーちゃん、お部屋のことは私がやっておくから」

「はい、お願いします」

　腰を折って２人を見送り、部屋に入る。

「ん、いい匂い」

　部屋に漂う
微
 かす

 かな甘い香りに、エイラは頬を緩ませた。

　朝に
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋へやってくると、いつもこのような香りがしている。

　この香りをかいでいると気持ちが安らぎ、ずっとこの部屋にいたいと思ってしまう。

　鼻歌を歌いながらシーツを
剥
 は

 がし、脱がれた寝間着と一緒に
籠
 かご

 に入れる。

　部屋の隅に積まれた大量の箱や、布のかけられた大きな四角いものが目に入るが、それらには一切手を触れない。

　窓の外から聞こえてくる
謎
 なぞ

 の異音も、何かの気のせいということにしておく。

　換気のために窓を開けた際、異音がさらに大きくなった気もしたが、きっと幻聴だ。

　毛布を畳んで抱えた時、部屋の香りと同じ甘い香りがふわっと
鼻
 び

 
腔
 こう

 をくすぐった。

　思わず毛布を抱きしめて、その香りをじっくりと楽しんでしまう。

　その時、半開きになっていた部屋の扉が開き、マリーが駆け込んできた。

「すみません、調味料をとってくるよう……し、失礼しました！」

　毛布を抱きしめてうっとりするエイラを目にし、マリーは慌てた様子で部屋を飛び出していった。

　エイラが
唖
 あ

 
然
 ぜん

 としていると、再びマリーが部屋に駆け込んできた。

「あ、あの、マリーちゃん」

「す、すみません！　すみません！　すぐに出て行きます！」

　すみませんと連呼しながらダンボールの山へ走り、中からコショウの容器を取り出すとエプロンポケットにねじ込む。

　そしてぺこりとエイラに頭を下げ、そのまま部屋を飛び出していった。

「……はあ」

　エイラはため息をついて毛布を
籠
 かご

 に入れると、自分も部屋を後にした。

　

　その後、エイラとマリーは穀倉地帯の作業に同行し、夕方に
屋
 や

 
敷
 しき

 へと戻ってきた。

　マリーは朝の一件を見なかったことにしたいらしく、弁解しようとエイラが話を振ると、「大丈夫です、私、何も見てません！」とぺこぺこ頭を下げて必死に
訴
 うつた

 えるので、もう放っておくことにした。

　所用を済ませた後、いつもの時刻に
屋
 や

 
敷
 しき

 の一室を訪れ、扉にノックをする。

「ジルコニア様、エイラです」

「どうぞ」

「失礼します」

　部屋に入ると、テーブルの椅子に腰かけたジルコニアがひらひらと手を振った。

　一礼してからテーブルに向かい、ジルコニアの対面に座る。

「いつもご苦労様。穀倉地帯は暑かったでしょう？」

「はい、日差しも強いうえに地面からの照り返しが
酷
 ひど

 くて……でも、みんな文句も言わずに一生懸命働いています」

「カズラさんやリーゼが先頭に立って働いてたら、文句言うどころじゃないものね……作業は順調？」

「リーゼ様が合流してから、かなり順調に進んでいるとのことです。カズラ様も感心しているご様子でした」

　リーゼが作業に合流した日から、労働者たちはいっそう真面目に作業するようになっていた。

　日頃、リーゼはよく街に遊びに出るので、市民と触れ合う機会がかなり多い。

　その美しい容姿に加え、市民に対しても気遣いをかかさず優しく接するので、身分を問わず人気が高かった。

　労働者たちの頑張りはそのせいだろう、とエイラはジルコニアに報告していた。

「そう。でも、あの娘がそんなに市民から人気があるなんて、全然知らなかったわ。自分からも一生懸命手伝っているみたいだし、大丈夫そうね」

　うんうん、とジルコニアは
頷
 うなず

 く。

　リーゼは同行初日に水車の設置場所の目安と組み立ての注意点を教わると、次の日からは自分１人で従者と護衛を率いて作業を行っていた。

　作業が分担されて効率が２倍になったため、作業はかなり順調に進んでいるようだ。

「カズラさんとの仲はどう？　上手くいってる？」

「はい、少しずつ親密になっているように見受けられます。リーゼ様が作業の分担を買って出たことを、カズラ様は高く評価されているようです。昼食の時に何度も褒めていました」

「……ふーん」

　その話に、ジルコニアは考えるように口元に手を当てた。

「……カズラさんって、もしかして一生懸命頑張ってる人が好きなのかしら？　こう、人の手を
煩
 わずら

 わせないように自分だけで頑張ろうとしてる人とか」

「あ、確かにそんな気はしますね。リーゼ様はカズラ様と一緒にいる時間を作ろうとするよりも、できるだけカズラ様のご負担を減らそうと動いていたように思えますし」

　思い返してみれば、作業の手伝いを始めてからのリーゼの行動は一貫していた。

　仕事をこなすことを第一とし、雑談はもちろん休憩ですら二の次にしていたように思える。

　
屋
 や

 
敷
 しき

 に帰ってからも
一
 かず

 
良
 ら

 に擦り寄るでもなく、
一
 かず

 
良
 ら

 の疲労具合に応じて絶妙なバランスで会話時間を取っていた。

「お２人でいる時も、ご自分のことを話したりカズラ様のことを聞いたりするのではなく、街の様子や市民たちの生活ぶりを話題に挙げていたことが多かったように思えます。カズラ様も興味があるようで、食いつきがよかったですね」

　おそらく、すでにリーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の性格を
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に
把
 は

 
握
 あく

 しているのだろう。

　どんな情報に興味があるのかも早々に理解し、話題の扱いにも注意を払っているはずだ。

「……あの娘、すごいわね。前からそうなの？」

「前からです。私にはとても真似できません」

　今さらながら、エイラはリーゼのすごさを再認識していた。

　どうやったらあのように他人の感情を瞬時に
把
 は

 
握
 あく

 し、性格や興味の方向性を短時間で理解することができるのだろうか。少なくとも、自分にできるような芸当ではない。

「そう……私も見習わないといけないわね」

　ジルコニアはぽつりとつぶやくと、エイラに笑顔を向けた。

「話は分かったわ。引き続き、２人のことお願いね。それじゃ、リーゼとの面会を希望してきた人のリストなんだけど……」

　その後、いつものように２人でリーゼの予定を調整し、面談はお開きとなった。

　

　夕食の給仕と夕礼を終えたエイラは、ベッドに入ったリーゼに就寝前の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をしていた。

　時刻は夜の８時半。

　就寝にはまだ早いようにも思えるが、リーゼはだいたいこの時間には眠りにつく。

「それでは、失礼いたします。おやすみなさいませ」

「うん、おやすみ。また明日」

　リーゼにそっと毛布をかけ、静かに部屋を出る。

　夕食をとろうと大食堂に向かうと、そこにはマリーの姿があった。

　マリーは若い
侍
 じ

 
女
 じよ

 ２人と警備兵２人に囲まれるように席に座っており、おどおどしながら夕食を食べていた。

「まだ若いのに本当によく働くよなあ。何か困ったことがあったら、何でも俺に言ってくれよ」

「は、はい。ありがとうございます」

「マリーちゃん、この人に付いて行っちゃダメよ。何されるか分かったものじゃないんだから」

「人をケダモノみたいに言うな。ていうか、俺のことをそんな目で見てたのかよ……」

「だってあなた、しょっちゅう彼女が入れ替わってるじゃない。どうせマリーちゃんにも手を出すつもりなんでしょ？」

「13
 歳を相手にそんな真似するか！　あ、別にマリーちゃんが好みじゃないって言ってるわけじゃなくてだな。付きあってもいいよって言ってくれるなら、付きあってみたいというのが正直なところで」

「ちょっと、やっぱりそのつもりなんじゃない！　マリーちゃん、こういう男には気をつけないとダメよ？　やることやったらポイなんだから」

「だから、人を人間のクズみたいに言うんじゃねえよ！　マリーちゃん、
騙
 だま

 されちゃダメだぞ。こいつ
噂
 うわさ

 好きで、いつもろくなこと言わないんだからな！」

「あ、えっと、その……」

「こら、２人ともいい加減にしなさい！　マリーちゃんが困ってるでしょ！」

「そうだそうだ！　俺ももっとマリーちゃんと話がしたいぞ！」

「「「あんたは黙ってなさい」」」

「ひでえ……」

　置物状態のマリーを中心に、皆はかなり盛り上がっている様子だ。

　彼らはエイラに気がつくと、こっちに座れと手を振ってきた。

　料理人から夕食の載ったトレーを受け取り、空いている席に腰かける。

　涙目で助けを求める視線を送ってくるマリーに、適度に助け舟を出しながら夕食を食べ始めた。

「そういえば、エイラもカズラ様の従者になったんでしょ？　リーゼ様の従者も続けてるって話だけど、兼任でやっていけるの？」

　話が一段落ついたあたりで、
侍
 じ

 
女
 じよ

 の１人が話を振ってきた。

「マリーちゃんがすごく頑張ってくれてるから、問題なくこなせてるよ。たぶん大丈夫だと思う」

「そっか、よかった」

　それを聞き、その
侍
 じ

 
女
 じよ

 はほっとしたように
微笑
 ほほえ

 んだ。

　ここ数日ばたばたと動きっぱなしだったエイラを気にかけていたのだろう。

「そういえば、カズラ様ってリーゼ様と性格が似てるような気がしない？　私たちにもすごく気を使ってくれるし、貴族様なのに珍しいよね」

「あ、それは俺も思った。この間廊下ですれ違った時も、名前を呼んで
挨
 あい

 
拶
 さつ

 してくれたんだ。そんなことしてくれるのって、リーゼ様とカズラ様だけだよな」

　同意するように、警備兵の男が
頷
 うなず

 く。

「あの２人って仲いいよね。そのうちくっついたりして」

「そのまま結婚してくれるといいんだけどな。カズラ様はどこだかの大貴族って
噂
 うわさ

 だし、結婚ってなれば景気も良くなりそうだ。俺たちの雇い主としてもいい感じだよなあ」

　わいわいと
噂
 うわさ

 話に興じる４人に、エイラは微妙な笑顔を浮かべながらも話を合わせた。

　どうやら、
屋
 や

 
敷
 しき

 内での
一
 かず

 
良
 ら

 の評判は上々のようだ。

　リーゼとの結婚を期待する声も上がっているということは、周囲から２人はかなり親密な間柄に見えるのだろう。

　皆が
噂
 うわさ

 話に盛り上がるなか、マリーは今だとばかりに必死に料理を頬張っていた。

　

「はあ、遅くなっちゃった。ちょっとしゃべりすぎたなあ……」

　何だかんだで１時間近く食堂で過ごしてしまい、エイラは早足で自室へと向かっていた。

　マリーは食事が済むとすぐに席を立ったので、今頃はもう自室だろうか。

　そう考えながら歩いていると、
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋の前で寝間着姿のマリーを見つけた。

　マリーは扉をノックしようとしては止め、再び拳を扉に近づけては下ろすを繰り返している。

「マリーちゃん、どうかしたの？」

　何をやっているのだろうと声をかけると、マリーはびくっと肩を揺らした。

「あ、エイラさん……」

　エイラの姿を認め、マリーは少しほっとした様子を見せた。

　だが、すぐに泣きそうな表情でうつむいてしまう。

「どうしたの？　何かあったの？」

　エイラが心配して駆け寄ると、マリーは顔を上げた。

「私、どうすればいいのか分からなくて……」

「えっと、何が分からないのかな？」

　努めて優しく問いかけると、マリーは不安げな眼差しをエイラに向けた。

「その……３日経ってもカズラ様がお呼びくださらないので、自分で出向くものなのかと思って部屋に来たのですが……
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 のやり方なんて何も知らないことに気づいて、それで……」

「……」

　エイラが答えに
窮
 きゆう

 していると、急にマリーの表情が真剣なものになった。

「あの、今から私に
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 のやり方を教えていただけませんか？　こんなことを聞けるの、エイラさんしかいないんです。お願いします！」

「え!?
 」

「お願いします！　このままだと私、ハベル様にご迷惑をおかけしてしまうんです！　
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 を教えてください！」

　必死の形相で迫るマリーに、エイラは思わず後ずさった。

　相当思いつめているのか、目が据わっている。

「あ、あの、ちょっと待っ……」

「私に
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 を教えてください！　お願いします！　お願いします!!
 」

「ちょ、ちょっと！　しがみつかないで！」

　へばりついてくるマリーを引き
剥
 は

 がそうとしていると、不意に背後に気配を感じた。

　はっとして振り向き、その姿を目にして表情を引きつらせる。

「えっと……取り込み中？」

「……し、失礼いたしました!!
 」

　エイラはそう叫ぶとマリーを抱きかかえ、脇目も振らずに全速力で逃げ出した。

　残された
一
 かず

 
良
 ら

 はぽかんとした表情でそれを見送ると、首を
傾
 かし

 げて部屋に入っていった。

　

　エイラはマリーを自室に連行すると、「
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 を申し付けられるまで大人しく待ってろ」と何度も言い聞かせ、彼女を部屋に帰した。

　半ばヘロヘロになりながら風呂に入り、ふらふらと自室に戻ってベッドにもぐり込む。

　最後の最後でものすごく疲れた気がするが、明日からもまた頑張らねばならない。

　
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 に関しては考えても仕方がないので、とりあえず保留することにした。

　――でも、もし本当に
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 に呼ばれたら……どうしようもないか。そうなったら、お
妾
 めかけ

 さんにしてもらえるといいな……。

　
鈍
 にぶ

 る頭でそんなことを考え、エイラは眠りに落ちていった。
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あとがき

　

　なぞなぞ：パンはパンでも空飛ぶパンってなんだ？

　Ａ１：ピーターパ○もしくはアンパ○マンと答えたあなた。あなたはとても純真な心の持ち主です。この理不尽だらけの世界に降り立った最後の希望の使者として、素直な気持ちをなくさずに正しく真っ直ぐ生きていってください。

　Ａ２：アメリカ海軍ＸＦ５Ｕフライングパンケーキと答えたあなた。私と同類です。何か変わった回答をしてやろうというひねくれた考えが即座に出るような脳みそは、おそらく限界間近です。リポＤを大人買いして日本経済を回しつつ、脳みそに栄養と休息を与えましょう。

　てなわけで、無事３巻を発売することができました。ご助力、応援してくださった皆様、ありがとうございます。感謝の土下座のしすぎで、すずの木の
頭
 ず

 
蓋
 がい

 
骨
 こつ

 は今にも陥没しそうです。

　毎回毎回、家庭菜園（今年はスイカ１００本植えました）と野菜泥棒の話ばかりしていても仕方がないので、たまには別のお話も。

　社員食堂と聞くと、皆さんはどんなイメージを持たれますか？

　会社によってあったりなかったりしますが、私が以前勤めていた会社では、数ヶ月に１度、食堂でメバチマグロの解体ショーが行われていました。目の前で豪快にマグロが解体され、その場で切り売りしたり、鉄火丼になったりしていました。

　現在勤めている会社は仕出し弁当があるくらいなのですが、職場環境がちょっと特殊というか色々できる場所で、自分で野菜炒めを作ったり、ラーメンとかうどんを茹でたりできます。また、おやつ時になると、夏だとスイカ（私の持ち込み）やアイス、冬だと鹿や猪（ハンター提供）の焼肉や、焼き芋や焼き栗なんかもその場で作ってもらえたりします。

　年末が近くなると、誰かが持ち込んだ『のし餅』が焼かれ、毎年焼き餅祭りが開催されます。つい先日は「揚げたからお食べ」と、職場のどこで揚げたのか、揚げたてのかき餅を渡されて
驚
 きよう

 
愕
 がく

 しました。ちなみに、食品関係の仕事じゃないです。

　３巻の作中でも侍女や警備兵が利用する社員食堂みたいなものが出てきますが、あんな感じでわいわい楽しくすごせる食堂っていいですよね。
美味
 おい

 しい食事をとりながら皆でおしゃべりしていれば、自然と打ち解けることができる気がします。

　ナルソン邸での夜勤とか住み込み勤務とか、大変そうだけど何だか楽しそうで羨ましい……。

　あ、そうそう、前回のあとがきで書いた白菜の件ですが、「盗まれることが確定しているなら母数を増やせばいいじゃない」と１３００個くらい作りました。狙いどおりというか、作った数が多すぎて、盗まれたのかどうかすら把握できてません。なんか間違ってる気がする……。

　

２０１５年３月　すずの木くろ





すずの木くろ（すずのきくろ）

埼玉県在住の兼業作家。好んで読むものは第二次世界大戦のノンフィクション戦記と架空戦記だが、自身で執筆する作品はファンタジーものばかり。（二〇一五年五月現在）

　

イラストレーション

黒獅子（くろじし）

熊本県出身、東京都在住。シリーズ「ゲート―自衛隊彼の地にて、斯く戦えり」（アルファポリス文庫）のイラストレーションなどを担当しています。（二〇一五年五月現在）
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